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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　駒都え～じ
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第一章　メイドは舞い降りた



　　　　～THE MAID HAS LANDED～











　私し立りつ葵あおい学がく園えんの学がく生せい寮りよう、彩さい雲うん寮は古い。そのため防ぼう犯はん設せつ備びに難なんがあり、外部からの侵しん入にゆうがそれほど難むずかしくなかった。


　特に裏うら口ぐちの鍵かぎは錆さびついていて、かけるのに力が必要だった。係の者も面めん倒どうがって放置することが多く、しばしば開けたままにされていた。不用心だという指し摘てきは以前からあって、その日の夜、不ふ審しん者しやが侵入と脱だつ出しゆつの経けい路ろに選んだのも、やはりここだった。


　最初に気づいたのはたまたま部屋から出た二年生で、廊ろう下かの隅すみでうごめく黒い影かげを目もく撃げきしている。時じ刻こくは深夜二時十分。彼は「影はどうもスカートをはいていたみたい」と証しよう言げんした。


　侵入者は二階へ向かったらしく、二時十二分には三階で寝ていた学生が「人が暴あばれているような」物音を聞いたと言っている。その後の調ちよう査さで、二階の一番端はしにある部屋を狙ねらったことが判はん明めいした。


　変化が起きたのは二時十五分頃。寮内で閃せん光こうと共に轟ごう音おんがわき起こり、半数以上の学生が跳はね起おきた。目もくらむような光が数秒続いたため、慌あわてて飛び出した学生は、廊下でしゃがみ込むことしかできなかった。侵入者はそのすきに逃とう走そうしたはずだが、おかげで目撃例がない。


　翌よく日じつ、警けい察さつの捜そう査さに先立って、学校側が生徒会立ち会いの元、内ない部ぶ検けん証しようをおこなった。その結果、襲しゆう撃げきされた部屋には争った跡あとがあり、布ふ団とん、本などが散さん乱らんしていた。ただし貴き重ちよう品ひんが紛ふん失しつした様子は見られず、侵入者が別の目的を持っていたのは明らかであった。


　手がかりになるものはほとんど残されていなかったが、唯ゆい一いつ女性用のカチューシャだけが残されていた。侵入者の遺い留りゆう品とおぼしきもので、ここから賊ぞくが女性であることが推すい察さつされた。警察に渡すべき物品であったが、何な故ぜか生徒会が引き取った。


　部屋で寝起きしていたはずの学生の姿すがたもなかった。単なる行方ゆくえ不ふ明めいではなく、誘ゆう拐かい事じ件けんであることが想起された。


　この部屋は二一二号室──学生の名前は式しき森もり和かず樹きといった。





　　　　○





　どれだけ眠ねむらされたのか、和樹にも分からない。


　暴れたのだから、動けないよう薬を使ったのだろう。おかげで目覚めが最悪だった。


　そりゃあ抵てい抗こうだってする。夜中にいきなり身体からだを押おさえつけられて目め隠かくしをされれば暴れるのは当然で、ひ弱な和樹にしてはよくやった部類に入る。もっとも、最終的には運び出されたのだから、無む駄だな抵抗の見本でもあった。


　目が覚めると同時に、和樹は身じろぎをした。もしかしたら縛しばられているかもしれないと思ったためだが、どこも拘こう束そくされていなかった。おかげで危あやうくベッドから転げ落ちそうになった。


　目をこすった。にじんだ室内が、徐じよ々じよにはっきりと見えてくる。簡かん素そな部屋で、ベッドは中央にあった。枕まくら元もとにはサイドボードが据すえられていて、水差しとコップが載のせられていた。あとは窓まどがあるだけで、他になにもない。


　しばらくぼんやりしたあと、ベッドから降おりた。状じよう況きように身体を慣ならすつもりだったのだが、むしろ違い和わ感かんが先にきた。床ゆかが石いし畳だたみだったのである。


　改あらためて室内を眺ながめると、まるでヨーロッパ中世の建物だった。壁かべも天てん井じようも全すべて石。しかも年ねん季きが入っている。映画に出てくる古こ城じようのようだ。


（なんだろ……）


　首をひねった。日本にこんなところがあるとは信じられなかった。どこかの物好きが建たてたのを利用しているのか。それにしては本ほん格かく的だ。


　そもそも自分がさらわれた理由が分からない。数々のトラブルに巻まき込まれてはいるが、こういう経けい験けんは滅めつ多たにない。ひどい災さい難なんであった。犯はん人にんが姿を見せないのも、また不気味だ。


　再ふたたび頭を絞しぼる。どうにかして住み慣れた町まで帰らなければ。このままじっとしているいわれはない。逃にげるなり、外と連れん絡らくをつけるなりしなければ。


　窓から陽ひがさして、和樹の顔を照らした。日なたから逃のがれようとして、はっとする。


　急いで窓に近寄った。そもそもここがどこか分からないのだ。だったら確かく認にんすればいい。どこか分かれば、逃げ出すのも楽になる。


　ガラス窓は窓枠わくと蝶ちよう番つがいが錆さびついている上に重かった。力を込こめると少しずつ動く。なんとか全開にした。息を整ととのえる間もなく頭を出し──和樹はぽかんと口を開けた。


　平地が続いていた。奥おくには森があり、その上にうっすらともやが立ちこめ、先は見えない。左手には少数ながら羊ひつじの群むれが歩いている。草地が広がってた。


　和樹が啞あ然ぜんとしたのはそれだけではない。自分のいるところは、やたらと高い所にあった。真下には表面をなめらかにした石壁が、延えん々えん地面まで続いている。万が一にでも転てん落らくしたら死し亡ぼう確かく実じつであった。


　しかもここは巨きよ大だいな建物の一部で、その周囲を、石壁がぐるっと取り囲んでいた。巨大な石で組まれていて、やたら頑がん丈じようそうに見える。一か所だけ木で作られた門があるが、大きな木材でかんぬきがしてある。それらはまるで、和樹の監かん禁きんされている塔とうを見み張はるように建てられていた。


　そう、和樹は正しよう真しん正しよう銘めいの古城の、しかも一番高い塔に閉とじこめられているのである。


　彼はめまいがした。逃げるとか連絡とかいう話ではない。建物も風景も、日本ではないのである。どこか異い国こくに連れてこられてしまったのだ。


　がちゃりと音がして、背はい後ごの扉とびらが開いた。


「お目覚めですか」


　和樹は振り向き、また目を丸くした。


　そこにはメイドが立っていた。





　メイド服を着た女性は、シンシアと名乗った。くせのあるブロンドの髪かみで、ブルーの瞳ひとみをしていた。


「少し薬が強すぎたようで、よくお眠りになられていました」


　シンシアは流りゆう暢ちような日本語で話をした。


「空くう腹ふくでしょうから、あとで食事を運ばせます」


「どうも……。でも、君、誰だれ？」


「私は当ボーンシャー城の責せき任にん者しやを任まかされているものです」


　彼女は答えになっているような、なっていないような返答をした。


「あなたのお世話も一任されています。つきましては、しばらくこの地にご逗とう留りゆうください。拘こう束そくするつもりはございませんが、この部屋からはお出にならないように。鍵かぎをかけさせてもらいます。多少の不便は感じましょうが、ご辛しん抱ぼうを」


　それだけ告げると、背せを向けて部屋から出ようとした。


「ちょ、ちょっと待って」


　じろ、と睨にらまれた。


「まだなにか」


「なにかもなにも……僕ぼくにはどうなっているのかさっぱり」


「知りたいことがある、と？」


「そうだよ。だっていきなり連れてこられたんだから……君は僕のことを、誘ゆう拐かいしたんだろ」


「そうとも言います」


　シンシアは素そっ気けなく答えた。


「一体、なにが目的なんだよ」


「存ぞんじません。ご主人様からお連れしろと命令を受けました」


「命令？　なんでそんなものが……」


　直ちよく接せつは答えず、彼女は服のボウ・タイを引っ張った。


「この服ふく装そうに見覚えがないのですか？」


　メイドなんか知らないよ、と言いたかったが、口からは出なかった。実は知っているのである。以前、さんざんな目にあわされたことがあるのだ。


　和樹の表ひよう情じようを見て、シンシアがくっと笑った。


「私たちはＭＭＭに所しよ属ぞくしています」


　うわやっぱり、と思った。


　ＭＭＭとは「もっともっとメイドさん」を略りやくした謎なぞの組そ織しきである。メイドを愛あい好こうする者たちが、自らの趣しゆ味みを満まん喫きつするために作り上げたのだ。メンバーは単にメイド服を愛めでるだけではなく、実じつ際さいに多数を雇こ用ようしている。恐おそろしいことにそこのメイドは大半が武ぶ装そうしており、敵てき対たい者しやとの戦せん闘とうを繰くり広ひろげていた。


　和樹はかつて南方を旅行した際、ある島でメイドたちの戦争に巻き込まれたことがある。その記き憶おくは、脳のう裏りにはっきりと残っていた。


「ＭＭＭ上じよう層そう部ぶがあなたを必要としています。それ以上は存じません」


「そう言えば、前も必要とかで捕つかまったなあ……」


「ご主人様は、『慣れているはずだ』とおっしゃっていました」


「慣れたくないんだけどなあ……」


　嘆なげいていたら、ふと気づいた。目の前の少女は、初めて見る顔だ。


「あの……シンシア、だっけ」


「なにか」


「リーラって知ってる？」


　彼女の目が、すっと細まった。


　冷たさの増ました瞳に、和樹は戸と惑まどった。


「い、いやその、同じメイドなんだから知ってるかと思って」


　リーラとは、以前捕まっていた島にいた、メイドたちを束たばねる女じよ性せいである。


「……私たちは第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー。あの女は第五です」


　一いつ緒しよにするな、という口く調ちようであった。


「本中隊はこのボーンシャー城、すなわちイングランド、ノーフォークのブレイクニー近郊に駐ちゆう屯とんしています。第五中隊と接せつ触しよくすることは全くありません。お気になさることのないよう」


　気になるよ、と和樹は思った。彼にとっては五が二に替かわっただけである。虜りよ囚しゆうの身に違ちがいはない。


　しかも目の前のメイドが、やけに素そっ気ないのである。リーラは一いち応おう和樹のことを、次じ期き主人としてうやまっていたが、シンシアは立場上敬けい語ごを使っているだけで、敬意を払はらっている様子が見られなかった。仕方なく、という様相である。


　部屋の扉がノックされた。背の低いメイドが現あらわれ、失礼しますと頭を下げた。


「シンシア大尉ハウスキーパー殿どの」


　そのメイドは背せ筋すじを伸のばした。


「ご主人様からお手紙です。それと、新しいメイドが三人、送られてきました」


「三人か、少ないな」


「下の部屋で待たせてあります」


「すぐ行く」


　シンシアは彼女を下がらせた。そして和樹に向き直った。


「先ほども言いましたが、ここからお出にならないように。大人しくしていれば、不自由はありません」


「待った待った。これから僕、どうなるんだよ！　いつまでこんなところに──」


　シンシアにその台詞せりふを最後まで聞く気はなかったようだ。彼女は部屋から出ると、さっさと扉を閉めた。ごとりと音がして、頑がん丈じような鍵がかけられるのが分かった。


　和樹は途と方ほうに暮くれるしかなかった。





　シンシアは城内の執しつ務む室しつへ向かった。そこにはすでに、補ほ充じゆうで送られてきた三人のメイドが整せい列れつしていた。


　執務机づくえの上には三冊さつの侍女手帳メイドパスが重かさねられている。彼女はそれをめくり、貼てん付ぷされている写真と、目の前の少女たちの顔を見み比くらべた。


「ふむ……メイドの経けい験けんはないのか」


「はい。ですが、レスターのマーガレット家か政せい学がつ校こうで訓くん練れんを受けました」


　左端の、背の高いメイドが答えた。


「基き礎そ訓練は修しゆう了りよう済ずみです」


「結けつ構こう。だが、メイドに重要なのはそれだけではない」


　シンシアはざっと三人を見回した。


「メイドとして掃そう除じ、洗せん濯たく、料りよう理り、育いく児じ、看かん護ごに全力を注そそぐのは当然のことだ。その技ぎ能のうは常つねに必ひつ要ようとされる。それこそがメイドの歴れき史しと言っていい。だがこれらの中には、私たちにとって真に重要なことが含ふくまれていない。それはなんだ」
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　ちら、と左ひだり端はしの少女を見る。小こ柄がらなその少女は、背せ筋すじを伸ばした。


「忠ちゆう誠せいです」


　彼女は身を引ひき締しめるようにして答えた。


「ご主人様への限かぎりない献けん身しんと、絶ぜつ対たい的てきな忠誠です」


「その通り。ご主人様へ尽くす心、奉ほう仕し。それこそが私たちの存そん在ざい意い義ぎだ。メイドにとって前ぜん歴れきは不ふ要ようだし出自も問われないが、それも忠誠心があればこそだ。忘わすれるな」


「承しよう知ちしています」


　声をそろえる三人。シンシアはうなずいた。


「残念ながら我わが中隊は、現在ご主人様とは離はなれ、再さい編へん制せい中ちゆうだ。これは先さき頃ごろ交こう戦せん状態に入ったＳＳＳさらにさらにスチユワーデスとの戦闘によるもので、損そん害がい回かい復ふくまでまだ時間がかかる。補充されたメイドも一から訓練をおこなっているところだ。しばらくはそれにつきあえ」


「はい」


「エリカのところに行け。お前たちを一人前のメイドにしてくれる」


「分かりました」


　三人はかかとをそろえると、回れ右をした。部屋から出ようとする。


「ああ待て」


　シンシアは呼び止めた。


「忘れ物だ」


　手て帳ちようを閉とじようとして、もう一度写真を眺めた。名前の欄らんを確かく認にんする。


「……日本人だったのか？」


　中央の少女が、ぴくっと反はん応のうした。


「は、はい。そうです」


「ここにはユウナ・シュタイナ・ミヤマとあるが」


「そ、それは……母方に、ドイツの方がおりました」


　その豊ゆたかな髪かみをした少女は、ひとことひとこと、区切るようにして言った。


「わたしは、日本国こく籍せきです。ですが、幼おさないころは、アメリカにおりまして……」


「経けい歴れきはいい。……ふむ、日本か」


　シンシアはじっと少女を見つめた。心なしか、彼女の額ひたいに汗あせが浮うかんでいるような気がした。


「……ミヤマ、トウキョウの葵学園をしっているか？」


「いえ……存じませんが」


「そうか。なら、いい」


　シンシアは手を振って、三人を退たい出しゆつさせた。





　シンシアの執務室を出た三人は、ひとことも発さないまま廊ろう下かを歩いた。


　階段を下り、すれ違うメイドに敬けい礼れいをする。並ならんで進んだ。それから樫かしの木でできた扉を開けて、中庭に出る。人ひと影かげのない隅すみまで行き、そこでようやく息いきをついた。


「どきどきしました」


　胸むねをなで下ろしながら、夕ゆう菜なが言った。


「ドイツなんて言うからよ。夕菜ちゃん、純じゆん日本人でしょ」


　玖く里り子こが周囲に気を配くばりながら答える。


「だってドイツっぽい名前を偽ぎ造ぞうしたほうがいいって、玖里子さんが言うから」


「まーね。前にあったメイドたちがドイツ系けいばかりだったからそう思ったんだけど、意味なかったみたい。亡ぼう命めいポーランド人にした方が良かったかしら」


「わたしたちのこと、気づいたでしょうか」


「疑うたがったかもしれないけど、確認には時間がかかるはずよ」


「じゃあ急ぎましょう。和樹さんを助けないと」


　夕菜は拳こぶしを握にぎりしめた。


　宮みや間ま夕菜、風かぜ椿つばき玖里子、神かみ城しろ凜りんの三人は、遠えん路ろ日本からイギリスまでやってきて、メイドの集しゆう団だんに潜せん入にゆうしたのである。和樹が誘ゆう拐かいされてからほとんどタイムラグのない、素す早ばやい行動であった。


　誘拐直後、夕菜は気を失うほど動どう揺ようしたが、遺い留りゆう品のカチューシャを見てメイドの仕し業わざであると直感した。それから玖里子、凜と協力して足取りを摑つかみ、イギリスのＭＭＭ本部を割わり出したのである。第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの所しよ在ざい地ちを知るのに多少手間取ったが、見つけてからは書しよ類るい偽ぎ造ぞう、潜入まであっという間であった。


「とりあえず、和樹さんのいるところを捜さがさないと」


　夕菜が言う。


「そうね。どこかのてっぺんか、地下深くかのどっちかだと思うけど」


「どうやって調べましょう」


「しばらくメイドの中に紛まぎれて、隙すきを見て調ちよう査さするしかないわね。おおっぴらにやるわけにもいかないし」


「メイドたちは一から訓練してるって言ってましたけど……やっぱり、お掃そう除じとか、お洗せん濯たくとかするんでしょうか」


「まあメイドだからね。家事ができなきゃしょうがないでしょ。凜？」


　玖里子は凜を呼よんだ。


「飛行機の中で渡した勤務教本ライベルト、ちゃんと読んだ？」


「ええ、読みましたが」


「実じつ践せんしなさいね。あんたが一番不安なのよ」


「そうですか？」


　心外そうな表情をする凜。


「私とて家事くらいはできます。そこまで下へ手たではありません」


「ならいいけど……。疑われないようにしなきゃいけないから、ボロは出さないでね」


「はあ」


　なおも不満げな顔で、凜が返事をした。


　中庭にベルが鳴った。集合の合図である。


　三人は急いで正門前まで走った。





　三人を含む新兵ならぬ新メイドは、まず装そう備び係のところで、装備一式を受け取った。個人管理のモップ、雑ぞう巾きん、ほうきにちりとり、カトラリー一ひと揃そろい、それと小しよう銃じゆう。


　ここは他と違ってイギリス装備らしく、小銃はリー・エンフィールド・ライフルであった。モップにもどこかのメーカーの刻こく印いんがしてある。おそらくスコットランドあたりで作られたのだろう。


　三人が配はい属ぞくされたのはＥａｒｌ小隊というところであった。


　小隊長のエリカは、物もの腰ごしの柔やわらかな、誰だれにでも丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいをするメイドであった。ただしやることは厳きびしい。


「どうぞ皆みなさん、その場にうつぶせになってください」


　メイドたちは怪け訝げんな表情をしながら横たわる。夕菜たちも言うとおりにした。


　エリカはにこにこしながら、一列になっているメイドたちの背中を踏ふみつけて歩いた。小さな悲鳴があちこちから上がる。


「どうやら皆さんは、メイドの道を早く選びすぎたようです」


　エリカは笑え顔がおかつ鋭するどい眼がん光こうで告つげた。


「損そん害がいが激はげしかったとはいえ、あなたがたのような、メイドというより墓はか掘ほり人にん夫ぷが送られてきたことに大いなる失しつ望ぼうを感じます。これがわたくしの思い違いであることを証明してください。では三十秒で装具を調ととのえ、また中庭に集合です」


　彼女の言葉が終わるや否いなや、新メイドたちは急いで散ちった。


　その日から厳きびしい訓練が始まった。エリカは「あなたたちに敬けい意いを表し」小隊付の軍曹ナースメイドではなく、自分で訓練指し揮きをすると言った。


　ちなみにある日のスケジュールはこんな感じである。







　　午前五時半　起き床しよう、体たい操そう


　　午前六時　　朝食。朝食後城内清掃


　　午前七時　　訓練（掃除）


　　午前九時　　訓練（料理）


　　午前十一時　訓練（陣じん地ち構こう築ちく）


　　午後十二時　昼食。昼食後また城内清掃


　　午後一時　　訓練（育児）


　　午後三時　　訓練（介かい護ご）


　　午後五時　　訓練（渡と河か訓練）


　　午後七時　　訓練（洗濯）


　　不定　　　　夕食。またまた城内清掃後睡すい眠みん







　さりげなく挟はさまっている軍ぐん事じ訓練が妙みような感じであった。


　訓練は掃除がメインである。「メイドの基き本ほんは掃除」というテーゼによるものらしい。皿さら洗あらいや洗濯も、掃除の応おう用ようにすぎないのだそうだ。


　この掃除、特に城内清掃は大変であった。廊ろう下かや広間のほこりを取り、ひたすらモップがけをするのである。何なん層そうにも亘わたっているので、気が遠くなる作業であった。


　エリカはどうも、掃除を過か酷こくにすればするほどメイドの技ぎ量りようが上がると信じているらしく、毎回嬉うれしそうに宣せん言げんした。


「本日は二階の廊下を全すべて清きよめます。十じつ分ぷんで完了してくださいね」


　Ｅａｒｌ小隊から声にならない声があがった。全員でやっても、三十分はゆうにかかるのである。


「終わらない場合はやり直しです。その際さい、戦せん友ゆうを一人ずつ背せ負おってモップがけをしてもらいます。それでも終わらない場合は、匍ほ匐ふくでやってもらいますから」


　また各員の心に、怨えん嗟さの声が浮かびあがる。匍匐で掃除なぞしたらメイド服が汚よごれる。そんなことになったら、手洗いで洗濯をさせられ、汚れが落ちるまで寝ねかせてもらえないのだ。


　いつか殺ころしてやる、という視し線せんが飛ぶが、エリカはそれを祝しゆく福ふくを受けていると思っているようだった。


「皆さんに喜よろこんでもらえて、こんなに嬉うれしいことはありません。でははじめ」


　全員モップを握にぎりしめ、廊下の端はしから駆かけ出した。


　一人が乾から拭ぶきでほこりを取り、もう一人が濡ぬらしたモップで綺き麗れいにする。その後ろはさらに乾拭きで湿しつ気けをとる。


　どたどたとした足音が、城内に響ひびき渡った。当然夕菜たちも、その中に加わっていた。


「てゆうかあたしさあ、掃除苦手なのよ」


　モップがけをしながら、玖里子がぼやいた。


「こんなの掃除機にやらせりゃいいじゃない。結局人間が操あやつるにしてもよ」


「文もん句くを言ってないで手を動かさないと、いつまでたっても終わりませんよ」


　隣となりで夕菜が手て際ぎわよく汚れを落としながら言う。


「はいはい……にしても、夕菜ちゃん上じよう手ずね」


「お掃除好きですから」


　彼女は腰こしと腕うでに負ふ担たんがかからないよう、力を緩ゆるめながらモップを動かしていた。ひたすら擦こすればいいというものではないのである。


　しかし全員が夕菜のようにうまいわけではない。結局時間を超ちよう過かし、「掃除の最中に負ふ傷しよう兵へいが出た」という想そう定ていの元、人一人を背負っての掃除をやらされることになった。


　これも当然のように終わらず、匍匐掃除もおこない、ようやくこなすことができた。


　へとへとになったメイドたちの前で、エリカは優やさしげな表情を崩くずさず言った。


「なんという無ぶ様ざまな姿すがたでしょう。あなたたちはメイド服を着ればメイドになれると勘かん違ちがいしているようですね。これくらいのことで疲つかれるくらいでは、ご主人様に申し訳わけがたちません。ではこれから料理の訓練です。死人の皆さん、さっさと立ち上がってください」


　城じよう内ないの厨ちゆう房ぼうに連れていかれた。一階にあって、訓練でも使うためか、かなり広い。


　各員の目の前に、ジャガイモが一箱置かれた。


「さあそのジャガイモを剝むいてもらいます。十五分で全て終わらせるように。できなければニンジン、栗くりとどんどん増ふえていきますからそのつもりで」


　悲鳴をあげる間もなく、強きよう制せい的てきにスタートした。


　ここでもトップは夕菜であった。剝くスピードの早さといったら、エリカが「まあ」と漏もらすほどのものであった。


　ちなみにビリは凜。皮だけではなく実も削けずり取り、しかもずたずたにしてしまい、料理の材料というよりは生ゴミを直ちよく接せつ生せい産さんしているような有あり様さまであった。


　むろんこの短時間では失敗する者の方が多く、おかげで全員ジャガイモだけではなく、ニンジン、栗、洋よう梨なし、ムール貝まで剝くはめになった。


　エリカの嘆なげきはますます大きくなり、「こんなに質しつの低いメイドは見たことありません」とばかりに天を仰あおぎ、訓練は過か酷こくさを増した。


　育児の訓練は赤あかん坊ぼうに見立てた二十キロの鉄アレイを持って走らされ、介かい護ごは包ほう帯たいを怪け我が人にんに巻くとの想定で、五分で十人分をやらされた。


　どれもこれもとんでもない重じゆう労ろう働どうであった。これに比くらべれば砲ほう撃げき下かの渡河訓練は遥はるかに魅み力りよく的てきで、全員心待ちにするくらいであった。


　時間は果てしなくずれ込み、最後の洗濯訓練は夜になった。外で手もみ洗いである。これはシンシアも見に来ていた。


「どうだ、新メイドの様子は」


「まだまだです。二週間で優ゆう秀しゆうなメイドにしてご覧らんに入れますけど」


　エリカが答える。


「ふむ。訓練をもっときつくするべきだな。限げん界かいのさらに上を目指せ。そのうち訓練が快かい感かんに変わる」


　そのやりとりを小耳に挟はさみながら、玖里子がつぶやいた。


「なに言ってんだか。メイドってのはマゾにならなきゃいけないのかしらね」


「いかがわしいゲームみたいですね」


　洗濯板で汚れ物をこすりながら、夕菜が言う。


「技ぎ量りようは上達するかもしれないけどね……そういえば凜の姿が見えないわね」


「さっき洗濯物に穴あなを開けて、城の周りを走らされていました」


「……やっぱり家事には向いてないのよ。あの娘こ」


　ちらりとシンシアを見ると、伝でん令れいのメイドになにか伝えられていた。どうやら客らしく、城内に向かっていく。


　玖里子は洗濯に戻った。





　城内。執しつ務む室の扉を開けたシンシアは、不意に顔をこわばらせた。


　中にはメイド服の女性が一人だけいた。


「……お前か」


「邪じや魔ましている」


　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニー中隊長のリーラは、低い声で返事をした。


　シンシアは椅い子すに座すわり、腕うでを前で組んだ。


「なんの用だ」


「式森様をお連つれしに来た」


　リーラの視し線せんは冷たく、友ゆう好こう的てきではなかった。


「あの方は我々のご主人様だ」


「連れに来た、か。本部の許きよ可かは受けているのか」


「必要ない。ご主人様であれば十分だろう」


「なら駄だ目めだ」


　シンシアの返答に、リーラの顔色が変わった。


「何な故ぜだ」


「ＭＭＭの本部は、あの男を必要としている。日本から連れてきたのもそのためだ」


「ご主人様に勝かつ手てなことをするな！」


　リーラが机つくえを叩たたく。整せい頓とんされた室内に、鈍にぶい音が響いた。


「傷きずつけるようなことでもしたら……！」


「無ぶ事じだ。これからは知らんが」


　馬ば鹿かにしたように言う。


　リーラはひるまなかった。くっつけんばかりに顔を近づけてくる。


「なら面会させてもらうぞ」


「それも駄目だ。なにをされるか分からん」


「メイドがご主人様に会うのも認みとめない気か」


「誓せい約やくは完かん了りようしていないのだろう？」


　リーラが歯はを嚙かみならす音がした。鋭い眼光のまま、離れる。


「ご主人様は絶ぜつ対たい的てきなものだが、あの男はまだ、そうではないはずだ」


「……愚ぐ弄ろうするのか」


「感かん想そうだよ」


　薄うす笑わらいを浮かべるシンシア。リーラの瞳ひとみには、明らかに怒いかりがあったが、態たい度どに表すのは自じ制せいしていた。


「お前が日本に行き、式森様を誘拐したことは知っている。いつからＭＭＭは誘拐産業に手を出すようになった」


「私の行動方ほう針しんに口を出さないで欲ほしいな」


「これが出さずにいられるか」


　シンシアはさもつまらなそうに、


「そんなに抗こう議ぎがしたいのなら、ＭＭＭ上層部に文書で提出するのだな。運が良ければ取り上げてもらえるかもしれんぞ」


「……話していても無駄か、シンシア」


「まったくだ。だがなリーラ、その感情むき出しの行動はどうした。冷れい徹てつ氷こおりのごとし、カチューシャ付紺こん色いろ騎き士しメイド十字章を保ほ持じしている女とは思えん」


「勲くん章しようなど欲しければお前にくれてやる」


「あの男のどこが気に入ったのだ」


「ご主人様に忠誠を尽つくすのが務つとめだろう」


「それだけか？」


「……大きなお世話だ」


　リーラは服の乱みだれを直すと、シンシアに背を向けた。


　その後ろ姿に声を投げかける。


「真まっ直すぐ帰れよ。余よ計けいなことをしないように」


「……そっちもな。わたしの中隊と戦闘にならないよう、気をつけるのだな」


「脅きよう迫はくか？」


「喧けん嘩かは禁きん止しされていない」


　それだけ言うと、リーラは部屋から出ていった。


　シンシアは足音が遠ざかるのを確認した。それから呼よび鈴りんを押す。


　しばらくすると、メイドが一人入ってきた。


「お呼びでしょうか」


「ああ。式森はなにをしている」


「大人おとなしくしているようです。食事を残したりはしていませんので、健けん康こうでしょう」


「精せい神しん状じよう態たいは？」


「問題ありませんが、退たい屈くつなようです」


「なら遠とお出でをさせてやろう。ロンドンまで移い送そうする。準じゆん備びをしろ」


「はい。しかし、本部からの命令では一週間後であると……」


「邪じや魔まが入ると困こまる。本部には私から伝えておく。ああ、それと」


　しばらくためらったあと、シンシアは告つげた。


「リーラの居い場ば所しよを確認しておけ。必要があったら、すぐ呼べるように」


「了りよう解かいしました」


　メイドは敬けい礼れいをして、去さった。


　シンシアは執務室で一人になった。予定を繰くり上げたので、やることはたくさんある。が、彼女はしばらく黙もつ考こうしていた。


　やがて立ち上がり、ドアを開ける。と、そこにいたメイドが、飛び上がった。


　シンシアは眉まゆをひそめる。


「どうした」


「い、いえ。申し訳ありません」


　日本から来たメイドだった。個こ人じん戦せん闘とうには秀ひいでているものの、要よう領りようが悪くて家か事じ全ぜん般ぱんに難なんがあるとエリカが報ほう告こくしてきた少女である。


「実は……私だけ洗濯訓練が長引いてしまいましてこんな時間まで……。今から戻もどるところです」


「気をつけろ。家事は反はん復ぷく練れん習しゆうでのみ、身につくものだ」


「はい」


　そのメイドは返事をすると、慌あわただしく走り去っていった。





　ほぼ同時刻。メイドたちの控ひかえ室。


　新メイドたちには四人一組で部屋を与あたえられていた。二段ベッドが二つに私し物ぶつ整せい理り用のロッカーがある。余よ計けいなものは置かれていない。


　夕菜と玖里子はそこで、顔をつきあわせてひそひそ話をしていた。幸い自由時間なので、他に人はいない。


　ここに来てから数日しかたっていないが、身体からだのあちこちが筋きん肉にく痛つうを訴うつたえていた。訓練が過酷なためである。普ふ通つうならあまり話をする気も起こらないが、今はそんな訳にもいかない。重大な事実が分かったのだ。


「ここの塔とうのてっぺんに、和樹が捕つかまっているのはほぼ間ま違ちがいない訳ね」


　手書きの地図を広げて、指さす玖里子。


「ええ。配はい膳ぜん係がかりに聞きました。間違いありません」


　夕菜は念ねん押おしをした。


　二人は訓練の傍かたわら情報収しゆう集しゆうにつとめていたが、ついに料理の間に突き止めたのである。配膳係がいうには、必ず食事が人数分より多く作られ、城の中央にある塔に運ばれるとのことであった。


「でも警けい戒かいが厳きびしそうね」


「ですから、二日後の野や外がい訓練の間に和樹さんを助ければ。メイドも少なくなりますし」


「そうね」


　二人は地図をチェックし、脱だつ出しゆつ経けい路ろを調べた。出口の数が少ないが、いったん連れ出せばなんとかなりそうであった。


　問題は塔に侵しん入にゆうする方法である。


「あそこの塔って、入り口一つしかないんじゃない？」


「はい。ですから、見張りを倒すしかありません。瞬しゆん間かん移い動どうができればいいんですけど……」


　その言葉に、玖里子が首を振ふった。


「駄だ目めね、この城はあちこちに魔ま法ほうを封ふうじる円えん陣じんと材ざい質しつが仕し込こまれているわ。中世の城しろだけど、結構侮あなどれないわよ」


「じゃあ……どうすれば」


「外に出てくれればいいんだけど」


　その時、大きな音を立ててドアが開いた。二人ははっとして身を硬くする。


「夕菜さん、玖里子さん！」


　入ってきたのは凜であった。息を切らしている。


「びっくりした。脅おどかさないでください」


「それどころではありません。式森が移送されるそうです」


「えっ!?」


　凜によると、和樹は明日の朝、ロンドンのＭＭＭ本部に送られるのだという。今は人員と車の手配をしているところだ。


「まいったわね」


「計画変更をしましょう。今すぐやります！」


　夕菜が拳こぶしを握りしめた。


「やるなら今晩です。和樹さんを奪だつ還かんします」


「乱暴すぎませんか」


　凜が訊く。


「時間との勝負です。凜さん、武器はありますか」


「モップの柄えぐらいですね」


「じゃあ先に武器庫かしらね。戦うことになったら面倒になるわ」


　玖里子が呟いた。


「行きましょう！」


　夕菜が気合いを入れ、三人は立ち上がった。





　外は暗い。先ほどまでは月が出ていたが、今は雲に隠かくれて真まっ暗くらだった。


　武器庫は城内の一番外はずれたところにある。安全を考こう慮りよしなければならないから、当然だった。


　暗くら闇やみの中、うっすらと建物が見えた。一階建ての、頑丈そうな施し設せつである。三人はそっと忍しのび寄よった。


「見張り、いるかしら」


　身体を低くしながら、玖里子がつぶやく。


「一人、立っているようです」


　夕菜が目を細めながら言う。


「私がなんとかします」


　凜が腰こしを浮うかせ、音も立てずに走った。


　二つの人ひと影かげが重なり合う。やがてどかっばきっと音がして、片かた方ほうが崩くずれ落ちた。


　凜が手て招まねきをする。夕菜と玖里子は駆かけ寄よった。


　歩ほ哨しように立っていたメイドが、モップで殴なぐられのびていた。所持していた鍵かぎを取り上げる。


　武器庫の扉を開け、手早く物色した。


　玖里子がイギリス製せいのステンガンを取り、九ミリ弾だん薬やくの弾だん倉そうを手早く詰つめた。凜はリー・エンフィールド・ライフルに銃じゆう剣けんをつける。


　夕菜といえば、ばかでかいボーイズＭｋＩ対戦車ライフルを担かついで、腕うでほどもありそうな弾薬をポケットに差さし込んでいた。


「夕菜ちゃん、重くない？」


「平気です」


　警けい戒かいしながら武器庫を離れた。あとは塔まで行き、和樹を救きゆう出しゆつである。


「急ぎましょう」


　夕菜が二人に言う。が、


「待て」


　別方向から声が飛ぶ。同時に懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らされた。





　こつこつと扉が叩たたかれる。頑丈な樫かしの木で作られているので、音も鈍にぶかった。


　室内の和樹は「いいよ」と言った。鍵は外からかけられているので、駄目だと告げても入ってこられる。


　扉が開いた。シンシアが立っていた。


「失礼します」


「なに」


　和樹はベッドに座り、気の抜けた返事をした。


「退たい屈くつされているとのことですが」


「退屈だよ。出してくれないんだから」


　確かに不自由はなかったが、所しよ詮せん室内だけである。


「ならば、散さん歩ぽをしませんか」


　無表情のまま、シンシアが言う。


「え？」


「散歩です。夜の丘きゆう陵りよう地ち帯たいも、なかなか見事なものですよ」


「散歩かあ……」


　和樹は横目でシンシアを見つめた。


「……どうせ嫌いやだと言っても、連れていかれるんだよね」


「ご明めい察さつです」


　シンシアはちらりと腰の拳けん銃じゆうを見せると、和樹をうながした。


　彼は渋しぶ々しぶベッドから腰を浮かせた。





　確かに夜風は心ここ地ち良よい。イングランド独どく特とくの湿しめった空気だが、塔内よりはずっと気分が良かった。


　城の周囲には小こ道みちがいくつか伸のびていた。舗ほ装そうもされておらず、昔の風ふ情ぜいを残している。城の灯あかりと月明かりで、前が見えないことはない。


　和樹はその道をゆっくりと歩いていた。というより歩かされていた。外にいるんだし逃げようかなあ、と思わないでもなかったが、止やめることにした。どこに行けばいいのか分からない上に、シンシアの方が足が速そうだったからだ。


　そのシンシアはぴったりと横につき、和樹と歩ほ調ちようを合わせていた。


　歩幅どころか踏み出す足まで同じである。まるで行進だった。


「えーと、シンシア」


「なにか」


「あんまり散歩って気がしないんだけど……」


「そうですか」


　とりつく島もない。


　二人はぐるぐると、城の周りを回っていた。


　やがて和樹は、シンシアの態たい度どに変化があることに気がついた。


　ときおり和樹に視線を向けるのである。むろんじろじろ眺めるのではなく、ほんの一いつ瞬しゆんではある。それでも彼になにがしかの興きよう味みを抱いだいている風ふうであった。もっとも好意よりは、観かん察さつに近いものであったが。


「失礼」


　シンシアがぴたりと足を止める。道ばたに木もく製せいのベンチが置いてあった。


「こちらへどうぞ」


　ベンチまで来たものの、座すわろうとはしない。和樹も立ったままだった。


　自然と、二人は正対する形になった。


　月明かりの下、日本の高校生とイギリスのメイドが向かい合わせになっている。奇き妙みような光こう景けいだった。


　和樹から見たシンシアは、容よう赦しやのない厳きびしさを備そなえているように思われた。ウェーブのかかった髪と眼鏡めがねのせいで、女おんな教きよう師しのようにも感じられる。ただ、細身の身体からだと整った顔立ちは、文もん句くなく美しい。


　綺き麗れいな人が多いんだなと和樹は思う。シンシアにしてもリーラにしても。


「どうにも──」


　シンシアが口を開いた。


「どうにも信じられません」


「な……なにが？」


「あなたが、です」


　シンシアが一歩近づく。


「はっきり申しますが、あなたにどこか特とく徴ちようあるようには思えません。平へい均きんより下の、平へい凡ぼんな日本の高校生。それがどうしてここまで関心を持つのか、驚おどろきです」


「そんなのこっちが知りたいよ」


　と和樹は答えた。


「いきなり連れてこられてＭＭＭの本部が呼んでるだなんて、驚いたのは僕の方だ。僕なんかじゃなくても……」


「違ちがいます」


　シンシアが制せいした。


「勘かん違ちがいしているようですね。私が言っているのはリーラのこと」


「え？　リーラ？」


「彼女が男に関心を持つこと自体、大変珍めずらしいことです」


「そうなの？　だってご主人様とか言って、老人と一いつ緒しよの島にいたよ」


「私たちはメイドですから、どなたにでもお仕つかえします。しかし、リーラのあなたへの態たい度どは珍しい」


　和樹は首を捻ひねった。お節せつ介かいすぎてはいるが、彼は普ふ通つうに感じていた。


　シンシアは続けた。


「ドイツ人だということもあるのでしょうが、リーラは『堅かたい』女です。職しよく務むに忠ちゆう実じつで、ご主人様の生活に干かん渉しようせず、なにごとも機き械かいのように正せい確かくであり、完かん全ぜん主しゆ義ぎ。あまり面おも白しろい女ではありません」


　和樹は「そこまで杓しやく子し定じよう規ぎなタイプだったかな。シンシアの偏へん見けんじゃないかな」と思ったが、黙っていた。


　イギリスメイドは、彼の思し考こうを見み抜ぬいたように言った。


「ムンスターで同期だったときは堅い女でしたよ。感情をコントロールする術すべを学んでいましたね。腹はらを立てても、自分を見み失うしなったことはなかったでしょう」


「冷静なんだ」


「冷徹。冷れい厳げん。そんな単たん語ごが似に合あいますね。生々しい、人間的な行こう為いはあまりしなかったはずです。それが、どうも変わったように感じられる」


　もしかしたらそうかもしれない。確かにあの島でのリーラは冷静沈ちん着ちやくだったが、それなりに人間くさくもあったのだ。夕菜が常つねに感情を爆ばく発はつさせているので目立たなかったが、押おし倒たおしてきたりしたのだ。


「心当たりがあるようですね」


「うーん……」


「私は驚かされました。まさかリーラに怒ど鳴なられるとは。抗こう議ぎで殴なぐり込こんでくるのも珍しい」


「へ、リーラが？　どこに？」


「私のところに」


　シンシアが、草むらに向かって軽くうなずいた。


　やがて城から乗用車が走ってきた。二人の前で止まると、後部席から銀ぎん髪ぱつのメイドが降おりてきた。


「式森様」


「リーラ……？」


「ご無ぶ事じですか!?」


　駆け寄ろうとするリーラ。だが同乗していたシンシアの部下が、彼女の両りよう腕うでをがっしり摑つかんだ。


「シンシア……！」


「リーラ。慌あわてるな」


　彼女は部下に合図をし、リーラのホルスターから拳銃を取り上げさせた。


「お前らしくない」


「シンシア、式森様を離せ」


「……訊ききたいことがある」


　シンシアが冷たさの入いり交まじった声で言う。


「この男のどこが気に入った」


「大きなお世話だと言っただろう」


「気になるんでね。見たところつまらない高校生。本部もお前もどうしてここまで執しゆう着ちやくするのやら。ま、本部は想そう像ぞうもできるのだが……」


　シンシアが部下からリーラの拳銃を受け取った。


「お前はどうしてだ？」


「忠誠を誓ちかっているだけだ」


「ドイツ人らしいと言いたいが、それだけとも思えん」


「偏へん見けんだな」


「本当にそうか？」


　シンシアが和樹の腕に自分の腕を絡からませた。リーラの眉まゆが、かすかに動く。


「それなりに長いつきあいだ。お前のことは知っている。冷静沈着きわまりない部ぶ隊たい指し揮き。正確無む比ひの掃そう除じ洗せん濯たく。どうしたらそこまでサイボーグのようになれるのかと感かん嘆たんしたよ。今でもそうだと思っていたのだが」
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「なにが言いたい」


「疑ぎ問もんに思っているんだ。同期の人間が口を揃そろえて『自じ制せい心しんの固まり』と呼よんだ女が、どうしてそうなった」


　ちらりと和樹を見る。


「この男にそれだけの価か値ちがあるのか」


「……式森様を嘲ちよう弄ろうするのは許ゆるさん」


「質しつ問もんに答えてないな」


「勝手に考えてろ」


「ではそうするか。確かめさせてもらうぞ」


　突とつ然ぜん和樹は腕を引っ張られ、強ごう引いんに振り向かされた。リーラに背を向ける格かつ好こうになった。


　シンシアの顔が、くっと近づいた。


「失礼ですが式森様、お目をつむっていただけますか」


　必要以上に丁てい寧ねいな言葉遣づかいと、それとはうらはらに醒さめた口く調ちようで告げられ、和樹は思わず言うとおりにした。


　なんだろうと考えていたら、かすかな吐と息いきが顔にかかる。


（……え？）


　薄うす目めを開ける。と、


　眼がん前ぜんにシンシアの唇くちびるがあった。


　視し界かい一いつ杯ぱいに整った顔が広がり、薄い唇は今にも触ふれんばかりにしている。彼女も目をつむっていて、睫まつ毛げが小さく揺ゆれていた。


　そのままゆっくりと、和樹と唇を合わせようと近づいてくる。


（え、えー!?）


　和樹はなにもできず、ただ硬こう直ちよくしていた。やがて──


　ギリギリのところでシンシアの目が開かれた。


　顔が離れる。彼女はなにもなかったかのように、口を開く。


「リーラ、お前もそんな顔をするんだな」


　和樹からはリーラを見ることができない。シンシアの台詞せりふからなにがあったのか推すい測そくするしかなかった。


「珍しいものだ」


　彼はようやく振り返り、リーラを見た。だがちょうど雲がかかり、月明かりが弱くなったため、表情まではうかがえない。


　なおもシンシアは、嘲ちよう笑しようするように、


「鋼鉄侍女パンツアーメートヒエンとあろうものが、つまらん女になったものだ」


「……許ゆるさんぞ、シンシア」


「ふん」


　シンシアはリーラから取りあげた拳銃を構かまえた。


「リーラ、お前を拘こう束そくさせてもらう」


「なんだと。どんな容よう疑ぎだ」


「予よ防ぼう拘こう禁きんだ。我々が確かく保ほした式森和樹を強ごう奪だつする恐おそれがある。今ので確信した。お前は絶ぜつ対たいにやる」


「ご主人様の身の安全を確保するのがメイドの役目だ」


「本部に送らねばならんのでね」


　シンシアがワルサーＰ38の撃げき鉄てつを起こす。彼女の部下が、再びリーラの腕を押さえようとする。


「手間をかけさせるなよ」


「……シンシア」


　リーラが言った。


「ムンスターでの研けん修しゆう最さい終しゆう日び、お前に言った言葉を覚おぼえているか」


　イギリスメイドが眉を顰ひそめた。


「なに？」


「わたしは『お前は詰つめが甘あまい。メイドの長たるもの、状じよう況きよう終了まで気を抜ぬかないことだ』と言ったはずだ」


「それがなんだ」


「今でも変わらないな」


　突然、小道脇わきの繁しげみが、大きく揺ゆれた。


「シンシア！」


　そこにいたのは、怒いかりで髪を逆さか立だて、ボーイズＭｋＩ対戦車ライフルを構えて仁に王おう立だちする夕菜であった。


「なっ……！」


　驚きよう愕がくの声を漏もらすシンシア。


　夕菜は自分の身長ほどもある対戦車ライフルの銃口を、微び動どうもさせずシンシアに向けていた。隣では凜が、銃剣つきのライフルを構えている。


「リーラ……手引きをしたのはお前か」


「武器庫で会った」


　うっすらと笑えみを浮かべるリーラ。


「シンシア、和樹さんになにをしたんです!?」


　夕菜が狙ねらいを定めながら近づく。瞳が怒りに満ちていた。


「よりによって……くっ、くっ、唇を……」


「なにもしていないぞ」


「そんなの問題じゃないです！　わたしだって……わたしだってまだしてないのに！」


　引き金に指がかかる。


（やばっ！）


　真っ先に死の危き険けんを感じ取ったのは、ある意味慣なれている和樹であった。急いでその場で伏ふせる。続いてシンシアも横っ飛びで逃のがれようとする。


「えーい!!」


　一三・九ミリの轟ごう音おんが、一帯に大きく響く。銃じゆう弾だんはすんでのところで外はずれ、反対側の立木に命中。真っぷたつにした。


「ちっ」


　夕菜は舌した打うちして、再さい度どシンシアを狙おうとする。


　イギリスメイドは、持っていたワルサーを投げた。夕菜が払はらいのけている隙すきに、真しん鍮ちゆう製の笛ふえを取りだした。口にくわえる。


　甲かん高だかい音が断だん続ぞく的てきに鳴ならされた。


　城から、非ひ常じよう事じ態たいを告つげるサイレンが響き渡った。門が開き、武ぶ装そうしたメイドたちが飛び出してくる。


「くっ」


　夕菜はシンシアを狙うのを諦あきらめ、駆け寄ってくるメイドに発はつ砲ぽうした。一いつ斉せいに伏せるメイドたち。


　近ちか寄よるなとばかり、夕菜は射しや撃げきを繰り返す。だが第二装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイドたちも闘とう志しを見せ、腹ばいになったまま、じりじりと接せつ近きんしてきた。


　その間、シンシアは這はったまま、身を隠かくそうと離れていく。


「凜さん、シンシアとリーラを捕とらえてください！　人ひと質じちにします！」


「無む茶ちやです！」


　ヒロインとは思えぬ台詞せりふに、凜が反はん駁ばくした。


「それより逃げましょう。ここにいてはやられます。玖里子さんと合流しましょう」


「なんでです！　メイドを殲せん滅めつするチャンスです！」


「私たちがやられては、元も子もありません」


　夕菜は怒りの声を漏もらすが、凜の言う通りだった。メイドの集団は続々と城から出現しており、夕菜たちを包囲しようとしていた。


「……こっちです！」


　彼女は凜に合あい図ずをし、和樹を引っ張った。回れ右をして駆けだす。


　そこにもわらわらと武装メイドが現れた。


「退どきなさい！」


　夕菜は引き金を引いたが、弾たま切ぎれだった。弁べん当とう箱ばこのような弾倉を捨すて、新しいものを上部から押し込む。


　そのすきを狙い、メイドたちが距きよ離りを詰めた。かなりの人数だ。


「夕菜さん、数が多すぎます」


「それがどうしたんですか。こうなったら突とつ撃げきして活かつ路ろを見いだします」


「それでは玉ぎよく砕さいです」


「わたしは死を恐おそれません！」


　髪を振ふり乱みだす夕菜。圧あつ倒とう的てきな兵力差でも、闘志はまったく衰おとろえていなかった。


「失礼。よろしいですか」


　和樹の背はい後ごから声がした。


　いつの間にかリーラがそこにいた。


　すかさず夕菜が銃口を向ける。


「リーラ、よくもぬけぬけと！」


　リーラは彼女を無む視しした。


「式森様、そちらではシンシアの中隊とぶつかります。どうぞわたしの後へ」


「わ、分かった」


「先せん導どういたします」


「待ってください！」


　夕菜が口を挟はさむ。


「どうなさいました」


「勝手なことをしないでください。メイドのくせに、なんでついてきて……！」


「ご主人様をお救すくいするだけです」


「またそうやって和樹さんのことを！」


「話していると、逃げられなくなりますよ？」


　彼女の言葉通り、メイドたちが道をふさぐようにして接近していた。


「で、でも……」


　リーラは夕菜の返答を待たずに、繁しげみへ分け入った。急いで和樹が続く。さらに凜。夕菜はなんだかんだ呟つぶやいていたが、結局ついてきた。


　繁みというより、人の手の入っていない林のようになっていて、歩きづらかった。それでもリーラはためらわずに前へ進む。背後からは、メイドたちがなにかを叫さけびながら捜そう索さくしていた。


　しばらくすると舗ほ装そうされた道路に出た。そこにウィリスＭＢジープがタイヤをきしませやってくる。


「乗って！」


　運転席から玖里子が怒ど鳴なった。


「玖里子さん、どうしてこっちに来たんです!?」


「城しろの前じゃ待っても無駄だって、そこのメイドに言われたのよ！」


　夕菜はじろっとリーラを睨にらむ。ドイツメイドは涼すずしい顔。


「早く早く！」


　助手席に凜が飛び乗った。他三人は、狭い後席に無む理り矢や理り乗り込む。


「ずらかるわよ！」


　水すい冷れい四気き筒とうエンジンがうなりを上げた。





　情報の伝わる速度は早い。城内の放送では逃とう走そうした和樹たちの特とく徴ちようと、「不ふ審しん者しやにつき捕らえろ。発はつ砲ぽうは任にん意い」との通つう達たつが繰り返しなされていた。


　メイドたちは、続々と城の周辺に集まっていた。再さい編へん中の部隊にそのまま武器が支し給きゆうされ、銃身が群むれをなす。小隊、あるいは分隊ごとに追つい跡せきが開始されていた。


　夕菜の銃口から抜け出したシンシアは、仮か設せつされた司令部に飛び込んだ。中の部下たちが敬けい礼れいする。


「いらん。報ほう告こくしろ」


「はっ。ラ・マーレ・ド・チャヤ小隊、ペルティエ小隊が現在追跡中です。配置につきました」


「城内は」


「念のため門は全すべて閉へい鎖さしました。ブロンズ・パロット小隊が待機中です。捜索班から報告があり、武器庫が破やぶられていました。ジープも盗ぬすまれています」


「周しゆう到とうだな。他にはないか」


「英えい國こく屋や小隊のシャーリーン少尉パーラーメイドが追跡の許きよ可かを願い出ています」


「却きやつ下かだ。あそこはまだ訓練が完かん了りようしていない。航空機は」


「ベーウッド飛行場には、現在夜間発着のできる機体がありません」


「ならば地上追つい跡せきだけだな。シャーリーンには先走るなと言っておけ」


　シンシアはそう告げ、伝でん令れいを去らせた。入いれ替かわりに、ほんわかした感じのメイドがやって来る。


　彼女は深々と腰こしを折おった。


「お詫わび申し上げますシンシア様。わたくしの隊から、不審者を出してしまいました」


「いらん。人事はむしろ私の管かん轄かつだ」


　シンシアはエリカに顔を上げさせた。


「いずれご主人様から厳しい処しよ置ちが下くだるだろう。……それより今が問題だ。存ぞん分ぶんに働はたらいてもらうぞ」


「はい。なんなりと」


「お前の小隊はどこだ」


「待機しています。ですが、訓練不足で使い物になりません。支し援えんがせいぜいでしょうか」


「なら転てん属ぞくだ。神戸屋キッチンの指し揮き権けんを与える」


　エリカの眉まゆが、ぴくりと動いた。


「……よろしいのですか」


「構かまわん。遠えん慮りよなくやれ」


「分かりました」





　夜の小道を全速力で飛ばすジープ。後方からは、追跡してくる車のヘッドランプが、ちらちらと見えていた。そこに向けて射しや撃げきを繰り返しながら駆かけ抜ぬけていく。


　凜は玖里子から受け取ったステンガンで弾薬を無む差さ別べつにばらまき、夕菜は対戦車ライフルで死をまき散ちらしていた。


「どっちに逃げる!?」


「どこでもいいです。とにかく真っ直ぐです、真っ直ぐ！」


　玖里子に返事をしながら発はつ砲ぽうする夕菜。発砲炎えんが銃じゆう口こうから長く伸のびる。


「ひえっ」


　和樹は耳を塞ふさいだ。凜の射撃はともかく、夕菜の対戦車ライフルはものすごい轟ごう音おんなのである。


　と、和樹は柔やわらかな手に引き寄せられ、横にされた。


「こうすれば、多少は違います」


　リーラの膝ひざに頭を乗せられた。


「今しばらくのご辛しん抱ぼうです」


「う、うん」


「……なにやってんです！」


　気がついた夕菜が、ライフルを振り回す。和樹は慌あわてて跳はね起きた。


「どういうメイドです！」


　摑つかみかかる寸すん前ぜんだった。


「夕菜、夕菜、危あぶない落ちる！」


「リーラ、返事をしなさい、リーラ！」


「夕菜ちゃん暴あばれないで！」


　玖里子が悲ひ鳴めいを上げた。


「運うん転てんできないわよ！　ただでさえそれの反動大きいんだから」


　舗ほ装そう道どう路ろが切れた。石ころだらけの地面となり、車体が大きくバウンドする。


「風椿様」


　リーラが言う。


「そこを左に行ってください」


「左でいいの!?」


「そちらの方が安全です」


　玖里子は言われた通りにした。土つち煙けむりを上げ、ジープがきしみながら方向を変える。


　突然、左右の繁みが割われた。


　オリーブドラブの砲ほう身しんがにょきっと顔を出し、ついで台形のような車体が姿を見せる。


　右から一両。左から一両。戦車がジープの進行方向を塞ふさごうとしていた。


「噓うそー！」


　反はん射しや的に玖里子がアクセルを踏ふむ。車体と車体の間を、ギリギリで通り抜けた。


「シャーマン・ファイアフライ!?」


　玖里子が叫さけぶ。長大な砲身に似に合あわぬ大きさの砲ほう塔とうが、ゆっくりと回転する。


「あんなのに撃うたれたら、こんなジープ粉こなみじんよ！」


　ファイアフライが発砲した。わざと外はずしたのか、はるか前方が爆ばく発はつする。


　飛んでくる土つち塊くれをかぶりながら、ジープは走る。戦車の後方からは、ハンバー装そう甲こう車しやと武装メイドを乗せたトラックが現れつつあった。


　夕菜が撃った。が、銃弾はファイアフライの傾けい斜しや装甲に弾はじかれただけだった。砲口が今度こそジープに向けられる。


「うわー、やられる！」


　無む理りもない叫さけびを漏もらす和樹。


「和樹さん、情なさけないことを言わないでください。メイドに膝ひざを屈くつするくらいなら死を選えらびます！」


「無茶だよ夕菜!?」


「あんな奴ど隷れい労ろう働どう者しやに負まけてたまりますか。一人でも多く、地じ獄ごくまで道連れにしてやります」


「でもこっちまで死んじゃったらなあ……」


「和樹さん！」


　ぎろりと夕菜が睨にらんだ。


「まさかメイドどもに降こう伏ふくするとでも？」


　勘かん気きに触ふれて、和樹は喉のどまで出かかった言葉を飲み込んだ。絶ぜつ望ぼう感かんが押し寄せる。


　玖里子も冷ひや汗あせを流しながら運転しており、凜も無む言ごんだが覚かく悟ごを決めているようだった。夕菜だけは怪かい気き炎えんを上げ続けている。


　だが一人、リーラは冷静だった。


「風椿様、そのまま車を走らせてください」


「さっきあんたの言うこと聞いたら、戦車が出てきたわよ？」


「ご安心ください」


　彼女はどこに隠かくしていたのか、銃じゆう身しんの太い拳けん銃じゆうを取りだした。上空に向けて、撃うつ。


　青白い信しん号ごう弾だんが夜よ空ぞらにきらめいた。すると。


　数百メートル先が、ちかちかっと光った。


　撃たれたのかと思った瞬しゆん間かん、高こう速そくの砲ほう弾だんはジープの横を抜ぬけ、ファイアフライに命中した。二両の戦車が同時に擱かく座ざする。


　エンジン音がした。ライトがいくつか光り、こっちに接せつ近きんしてくる。


　油切れのミシンみたいなキャタピラ音。IV号戦車Ｈ型であった。側面には車体番号と赤く５と書かれた数字。


　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーであった。


　戦車の後ろに乗っていたメイドたちが飛び降りた。慣なれた動きで展てん開かいし、射撃をおこなう。戦車砲が彼女たちを支し援えんする。


　追跡していたメイドたちの攻撃が、目に見えて減げん少しようしていった。


　一いつ旦たん停てい止ししたジープの隣となりに、SdKfz２２２装甲車が横よこ付づけされた。


「よー、リーラ」


　顔を出したのは、リーラの片かた腕うでセレンであった。


「間に合ったか？」


「そうだな。ぎりぎりだ」


「そりゃ悪かった。遅おくれた分、働はたらかせてもらう」


「頼たのんだ」


「海岸でエーファが待ってるぜ」


「あまり本気になるなよ」


「へいへい」


　セレンは別れの挨あい拶さつ代わりに手をひらひらさせると、排はい気き煙えんを残して走り去っていった。


　戦せん闘とう騒そう音おんが、次し第だいに遠ざかる。


　リーラが静かに言う。


「行きましょう、風椿様」


「そ、そうね」


　玖里子はジープをスタートさせた。





　空が白くなり始めるころ、一行は海岸近くに到とう着ちやくした。あたりには年代物の石いし壁かべがある。リーラによると、バラ戦争時に建けん築ちくされたものらしい。


　セレンらの奮ふん闘とうのためか、シンシアたちはもう追ってこなかった。


　途と中ちゆうでジープを捨すて、リーラの先せん導どうで海辺まで歩く。それなりに距きよ離りがあり、着いたときはすっかり朝になっていた。


　そこは小さくくぼんだ入り江だった。草木が生おい茂しげっていて、ドイツ製せいのＥボートが泊とまっていた。


　船上では、眼鏡めがねのメイド、エーファが敬けい礼れいしていた。


「これにお乗りください」


　リーラの合図で、船が岸に接せつ近きんする。


「お乗りくだされば、あとはフランスまでお送りします。そうなれば、シンシアたちは手出しをすることができません」


「でも、リーラはどうするの？」


「わたしはまだ、やることがございます。セレンを撤てつ収しゆうさせなければなりませんので……。乗員は全て信しん頼らいできる者たちです。ご安心を」


「そう。ありがとう……」


　和樹は礼を言った。


　岸に板が渡される。和樹たちはそれを伝って船に乗り込んだ。波は荒あらくなかったが、甲かん板ぱんはゆらゆら揺ゆれていた。


　最後は夕菜だった。しかし彼女は船に乗らず、じっとリーラを見つめていた。


「どうしました」


「……なにを企たくらんでいるんです」


「企み？　ご主人様をお助けするのはメイドの役目。それ以上はありません」


「自分だって和樹さんをさらったくせに」


「過か去こは過去。今は式森様のお気持ちに従したがうのみです。お乗りください」


　リーラは薄うすく笑みを浮かべてそう答えた。


　夕菜はどうにも釈しやく然ぜんとせずにいたが、やがて黙って乗った。


　エンジン音がして、Ｅボートがゆっくりと進んだ。朝日に照らされた水みな面もに白いしぶきを立てながら、沖おきへと向かう。


　カモメが周しゆう囲いを飛とび交かう。Ｅボートはスピードを上げた。


　リーラはずっと、敬けい礼れいして見送っていた。





　ところで。


　夕菜はリーラが最後に見せた笑えみに不ふ審しんを持っていたが、その想そう像ぞうは正しかった。


　日本に帰ってから、和樹たちはメイドたちを相手に、さらなるトラブルに巻き込まれてしまうのである。




第二章　メイドの黙示録



　　　　～Maid Now～











　窓まどの外にはもやがかかり、しっとりと冷たい空気が家の中までも入り込む。花は水すい滴てきを落とし芝しば生ふは濡ぬれ、外がい灯とうはぼんやりと、自分の周りだけを照らし出す。夕ゆう暮ぐれのロンドン郊こう外がいでは、典てん型けい的てきな風景だった。


　その女じよ性せいは屋や敷しきに仕つかえるメイドだった。普ふ段だんは多数の少女たちの長であるメイド頭だが、今の時間だけは主人の前で本を開く。それはずっと昔からの務つとめだった。


　彼女の声は透とう明めいで、美しくもあり涼すずやかでもあった。女性にしては低音だったが、それはむしろヴィクトリア朝の詩を朗ろう読どくするのに、ふさわしい音ね色いろと言えた。


「砕くだけ散ちれ、砕け散れ、砕け散れ。我わが冷たく灰はい色いろの石に向かい、この海うな原ばらよ。


　そしてああ、声よ枯かれろと叫さけびたい。この身体からだからわき起こる想おもいを」


　女性の脇わきでは老人が、深々とソファに身を沈しずめていた。目はつむっているが、ときおり声に反はん応のうするかのように、かすかに動いている。


　老人が女性の朗読を楽しんでいるのは明らかだった。無む論ろん彼女が言いよどむ、あるいは間ま違ちがえれば、厳きびしい叱しつ責せきが飛ぶだろう。女性もそれを承しよう知ちしているはずだが、気にすることもなく、流れるような歌声を発していた。


「……荘そう重ちようたる船がゆく、丘のふもとの港に向かい。


　だが、消きえ失うせた手に触ふれることも、ひっそりとした声を聞くこともできない。


　砕け散れ、砕け散れ、砕け散れ。我が断だん崖がいに広がる、この海原よ。


　失われたあの優やさしき日々は、もう戻っては来ないのだ」


　女性はページを閉とじた。


　彼女は詩し集しゆうを卓上に置く。そのまま無む言ごんで椅い子すに座すわっていた。


　老人はゆっくり目を開けた。


「……テニスンの詩しは叙じよ情じよう性せいにすぐれているが、繊せん細さいすぎるきらいがある。もちろんそれが特とく徴ちようだが、時として過か剰じようなくらい物もの語がたり性を与あたえてしまう。そうは思わんか」


　女性は同意も不同意もせず、黙だまっていた。


　老人は壁かべに掛かけられた旗はたを眺ながめた。飾かざり文字で書かれたアルファベットのＭが三つ。その下に１８５４の数字。


　もっともっとメイドさんＭＭＭの旗であった。


「『軽けい旅りよ団だんの突とつ撃げき』もテニスンの詩だ。これは物語性が良い面に現れている傑けつ作さくだ。異い論ろんのあるものはおるまい。それにこれこそが、我々ＭＭＭの元となる戦いなのだ」


「私たちメイドにとっても、支ささえとなっております」


「そうだったな」


　老人は苦く笑しようすると、女性に目を向けた。


「シンシア、テーオバルトの一件けんはすんだのかな」


「はい。誓せい約やくを続けられませんでしたので、同時に副ふく会かい長ちよう職しよくも退しりぞかれています。今は自じ宅たくにお戻もどりになり、庭に植えられたバラの成長を楽しまれているとか」


「オランダ人にしては優ゆう雅がなことだ。あの優ゆう秀しゆうなメイドたちはどうした」


　優秀という言葉に、シンシアの眉まゆがぴくりと動いた。だが彼女は、声にはなんらの感情も交まじえずに続けた。


「ベルギーで再さい編へん制せいをおこなっています。まだしばらくかかるものと思われます。ただ、再編制が成なった小隊が日本へ向かいました。本部か、私の部下から監かん視しを送りたいと思いますが……」


「いらん。次じ期き主人を想おもってなら、むしろ歓かん迎げいすべきことだ」


「しかし彼女たちは、誓約がすんでおりません」


「可愛かわいいものじゃないか。あのドイツ製鋼こう鉄てつメイドがな」


　シンシアが憮ぶ然ぜんとした表情をした。自分の主人がライバルに下した評ひよう価かに、どうにも納なつ得とくしかねている様相であった。


　老人は喉のどを鳴らすように笑った。


「そう怒おこるな。お前も優秀なことに変わりはない。あの少年は日本に戻ったのだな」


「……はい。高校へ復ふく学がくしています」


「本部は誰を派は遣けんした？」


「デイジーの中隊です」


　老人はまた笑い、顔に皺しわが増ふえた。


「あの元気者か」


「乱らん暴ぼう者ものです。アメリカ人にメイドが向くとは思えません」


「いいではないか。たまには新しい空気というのも、心を綺き麗れいにすることがある。連れん絡らくは怠おこたりないな」


「はい。東京支し部ぶとは密みつ接せつに連絡を取っているようです。報ほう告こくは全すべて本部に上げられることになっています」


「ならいい。日本政せい府ふに迷めい惑わくのかからぬよう、わしからも本部には提てい言げんしておく。今回はデイジーに任まかせ、お前たちは待機していなさい」


「かしこまりました」


　老人は退たい室しつをうながすように手を振ふった。


　シンシアは詩集を両手に持ち、深く頭を下げた。





　ベルギー。ワーヴル近きん郊こうの田でん園えん地ち帯たい。


　なだらかな傾けい斜しやの続く草地に、高いフェンスで区切られた一角がある。「危き険けんにつき立入禁きん止し」の看かん板ばんと警けい備び員いんがいるため、ややもするとＮＡＴＯの基き地ちかと思われがちだが、さにあらず。ＭＭＭの訓くん練れん施し設せつであった。


　広大な敷しき地ち内に、黒っぽいスカート姿の少女たちがうごめいている。彼女たちは全員、小しよう銃じゆうか対たい戦せん車しや兵へい器きで武ぶ装そうしていた。


　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのセレンは、苦虫を嚙かみつぶしたような顔で、砲ほう撃げき下かの敵てき陣じんに向けて進撃する（と仮か定ていされた）メイドたちを眺めていた。


　いらいらと手を絡からませたり、足を踏ふみならしたりしていたが、やがて手をメガホンのようにした。


「おいっ、そこ！　壕ごうを掘ほるのに肘ひじを立てるんじゃねえ！　敵てき弾だんか破は片へんで飛ばされちまうぞ！　もっと洗せん濯たく物を畳たたむ要よう領りようでやるんだ！」


　そう怒ど鳴なったあと、「あー、口出ししちまった」と呟つぶやく。彼女はここで、新人の面めん倒どうをみろと言われていたのだが、理由をつけて逃にげ回っていたのである。今のは全員に目撃されている。次から仕事として回ってくるのは確かく実じつであった。


「ったく、将しよう校こうに訓練教官なんかやらせんじゃないよ」


　なおも口の中で文もん句くを言う。と、


「セレン中尉ハウスメイド殿どの」


　振り向くと、背せの低い眼鏡めがねのメイド、エーファが敬けい礼れいしていた。


「なんだ」


「リーラ大尉ハウスキーパーから連絡です」


　折り畳まれた紙し片へんが差し出された。


　セレンは受け取りながら、ポケットをまさぐった。


「あれ……。エーファ、タバコ持ってないか」


「吸すいません。それに、休止時以外は全ぜん員いん禁きん煙えんです」


　セレンは「ちぇ」と言うと、紙片を開いた。


　ざっと目を通す。


「……エーファ」


「はい」


「リーラは元気なのか」


「すでに現げん地ちに到とう着ちやくされました。病気になったという話はありません」


「そうじゃなくてな」


　セレンは紙片をひらひらさせた。


「また思い込みの激はげしい病やまいだぞこれ。こんな重じゆう装そう備び必ひつ要ようなのか？」


「リーラ様は常つねに冷静でいられると思いますが。情じよう勢せい判はん断だんにミスをなされない方です」


「あの坊ぼうやが相手だと、気合い入れすぎるんだよ」


　彼女は文句を言いつつも、自分の部下を呼び出した。


「ロヴェルティーネ！　ヴァルトルートはどこだ？　ブリュッセルまで出しゆつ張ちよう？　じゃあマルグリットだ。出動の準じゆん備びをさせろ」





　　　　○





　平和って素す晴ばらしい。式しき森もり和かず樹きはそのことを身に染しみて感じていた。


　ここ最近、和樹はずっと「寝ねて、起きて、食べて、学校行って、帰ってくる」を繰くり返していた。しかもこれ以外にやることがなにもなかったのである。つまり周囲ではなんのトラブルもないということであり、精せい神しん安あん定ていに一役買っていた。


　トラブルがないというのは、宮みや間ま夕ゆう菜なの爆ばく発はつも起こっていないことなので、肉体的なダメージも負おっていない。そのため表情もどこか朗ほがらかになり、気分まで高こう揚ようしていた。よほど珍めずらしいのか、クラスメートの仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが指ゆびをこめかみでくるくる回していたが、それも気にならないくらいである。


　むろんこのような状じよう態たいは、しばらくすると「ヒマでしょうがない」に変化してしまうが、今は十分満足であった。


　今日も授じゆ業ぎようが無ぶ事じ終わり、夕菜と二人で帰き宅たくの途とについていた。


　いかにも気持ちのいい午後であった。軽く風が吹ふき、それに応こたえ、通学路の銀杏いちようの樹きが、青々とした葉をうちならす。


　そんな樹々を和樹はぼんやりと眺ながめていた。


「……みたいですよ」


「えっ？」


　和樹は訊きき返した。


　夕菜がきょとんとした顔で、こっちを見ていた。


「あ、聞いてなかったんですね」


「ごめん。ぼーっとしてた」


　気分が良くて、リラックスしすぎていたのである。なにしろ平へい穏おんな毎日なのだ。


「もう……。わたしもこういう陽よう気きは好きですけど……。彩さい雲うん寮りよう、工事しているらしいですって、言ったんです」


「え、そうなの？　なんで今ごろ」


　彩雲寮は葵あおい学園の男子寮のひとつである。和樹もそこに住んでいて、そこに帰る途中なのだ。


「よく知らないんですけど、寮生が学校に行っている最中に改かい装そうをするって、張はり紙がしてありました」


　男子寮である彩雲寮はとにかく古い。なにしろ外そと壁かべがレンガなのである。味があると言えばあるが、住んでる方は不便に思うことが多いのだ。


　なおも夕菜は色々と喋しやべっていたが、和樹は適てき当とうに聞き流した。綺き麗れいになるのは良いことである。


　赤信号のところで、二人は歩くのを止めた。


　夕菜が話題を変えた。


「それでですね、暑くなってきましたし、どこか遊びに行きませんか？」


　そうだねと和樹は答えた。平穏だと心に余よ裕ゆうも出てくる。


「近場にする？」


「遠くがいいです。海とか」


　楽しそうに話していた。


「かなり遠いんじゃない？」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。玖く里り子こさんや凜りんさんも……あ」


「どしたの」


「そういえば玖里子さん、実家の手伝いで忙いそがしいって言ってました。ええっと、東京のヘリポートが誰かに貸かし切られちゃって、品物が運べなくて大変だからって」


「へえ。でも、ずっと忙しいのかな」


「休みの日を訊いておきます。みんなで海に行きましょう」


　和樹はうなずきつつも、


「遊ぶのはいいけど、でも海かあ」


　なんとなくではあるが、心の内に黒いもやもやがわいてきた。


「どうしたんです？　泳げなかったんですか？」


「いや泳げるけどそれだけで、サーフィンとかもしないし……それよりもちょっと、ね」


　嫌いやな予感を静めようと、無む意い識しきのうちに胸むねに手を当てた。


「ほら、前にあったじゃない。島で遊ぼうとしたら撃げき墜ついされて」


「あれ、ですか」


　夕菜は露ろ骨こつに嫌な顔をした。


　二人はかつて風かぜ椿つばき玖里子や神かみ城しろ凜と南の島まで旅行に出かけたのだが、途中で撃墜されて遭そう難なんしかかった経けい験けんがあるのだ。しかも墜落した島で異い様ような一団だんと遭そう遇ぐうし、戦せん闘とうにまで巻まき込こまれたのである。


「変なこと思い出さないでください。あんなこと、もうないと思いますけど」


「そうなんだけどね。どうも泳ぐとか聞くと思い出しちゃって」


　和樹は照れ隠かくしに笑った。あれは何百キロも南のできごとだったし、ここは治安も社会体たい制せいもしっかりした日本である。彼女の言うとおり、もうないであろう。


　車のエンジン音がした。信号が変わったのだ。二人は無意識に車道側から離れる。


　一台の車が二人の横に来て、停てい止しした。


　メルセデスベンツＳ６００Ｌだった。高級車だ。


　ドアが開き、運転席から女性が降おりてきた。


　和樹は邪じや魔まにならないよう、道の端はしへ動いた。しかしその女性は和樹まで近寄った。


　彼女は頭を下げた。


「お迎むかえにあがりました」


「……え？」


　和樹はまじまじと女性を見つめた。


「本来なら運転手がお迎えにあがるのですが、そのような時間の余よ裕ゆうがありませんでしたので、わたしが直ちよく接せつうかがいました。失礼のほど、お許ゆるしください」


　彼は絶ぜつ句くしたまま、彼女の言葉を聞いていた。


「お車を用意いたしました。こちらへ」


「…………」


「式森様？」


　女性が言った。


「どうなさいました？」


「……あのね、リーラ」


　和樹はようやく、彼女の名前を口にした。


「いったいなんで、こんなところに？」


　メイド姿すがたの銀ぎん髪ぱつ女性、リーラは柔やわらかな笑えみを浮うかべた。


「わたしは主あるじに仕つかえるメイドでございます。式森様のおられるところに、わたしも参ります」


　彼女はそう言い、また礼をした。


　ドイツ人にもかかわらず、流れるような美しい動作であった。しかし和樹はつい警けい戒かいするように身体を硬かたくした。


　目の前のメイドを知らないわけではない。というか、知りすぎるほど知っていた。南の島で遭難したときに遭遇した異様な一団とは、実は大量のメイドだったのである。


　その長が目の前のリーラである。彼女たちは重じゆう火か器きで武ぶ装そうしており、敵てき対たいする組そ織しきとの戦闘に和樹たちは巻き込まれたのであった。


　おまけに和樹はメイドたちに「次じ期き主人様」として勝手に持ち上げられ、あやうく日本とおさらばするところだったのである。しかもついこの間は別のメイド部隊に誘ゆう拐かいされ、イギリスまで連れ去られていた。おかげで「メイド」と聞くと「やっかいごと」を連れん想そうするようになってしまったのである。


　我われ知しらずたじろぐ和樹。腰こしが引けるのもある意味当然であった。


　しかしリーラは、彼の手をゆっくりと取った。


「こちらへどうぞ。式森様」


　手を引っ込めようとしたが、差し出してしまった。そうしてしまうほど、優ゆう美びな仕草であった。


「お乗りください」


　言われるままに足が動く。と、


「待ってください！」


　後ろから別の声が飛んできた。


　夕菜がまなじりを吊つり上げ、リーラと和樹を荒あら々あらしく引き離した。


「なんですかいきなり。勝手に和樹さんの手を握にぎっちゃって。どうしてあなたがここにいるんです!?」


　腰に両手を当て、睨にらみつけていた。南の島での騒動以来、夕菜はリーラとそりが合わないのである。


「さきほど申し上げたとおり、わたしは式森様のメイドでございますから」


　リーラは丁てい寧ねいな口く調ちようで言った。彼女も夕菜のことを嫌っているはずだが、今は態たい度どに表していない。


「日本に来るのも当然のことです」


「そうじゃなくて、あなたはあのお年寄りのメイドでしょう!?」


　顔を近づけ、つばを飛ばす夕菜。


「ご主人様は引いん退たいなされました。いまやわたしたち第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーが忠ちゆう誠せいを誓ちかうのは、式森様より外にございません。以後全すべてを捧ささげる所しよ存ぞんです」


　当然のように、リーラは答えていた。


　夕菜は歯を嚙かみ鳴らし、和樹は呆ぼう然ぜんとしていた。


　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーというのは、リーラが指し揮きしている武装メイドの集団である。これがまた全部で百五十人ほどで構こう成せいされているのだ。ついに和樹を正式に主あるじとして仰あおぐことに決め、日本までやってきたらしい。


　和樹はお口あんぐりだったが、夕菜はしきりと食ってかかっていた。


「なにが忠誠ですか。和樹さんは学生ですよ。どうやってメイドを雇やとうんです」


「前のご主人様が資し産さんを残されました。運用はわたしに任まかされております。金きん銭せんの心配をなさる必要はございません」


　リーラは夕菜ではなく和樹にそう言った。


「前のご主人様が言うには、式森様はメイドに金をかけるべきであるとのことです。男子たるもの、メイドに財ざい産さんを全てつぎ込むくらいでなくてどうするのだ、と」


「でもその、熱意は分かるんだけど、今の日本でメイドっていうのは……」


　ショックから抜ぬけ出た和樹は弱々しく言った。リーラはご安心くださいとばかりに微笑ほほえむ。


「愛好されている方はおられます。あまり表には現れておりませんが」


「だけどそういう人って、社会的に地位の高い人だと思うし、住んでるところも広いと思うんだ。この前の老人だって城しろ住まいだったし。でも僕は寮りようだから」


　和樹は、申し訳わけないけど、という口調で話した。寮の部屋は六畳じように毛けの生はえたような広さしかない。百人以上のメイドなんか入れたくても入れられないのだ。


　夕菜も、我わが意いを得えたり、といった感じでうなずいていた。


「リーラたちの場所なんかありません。学校が許ゆるすわけないじゃないですか」


「わたしはメイドです。どこに住まいを構えられましても、お側そばに仕つかえさせていただきます」


「だから、あなたたちは寮には入れないんです！」


「わたしたちが入る余よ地ちはない、と？」


　初めてリーラが探さぐるような口調になる。


「しかし……」


「駄だ目めです。メイドなんか必要ありません」


「……どうしても、ですか」


「どうしても、です」


　勝かち誇ほこったような夕菜。


　リーラは無む言ごんのまま返事をしなかった。ショックを受けてるようにも感じられたが、表情に変化はない。


「……式森様、せめてお車をお使いに」


　和樹は、ちょっと悪いことをしたかなと思ったが、首を横に振った。


「いや、いいよ」


「こんな近い距きよ離り、歩いていけます」


　夕菜が付け加える。


　リーラは黙だまって頭を下げた。そのままきびすを返すと、路ろ肩かたに止めてある車のドアを開けた。


　メルセデスは独どく特とくの排はい気き音おんを残して走り去った。


「……ショックだったのかな」


　和樹は車が走った方向を見ながらつぶやいた。


「いい薬です」


　夕菜が冷たいことを言う。


「前からリーラは勘かん違ちがいしてるんです。なにかにつけて式森様式森様って、そればっかり。どういうつもりなのかしら」


　メイドのつもりなんだろうと和樹は思ったが、口には出さなかった。実際メイドが必要なのかというと、やはり遠えん慮りよしたい気持ちがあるのだ。


　二人は再び寮までの道を歩く。太陽はかなり傾かたむいていた。


　彩雲寮が姿を見せた。正面玄げん関かんから男子や女子が帰き宅たくするのが分かる。前に女子寮である朝あさ霜しも寮と一いつ緒しよになる事件があったため、玄関は男女共通の場所を使っていた。


　その玄関が、なにやら騒さわがしかった。


　悲鳴とは言わないまでも、驚おどろきが聞こえてくる。男子も女子もなにかに戸と惑まどっていた。そしてしばらく騒いだ後、決まって感心したような声になった。


「なんだろ……」


　二人は顔を見合わせ、門をくぐった。


　一いつ斉せいに声が発せられた。


「お帰りなさいませ」


　二列に並んだ頭が、深々と下げられていた。


　門から玄関まで、二手に分かれた人の列ができていた。全員少女で、しかもひとり残らず紺こん色いろの服を着て、白いエプロンをしている。そして頭には様々な色のカチューシャ。


　彼女たちはメイドであった。


「こ、これは……」


　と言ったきり和樹は絶ぜつ句くした。夕菜も口に手を当て目を丸くしている。


　メイドのひとりが顔を上げた。


「式森様がお戻もどりになられました」


　彼女が寮内に告つげる。並んだメイドたちは身じろぎもしないが、顔にわずかながら赤みがさしたようであった。


「お待ちしておりました」


「……えっと、君は、ネリーだっけ」


「はい。覚えていていただき、光栄でございます」


　ネリーは照れたように頰ほおを押さえた。


「お部屋までご案あん内ないいたします」


　彼女が先を歩く。知ってるのになとつぶやきながら寮内に入り、仰ぎよう天てんした。


　古ぼけた男子寮の中は、ヨーロッパの洋よう館かんに変わっていた。


　床ゆかにはワインレッドの絨じゆう毯たんが敷しかれ、天てん井じようからはシャンデリアが下がっている。廊ろう下かに面した窓まどにはイギリス製せいのカーテンが取りつけられ、壁も落ち着いた茶ちや系けい統とうの色に塗ぬり替かえられていた。部屋の扉とびらもベニヤの合板から、高級そうな一いち枚まい板いたに取とり替かえられている。


　それらの部屋にはメイドがひとりひとり案内しており、生徒がぎくしゃくしながら従したがっていた。


「お二階の方へ」


　ネリーが上へ登のぼった。階段の手すりも、樫かしの木でできた木もく製せいに替かわっている。


　和樹の部屋である、廊下の一番端まで来た。


　ネリーがノックして、扉を開けた。


　和樹はまた言葉を失い、立ちつくしてしまった。


　六ろく畳じよう畳たたみ敷じきの学生寮は、どこかの屋敷のリビングへ変化を遂とげていた。


　中央には丸テーブルと安あん楽らく椅い子す。壁には本屋のカレンダーではなく油絵がかけられ、ロココ調のサイドボードまで置かれている。床はフローリングに替えられたうえ、手て織おりの絨毯が敷かれていた。


　本棚には分ぶ厚あつい洋書が並べられ、反対側の壁には暖だん炉ろまでしつらえてある。洋館の一室と言っても通用しそうな有様であった。


　中にはリーラがいた。
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「お帰りなさいませ」


　彼女は和樹に近寄ると、カバンを取った。


「お留る守すの間にリフォームをさせていただきました。わたしの一いち存ぞんでおこなったことにつきましては、深くお詫わびいたします。ですが、式森様にふさわしいお部屋になったと自じ負ふしております」


「は……あ……え……」


　もう声も出ない。


「家か具ぐは全すべて、スイスとオーストリアの職しよく人にんに作らせたオーダーメイドです。卒そつ業ぎようされるまでの仮かりの住まいとはいえ、質しつ素そすぎるわけにもまいりません。また、建たて物ものの外がい観かんと内ない装そうもあわせて変へん更こうさせていただきました」


「……ほう……」


「どうぞ中へ。部屋内部をご説明させていただきます」


　リーラはそう言うと、和樹を中へ導みちびき、扉を閉しめようとした。


「また、わたしを無む視しする！」


　夕菜が二人の間に割わって入った。


「おや、いらしたのですか」


「おや、じゃないです！　あきらめたと思ったら、なんですかこのメイドの集団は！」


「わたしの部下です。完全ではありませんが、編へん制せい完かん結けつした小隊から連れてきました。第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーは全ぜん身しん全ぜん霊れいを持って、式森様にお仕えいたします」


　リーラはにこりと微笑ほほえんだ。


　和樹は頭がくらくらしてきた。なんと寮丸ごとがメイドの館やかたになってしまったのである。


　一方の夕菜は顔面を引きつらせ、瞳ひとみに怒いかりの渦うず巻まきを作っていた。


「こんな改かい造ぞうをして許されると思ってるんですか！　ここは学生寮ですよ!?」


　銀髪のメイドは、懐ふところから書類を取りだした。夕菜の前に掲かかげる。


「改かい築ちくと滞たい在ざいの許きよ可かは取りました。こちらが葵あおい学がく園えんの校長と理事長のサイン。こちらが警けい察さつと国こく土ど交こう通つう省しようと法ほう務む省しようのもの」


　用紙からサインから、まぎれもない本物であった。大だい臣じんの判はんまで押してある。


　夕菜は言葉に詰つまった。


「多た額がくの寄き付ふ金きんをはずむことで、どの方にも快こころよく承しよう知ちしていただきました。なんらやましいことはありません」


「だっ、だからって、ここまですることないでしょう」


「生活空間の改かい善ぜん以外にも、防ぼう備びの強化をしなければならなかったのです。式森様が、敵てきに狙ねらわれておりますので」


「あなたたち以外に和樹さんの敵がいるんですか」


「ＭＭＭのロンドン本部です」


　えっ、と和樹は言った。ＭＭＭはリーラたちメイドを統とう括かつする組織で、実戦部隊はすべからくロンドン本部の指し揮き下かに入っているはずであった。


「式森様のお身体からだを狙っております。以前、シンシアがこちらの寮に侵しん入にゆうしたことがあったはずです。また、新たな部隊が日本に送られたとの情報も得えました。そのため、万ばん全ぜんの措そ置ちをとらせていただきました」


　言われてみると、窓は二重になっていて強化ガラスがはめ込こまれている。雨あま戸ども鉄てつ製せいになっていた。塀へいの周囲はメイドが頻ひん繁ぱんにパトロールをしており、しかもドイツ製Ｓｔｇ４４突とつ撃げき銃じゆうで武ぶ装そうしている。


　でも、と和樹は訊きいた。


「リーラたちもＭＭＭの一員なんだろ。なんでこんなことを……」


「ご主人様をお守りすることは全てに優ゆう先せんします。ＭＭＭの指し示じに反しようとも、我々が式森様の盾たてとなります」


　彼女は断だん言げんし、腰のホルスターを押さえた。よく見ると、カバーが切り取られ、銃じゆう把はがのぞいている。


　いつでも銃を抜ぬけるようにしてあった。


「式森様のために全てを捧ささげるのが我々の務つとめです」


　その真しん剣けんな物言いに、和樹はついくらっとした。


「だからって、こんなにたくさんのメイドを連れてくる必要があるんですか」


　ぶすっとした顔で夕菜が言う。


「本部も中ちゆう隊たい規き模ぼの部隊を投とう入にゆうするとの情報がありました。まだ足たりないくらいです」


「そうじゃなくて、これじゃ他の人に迷めい惑わくじゃないですか」


「この寮に住んでいる方にもメイドをつけています。皆みなさん喜んでいるようですよ」


　和樹は、メイドに案内されてやに下がっていた生徒たちを思い出した。


　汚きたないやり口だ、と夕菜が叫さけぶ。


「そうやって懐かい柔じゆうする気ですね。他のみんなまでメイドの餌え食じきにするなんて……」


「ご安心を。あなたにはなにもしませんから。部屋も掃そう除じせず、そのままです。食事も作りませんからどこかで食べてください」


「なっ……」


　露ろ骨こつに疎そ外がいされ、夕菜はまた血けつ圧あつを上げた。


「メイドのくせになんて態たい度どです！」


「メイドなんか必要ないとおっしゃられましたから」


「ぐ……」


　夕菜は絶ぜつ句くした。それでも歯を嚙かみしめて、リーラに近づく。


「どうしてそうやって、わたしにだけいじわるするんですか」


「メイドがお嫌きらいのようですから」


「ええ嫌いですとも。でも、あなたたちはわたしに尽つくさなきゃいけないんです」


「どうしてですか？」


　夕菜は自分の胸むねに手を当てた。


「わたしは、あなたたちよりもずっと前から和樹さんと一いつ緒しよにいるんです。将しよう来らいを誓ちかい合った仲なかなんですよ。つまり……奥おくさんと同じなんです！」


　彼女は言い切った。和樹は一部分を訂てい正せいしたい気分になったが、夕菜が真剣なので黙だまっていた。


　リーラは、ほう、という顔をした。


「その年で妻つまとなられたのですか」


「年ねん齢れいの問題じゃありません。愛情です」


「つまり、わたしにあなたを式森様の奥様と呼べと言うのですか？」


「そうです！」


　夕菜は、さあやってみろとばかりに睨にらみつけた。


「分かりました、奥様」


　リーラはかしこまって、言った。


「……えっ？」


「今までの非ひ礼れいな振ふる舞まい、奥様になる方への態たい度どではございませんでした。メイドとして恥はじ入いるばかりでございます。どうかお許しください奥様」


「えっ……ええ……」


　リーラが頭を下げる。その殊しゆ勝しような行為と「奥様」の呼びかけに、夕菜はどぎまぎとしていた。


「奥様に仕つかえることができて、わたしたちは大変嬉うれしゅうございます。また奥様のようなお美しい方を伴はん侶りよにされて、式森様もさぞ幸せになされていることでしょう」


「え……えと……そんな……」


「どうなさいました。奥様はお綺き麗れいであられます。なにも否ひ定ていされることはありません」


「やだ、だって……」


　夕菜が頰ほおを押さえた。すでに真まっ赤かに染そまっており、彼女は恥はずかしげに目を伏ふせた。


「事実ではございませんか。奥様のような素晴らしい女性がいらっしゃれば、式森家はずっと安あん泰たいでございます。いずれお子さまがお生まれになれば、世間の範はんとなるほどの家庭をお築きずきになられることでございましょう。わたしたちも楽しみにしております」


「もう、そんなこと言わないでください……」


　顔を背そむけて手を振る。夕菜の頭の中は、すっかり和樹との家庭生活が渦うず巻まいているようだった。


　にやつきそうになる顔を必死に抑おさえる彼女に、リーラが続けて言った。


「ところで奥様」


「はい……なんでしょう」


「お願いがございます。式森様との新しん婚こん生活に必要なものです。お米とサラダ油、野や菜さいに牛肉、それと……硝しよう酸さんアンモニウムに過か塩えん素そアンモニウム、硝酸ナトリウムを買ってきてください」


「まあ……和樹さんとの新婚生活に必要なんですね」


「そうです。お早くお願いします」


「はい……」


　彼女は頰を染めてうつろな目をしながら、ふらふらと出ていった。


　リーラは夕菜が寮の外へ歩いて行くのを確かく認にんすると、控ひかえていたメイドに告げた。


「門を閉しめろ。彼女は今後絶ぜつ対たいに入れるな。歩ほ哨しようは四交代、二十四時間体たい制せい。屋根と外周パトロールも怠おこたるなよ」


　うって変わったような命令に、和樹は驚おどろいた。


「リ、リーラ。夕菜に買い物を頼たのんだんじゃなかったの!?」


「買ってこられるはずがありません」


　彼女はあっさりと言った。


「獅し子し身しん中ちゆうの虫には退たい去きよしてもらいます。いても仕方ありませんので」


　和樹は仰ぎよう天てんしたが、リーラは涼すずしい顔だ。


「騙だまされたことにすぐ気づくでしょうが、もう手て遅おくれです。一度出たら、この寮には入れません」


　すると、門のところでなにやら大きな物音が聞こえてきた。鉄てつを叩たたくような音だ。


「こらー、リーラ！」


　鉄門を蹴け飛とばしながら、夕菜が怒ど鳴なっていた。


「騙しましたね。なんですか硝酸アンモニウムって。爆ばく薬やくでも造つくる気ですか！」


　リーラが窓から顔を出した。


「残念ですが、もうこちらにはあなたを受け入れる部屋がございません。どうぞお引き取りください」


「な、なんですって！　元々そこにはわたしの部屋が……」


　騒ぎ立てる夕菜に、歩哨のメイドがＳｔｇ44突撃銃を突きつけた。彼女はなおも文もん句くを言おうとするが、強ごう引いんに追い立てられる。


　やがて声が聞こえなくなった。


「ちょっと、夕……」


　和樹は窓から身を乗り出そうとするが、リーラに優やさしく、それでいてはっきりと止められた。


「おやめください式森様。今ここでお姿を見せるのは、余よ計けいな未み練れんを残させます」


「いや未練ってね……」


　夕菜はなおも暴あばれていたが、やがてらちがあかないと思ったか、どこかへ走り去っていった。


「どこへ……」


「どこだか分かりませんが、我々を攻こう撃げきする気でいることだけは確かでしょう」


「あー、もう。夕菜怒おこりっぽいから」


　和樹は頭を抱かかえた。また戦せん争そうかと思うと、頭ず痛つうがしてくる。


「ねえリーラ、夕菜と仲直りする気は……ないよね」


「残念ながら。宮間様もわたしたちと和わ解かいするつもりはないようです」


「うー」


「お下がりください。こちらもいっそうの防ぼう備びを固かためねばなりません」


　リーラはそう言うと、窓を閉めた。





　一方そのころ。


　東京江こう東とう区くにある東京へリポートに、奇き妙みようなヘリコプターが並んでいた。


　どれもアメリカ製の年代物、ＵＨ─１で、濃のう緑りよく色しよくに塗ぬられている。国内用の機き体たい番ばん号ごうはなく、整せい備びしているのも外国人だった。


　これだけで十分おかしいのに、警けい備び員いんが近寄ってくる様子がない。近くには警けい視し庁ちよう航こう空くう隊たいのハンガーもあるのだが、彼らも見ないふりをしていた。


　そして、このヘリコプター群ぐんの格かく納のう庫この中には、メイドたちが座すわっていた。


　中央のひときわ背の高いメイドが指し揮き官かんのようだ。ただ格かつ好こうが変わっていた。黒いサングラスをかけ、退たい屈くつそうにクラシックギターをかき鳴らしている。襟えり元もとも他のメイドのようにボウ・タイではなく、黄色いスカーフだった。


　彼女の周囲にいるメイドも、どことなく所しよ在ざいなげだ。寝ねそべって本を読んだり、サラミソーセージを囓かじったりしている。とても規き律りつと秩ちつ序じよを重んじるメイドには見えない。ただ彼女たちの左ひだり肩かたには、黄色地にメイドの横顔と斜しや線せんの入ったパッチが付けられていて、それだけは汚よごれ一つなかった。


　彼女たちこそ、デイジー・キルゴア大尉ハウスキーパー率ひきいる第一騎兵侍女中隊キヤバルリーメイドカンパニーであった。


　リーラが警けい戒かいしていた部隊である。だが今のところ、どのメイドも弛し緩かんしきっていて、戦せん闘とう集しゆう団だんには感じられなかった。


「退たい屈くつですね、デイジー大尉ハウスキーパー」


　日ひ陰かげで寝ね転ころがっているメイドの一人が言った。


「出しゆつ撃げきはまだしないんですか」


　サングラスのメイドは質しつ問もんには答えず、ギターを鳴らしながら言った。


「エセル」


　缶かん詰づめを食べていたメイドが顔を上げる。


「東とう京きよう支し部ぶはなんだと言ってる？」


「返答なしです。オリビアもまだ帰ってきていません」


「……ということだ、ダリル。今のところやることはない」


　デイジーは指を動かし、カントリーミュージックを弾ひく。あまりうまくない。ダリルと呼ばれたメイドは軽く耳を塞ふさぐ仕し草ぐさをした。


「でもこのままじゃ、ヒマで死にそうです」


「東京支部は無む視しできても、敵の位置が分からないことにはどうしようもない。目をつぶったまま喧けん嘩かをはじめるほど、あたしはアホじゃないつもりだ」


「シルバー・ベイヨネット作戦じゃアホなこともたくさんしましたけどね」


　別のメイドが口を出す。周囲のメイドから、軽い笑いが起こった。


　笑い声が収まると、ダリルがまた言った。


「それで大尉ハウスキーパー、敵ってのはどの連中なんです？」


　デイジーはギターを弾くのを止めた。サングラスを外はずす。


　いったん間をおいてから言った。


「リーラだ」


　メイドたちから、笑い声とは別のざわめきが発生した。


「……第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーですか」


「そうだ。誓せい約やくの完了していない男をご主人様とあがめ、本部の方ほう針しんに逆さからっているらしい。その主人とやらを捕とらえるのが目的だ」


「相手はベテランですよ。リーラ大尉ハウスキーパーは、空くう挺てい出しゆつ身しんだって噂うわさです」


「そうだな。十人の部下と軽けい機き関かん銃じゆう一いつ丁ちようでクレタの作戦をこなした女だ。ウクライナの撤てつ退たい戦せんも、あいつじゃなきゃやり遂とげられなかったって話だ」


「そんな連中と、やりますか」


「もちろん」


　デイジーはにやりとした。


　その時へリポートの向こうから、メイドがひとり走ってきた。なにやら困こまったような顔をしている。彼女の背はい後ごでは、ひとりの少女がメイドたちになにか食ってかかっていた。


　デイジーはギターを置いた。


「オリビア、どうした」


「中隊長、その、戻ってくる途と中ちゆうで変なのに捕まっちゃいまして」


　彼女は自分の背後をちらりと見た。


「ミヤマって女が、隊長に会わせろってうるさいんです。リーラの場所を知ってるから攻こう撃げきかけろって」


「なんだ？」


　デイジーは怪け訝げんな顔をした。





　ジェットエンジンとローター音が、東とう京きよう湾わんに響ひびき渡わたる。第一騎兵侍女中隊キヤバルリーメイドカンパニーのＵＨ─１ヘリコプターは、ヘリポートにずらりと並び、発進を今や遅おそしと待っていた。


　夕菜は騒そう音おんに負けないよう、声を張り上げていた。


「ですから、わたしもついていきます！」


「そりゃ構かまわんがね！」


　デイジーも負けじと大声を出す。


「リーラの居い場ば所しよを教えてくれたのは感かん謝しやするけど、あたしたちは式森を捕つかまえるのが目的だぞ!?」


「そのへんはあとで話し合いです」


「宮間っていったっけ。あんたはあたしたちメイドが嫌いだって聞いたけどな！」


　夕菜はそばにいたメイドから、強ごう引いんにＭ─16小しゆう銃じゆうを奪うばい取った。弾だん倉そうを抜ぬいて中を確認する。肩かたに担かついだ。


「リーラの敵なら悪あく魔まだって親友です！」


　きっぱりと言い切った。デイジーは肩をすくめ、


「じゃあ乗りな。だけど市し街がい地ちへの降こう下か作さく戦せんだ。どうなっても知らないぞ」


「無茶は承しよう知ちです！」


　夕菜はＵＨ─１に乗り込んだ。


　他のメイドたちも、ぞくぞくとヘリに搭とう乗じようした。ひとり残らず銃を持ち、Ｍ60機関銃を抱かかえているものまでいる。先ほどまでの怠たい惰だな顔つきとはうって変わり、緊きん張ちようがみなぎっていた。


　デイジーがそれらを確認し、合図をした。


「ようし、行くぞ！」


　軍用ラッパが高らかに鳴らされた。





　彩雲寮は今や防ぼう衛えい拠きよ点てんと化していた。寮生たちはメイドによって避ひ難なんさせられるか、部屋でじっとしているように言われ、窓や玄関には銃じゆう座ざが据すえつけられる。


　余よ計けいな樹じゆ木もくは伐ばつ採さいされ、中庭には壕ごうが掘ほられる。あちこちにカムフラージュのネットが張はられて、有ゆう線せん電でん話わが引かれた。


　リーラは一階の食堂に本部を設せつ置ちした。まかないのおばさんから文もん句くが出たが、多た額がくの金を積つむことで収おさまった。


　彼女は地図を広げ、マークしてあるところを指さした。


「半はん径けい一キロの地点には監かん視し哨しようを配はい置ちし、不ふ審しんな歩行者、車両をすべてチェックさせています。さらに半径五百メートル地点にはゲートを設もうけており、用のない一いつ般ぱん車両は進しん入にゆう禁きん止し。商用車、住民の車両でも身元確認と荷物のあらためをおこなっているところです。この寮には猫ねこの子一いつ匹ぴき近寄れませんのでご安心を」


　まるでサミット開かい催さいのような扱あつかいに、和樹は目を白黒させた。


「それは……さすがにオーバーなんじゃ。だって警けい察さつとかうるさいんだしさ」


「周辺警察にも話をつけました。警けい視し総そう監かんと警察庁の長官がかねてよりメイドの崇すう拝はい者しやということで、なんの問題もありませんでした」


「……そうなんだ」


　メイドの影えい響きよう力は、意外なほど浸しん透とうしているようであった。


　電話が鳴った。メイドの一人が取り、二ふた言こと三み言こと話してからリーラに渡す。


「私だ……そうか、ポイントＣ18に展開しろ。あとは命令を待て」


　受話器を戻し、マーカーで地図に書き入れた。


「マルグリットの小隊が到着しました。晴はる海み到着後、ここまで直行したそうです。助かりました」


「それって、良いことなの？」


「切きり札ふだです」


　リーラは少しだけ笑った。


　なおも食堂には武器を持ったメイドたちが出入りを続けていた。リーラの元には報告書とメモがたまっていく。


　彼女はそれらに目を通しながら、立て続けに指示を出していた。


「警察に連れん絡らくして、緊きん急きゆう時じに交通を規き制せいするよう言え。葵学園生徒の私し物ぶつ、財ざい産さんは被ひ害がいを受けないよう管かん理りを怠おこたるな。万が一損そん壊かいしたら補ほ償しようすると伝えろ。パトロールの人数は夜間になったら倍に増ます……ん？」


　リーラが顔を上げた。


　玖里子が開あけ放はなしのドアに寄りかかりながら、ノックをしていた。


「いいかしら？」


「どうぞ」


「東京へリポートにね、ウチの社員がいんだけど」


　玖里子はつまらなさそうに言う。


「さっき電話があって、軍用ヘリがたくさん飛んでったって。こっちに来るみたい」


「……ヘリが？」


「メイドが乗ってたって言ってたわよ」


　リーラは一瞬だけ逡しゆん巡じゆんすると、矢や継つぎ早ばやに指し示じを飛ばした。


「上じよう空くう警けい戒かいを怠るな。パトロールは引き上げさせろ。敵てきは空からだ」


　それから玖里子に頭を下げる。


「感かん謝しやします」


「どーいたしまして。さっさと終わらせて欲ほしいだけよ」


　リーラは部下をうながし、庭に出ていった。


　玖里子は和樹を手て招まねきした。


「なんです」


　玖里子は和樹の耳元に口を近づけた。


「あのね……」


　聞かされた和樹は、おどろいて玖里子の顔を見た。


「夕菜がヘリに？」


「らしいのよ。いい、頭に血ちが上ってるみたいだから、暴ぼう走そうを止めなきゃ駄だ目めよ」


「……はい」


　遠くから、エンジン音とローター音が響いてきた。





　夕菜はＵＨ─１の着ちやく陸りくソリに足をかけ、前方を凝ぎよう視ししていた。ローターが巻き起こす風にたなびく髪かみを押さえようともせず、両手はＭ─16小銃を握にぎり締しめている。


「ウチの中隊はこれが得とく意いなんだ」


　オリビアと呼ばれていたメイドが言った。


「朝あさ焼やけと共に敵の拠きよ点てんを急きゆう襲しゆう、昼には制せい圧あつして、夕方には引き上げる。今日は違うけどな」


「空くう中ちゆう機き動どうが得意なんですね」


「ＭＭＭじゃうちだけだ」


「……ならワーグナーを」


　夕菜は背後に怒ど鳴なった。


「ワーグナーをかけてください」


「おー、分かってるねえ。ねえちゃん」


　オリビアはにやりとした。


　やがて、外部に取りつけられたスピーカーから、音楽が流れ出す。「ワルキューレの騎き行こう」であった。


　あたりを威い嚇かくするようにクラシック音楽を流し、ヘリコプターの一団だんは進んでいく。


「おーっ、あいつは良い波だ」


　デイジーが身を乗り出した。眼がん下かに二メートルほどの波がわき起こっていた。


「左右に分かれている！」


　いかにも楽しそうであった。だが夕菜は返事をしない。ただヘリの進しん路ろだけを注目していた。


　不意に、海岸線が緑色になった。


　陸地となる。ヘリは高度を下げ、運うん河が沿ぞいに飛んでいった。


「見えました。あれです！」


　夕菜の指差す方向には、茶色のレンガでできた建物があった。


　デイジーは口笛を吹くとインカムのマイクを握り、口元に近づけた。


「イーグル・スラスト・セブンは前方へ。アルファ１、２は右に、ブラボー３、４は左に展開。残りはあたしについてこい。おなじメイドだからって遠えん慮りよはいらない。相手はリーラだ、気を抜くなよ」


　デイジーは息いきを吸すい、インカムに叫さけんだ。


「さあ、踊るぞシヤル・ウイ・ダンス」


　ヘリに吊つるされたポッドから、一いつ斉せいにロケット弾だんが放はなたれた。





　ワーグナーの曲と共に着弾したロケット弾は、派は手でな爆ばく発はつ音おんを立てた。地面に命中したものは火柱を上げ、建たて物ものに命中すれば穴あなを開ける。


　窓からのぞいていた和樹は爆ばく風ふうを顔面に受け、危あやうく転てん倒とうしそうになった。


　命からがら逃げ出し、耳を押さえて駆け出した。そこに腹はらに響くような爆音が接せつ近きんしてくる。


　ヘリコプターの大たい群ぐんが迫せまってきていた。


　リーラの元まで走った。彼女は庭にわで拳銃を片かた手てに、反対側の手で額ひたいにひさしを作って、空中を眺めていた。


「風椿様の言うとおり、ヘリを使ってきました」


　驚いたとも、感心したともとれる声である。


「日本国内でヘリボーンとは、全国版の新聞によほど載のりたいようです。もっとも、無む謀ぼうではありますが、確かに効こう果か的てきでもあります」


「でもリーラ、これじゃ住じゆう宅たく街がいが全ぜん滅めつする」


「あのロケットは音と光が主なのです。そこまではしてきません」


　彼女はかたわらの伝令に向け、続けざまに指し示じを飛ばした。


「ネリーとルイーゼの小隊を呼び戻せ。雑ざつ事じについているものは全員復ふつ帰き。外にいるものは陣じん地ちにこもらせろ。半径３キロ以内は交こう通つう規き制せい。監視哨はＡアントン、Ｆフリードリヒを残して放ほう棄き。ツィスカの元に予よ備び小しよう隊たいを編へん制せいさせる。行け」


　了りよう解かい、と言って伝令のメイドは敬けい礼れいをした。


　リーラは別のメイドに声をかけた。


「エルミーラ、見えたか？」


　そのメイドは双そう眼がん鏡きようを両目に当てたまま答えた。


「機体前面に交こう差さしたサーベルとカチューシャのマークが見えます。あとは赤字で……MAID FROM ABOVEと」


「デイジーか！　あの女ならやるはずだ」


　彼女はあきれたように首を振った。


　和樹たちのそばでロケット弾が爆発した。轟ごう音おんとともに土つち塊くれが降ふってくる。


「式森様、我々も後こう退たいしましょう。内部の方が安全です」


　リーラは部下になにごとか指示を飛ばした。だが和樹は彼女の言葉に従わず、こっそりと寮の敷しき地ちから出ていった。





　観かん測そく用ようのヘリコプターＯＨ─６が低空で飛んでいく。その後方をＵＨ─１の群が鳥とりの翼つばさのように広がり、けたたましいローター音を響ひびかせながら銃じゆう弾だんをばらまいた。


　弾丸はミシン目のように規き則そく正ただしく敵陣地に撃ち込まれ、ときおりロケット弾が炎ほのおの花を咲さかせた。


「いいぞ、かませ！　頭を押さえて身動きできなくするんだ！」


　デイジーが高こう揚ようした声で叫ぶ。


　夕菜もＭ─16をフルオートで撃うちまくっていた。「黒っぽい服がいたら全員メイド」との解かい釈しやくの元、遠えん慮りよなく弾を消しよう費ひしている。


　ヘリの集団は一度寮の上空をかすめるように飛び、大きく旋せん回かいした。デイジーが無線に告つげる。


「ポイント１─６─７と２─５─１に公園がある。掃そう討とうが終わったら、エセルの小隊から着陸だ」


　ガンポッドを吊したヘリが公園に飛んでいく。下から火線が伸びるが、構かまわず円を描えがきながら七・六二ミリ弾を叩き込んだ。


　防ぼう御ぎよ砲ほう火かは沈ちん黙もく。守しゆ備びをしていたメイドたちは後こう退たいした。


　土と草を舞まい上げ、ＵＨ─１が強行着陸をする。わずかながら傾かたむいていたが、着陸に支し障しようはなかった。


　夕菜は真っ先に飛び降りた。


　付近に設もうけられたメイドの陣地から銃弾が飛んでくる。ヘリの外板に命中する音が聞こえた。その隙すきをぬうようにして、後続のメイドが降り立つ。


　彼女たちは腰を低くし、三メートルほど走ってから伏ふせた。そこから匍ほ匐ふくで移い動どうをし、また立ち上がって数秒間駆かける。


　敵の火力が激しくなった。


　単発の射しや撃げきから、連続した発射音に変わる。ときおり手しゆ榴りゆう弾だんまで飛んできた。それらは着陸地点を包つつみ込むようにして浴びせられている。個人の抵てい抗こうから、組そ織しき的な抵抗に変わりつつあった。


　デイジーの部下たちは火線に制され、伏ふせたまま頭を上げられなくなった。


「立ちなさい！」


　夕菜は仁に王おう立だちをして怒鳴った。


「リーラの手下どもの弾たまなんか、当たったりはしません！」


　そして自ら先頭になり、敵陣へと突っ込んでいく。


　前方の交差点に土ど囊のうが積つまれ、メイドが数人守備していた。据すえられた機関銃が光り、夕菜の周囲を銃じゆう弾だんが舞まう。


　気にせず、勢いきおいをそのままに土囊を乗り越えた。


　メイドが銃じゆう剣けんを振るってきた。夕菜は避よけようともせずカウンターを浴あびせる。Ｍ─16の台だい尻じりを顎あごにくらい、相手がのけぞって倒れた。


　もうひとりには至し近きん距きよ離りで引き金を引く。動きながらのため外れたが、メイドは驚おどろき動きを止めた。


「降こう伏ふくしなさい！」


　リーラの部下たちはおずおずと両手を上げた。


　夕菜は彼女たちに銃口を突きつけたまま、味方をうながした。


「さあこっちです、穴を開けました。ここからリーラたちをやっつけます」





「ローテ拠きよ点てんとブラウ拠点が破やぶられました。敵が浸しん透とうしつつあります」


　部下の報告を、リーラは眉ひとつ動かさずに答えた。


「二に線せん陣地まで後退させろ。損そん失しつは寮内から出した予備で埋うめる。ネリーとルイーゼは？」


「ネリー少尉パーラーメイドの小隊は到着しました。ルイーゼ少尉パーラーメイドはまだかかります」


「ふむ……」


「敵は損害に構かまわず、前進を続けています」


　リーラはじっくりと地図を眺めた。突とつ破ぱした敵メイドが、まるで錐きりのように食い込みつつあるのが分かった。


「荒あらっぽいな。デイジーらしいと言えば、らしいが」


「それが……先頭にいるのは宮間様らしいのです」


「……はっ」


　リーラは呆あきれたような、感心したような口調で言った。


「遠えん慮りよはいらないというサインか」


　彼女は赤あか鉛えん筆ぴつで、地図の一か所に丸を描かいた。


「少し早いが仕し掛かけるぞ。マルグリットを呼び出せ」





　第一騎兵侍女中隊キヤバルリーメイドカンパニーのメイドたちは、徐じよ々じよに彩雲寮に迫せまっていた。奇き襲しゆう効こう果かに加え第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの兵数が少ないため、戦いを優ゆう勢せいに導みちびいていた。


　先頭で奮ふん闘とうしていた夕菜は、適てき当とうなところで他のメイドに後を引き継ついだ。それから後方に下がる。


　追加の弾薬を受け取ると、公園まで戻った。そこにはさきほどの戦闘で捕とらえた、リーラの部下がいた。


　捕ほ虜りよのメイドは二人。どちらもまだ若わかい。


　夕菜が簡かん潔けつに質しつ問もんした。


「名前は？」


「ヘルガ」


「……メラニー」


　ヘルガは屈くつすることなく前を見み据すえていた。メラニーは経けい験けんが浅いのか、うつむき加か減げんだ。


　夕菜はぎろっと睨にらむ。


「……あなたたちの敗北はもうすぐです」


　これ見よがしにＭ─16小銃をちらつかせる。


「彩雲寮はわたしたちの手に落ち、和樹さんは取り戻します。リーラは電でん柱ちゆうに吊されるでしょう」


　ヘルガとメラニーの周りを、ゆっくりと歩いた。


「しかしわたしも、無用な戦闘は良くないと考えています。そもそも時間の無む駄だです」


　二人の正面で立ち止まる。


「そこであなたたちにして欲しいことがあります。降伏勧かん告こくをしてください」


　どちらのメイドも無言だった。


「全すべてのメイドに武器を置いて戦闘をやめるように言うのです。そうすれば身の安全は保ほ証しようします」


「…………」


「どうしました」


「……信用できない」


　ヘルガが、きっと顔を上げた。


「あなたがリーラ大尉ハウスキーパーに敵てき意いを抱いだいていることは誰でも知っている。本当に安全を保証するのか？」


「良く知ってますね」


　夕菜は顔を近づけた。


「リーラだけは容よう赦しやしません。和樹さんを盗とる女なんて、許ゆるしませんから。彼女以外のあなたたちには危き害がいを加えないのです。どうです？」


　メラニーがヘルガに寄より添そった。ぎゅっと眼めを閉とじている。


「返答は？」


「……断ことわる」


　はっきりとヘルガは言った。


「私たちはリーラ大尉ハウスキーパーと式森様に忠ちゆう誠せいを誓ちかった。降伏の使者になどならない。メイドはご主人様にのみ指し示じを受ける。あなたにその資し格かくはない」


　強い意い志しを持った台詞せりふだった。


　夕菜は目を吊り上げ、Ｍ─16ライフルのチャージングハンドルを引いた。


「よっぽど、ここを人生最後の地にしたいようですね」


　フラッシュハイダーの先せん端たんを、ヘルガの顔面に向けた。


　ヘルガは唇くちびるを嚙かみしめ、最後の瞬しゆん間かんを待っている。メラニーはその彼女に顔を埋うめ、小こ刻きざみに震ふるえていた。


「遺ゆい言ごんは？」


「……殺ころせ」


　夕菜は無言でトリガーを引いた。


　フルオートの発はつ射しや音おんが響き、メイド二人が倒れた。


　メイドたちの足元には、夕菜が寸すん前ぜんで狙ねらいを外はずしたため、無数の穴が開いていた。


　夕菜は緊きん張ちようのあまり気き絶ぜつした二人を一いち瞥べつすると、身を翻ひるがえした。


　不意に彼女は銃を構えた。


「誰です!?」


「わっ、夕菜、撃うつな！」


　驚おどろいて両手を上げたのは、和樹であった。


「和樹さん!?」


　夕菜は急いで駆かけ寄よった。


「逃にげてきたんですか!?」


「んー、まあ、逃げたというか」


「リーラに拷ごう問もんとかされませんでしたか？　爪つめの間に針はりを差し込まれるとか、おろしがねで全身を削けずられるとか？」


「なんともないって。それよりもさ」


　和樹はなんだか困こまったような顔をしていた。


「リーラたちと仲直りしない？」


「……なんでですか」


「だって、こんな街の中で撃ちあいやってるんだよ？　滅め茶ちや苦く茶ちやじゃないか。リーラたちもなんか思い込みが激はげしいとは思うけど、夕菜が白しろ旗はた上げれば彼女たちも態たい度どが柔やわらかくなるから……」


「白旗なんかお断りです！」


　全部聞き終わらないうちに、夕菜は叫さけんだ。


「リーラに妥だ協きようするなんて、絶ぜつ対たいに絶対に嫌です！」


「妥協じゃなくて、仲直りなんだってば」


「仲良くなんかなれっこありません！　あの捕ほ虜りよを見れば分かります。あんな狂きよう信しん者しやみたいなメイドと和解できません」


「じゃあせめて、僕が今ここにいるんだから、『和樹を奪だつ回かいした』ってことで銃を下ろせば……」


「……そうなんですか、和樹さん」


　夕菜は憐れん憫びんに満みちた声こわ音ねで言う。


「リーラにそこまで洗せん脳のうされてしまったんですね」


「……は？」


「メイドと仲直りだなんて。そんなことを言わせるのはリーラの策さく略りやくに違いありません。薬物ですね」


「……なんでそうなるのさ」


「安心してください。わたしがメイドを撃げき滅めつして、洗脳を解といて見せます。さあ、どこかに隠かくれていてください。デイジーたちに見つかるのもまずいです」


　彼女は呆れている和樹をしり目に、前線へ向かった。





　ある程てい度どまで進しん撃げきしたものの、デイジーたちの攻撃は停てい滞たい気ぎ味みだった。リーラが予備部隊を投入して穴を塞ふさいだせいもある。


　夕菜が到とう着ちやくすると、そこではデイジーが部下に指示を飛ばしているところだった。


「エセルの小隊を火か点てん制せい圧あつに回まわせ。ベッキーの小隊は後退。あとは迂う回かいさせろ。彩雲寮を包ほう囲いするぞ」


「甘あまいです！」


　夕菜はデイジーに言った。


「リーラを葬ほうむるには火力です。ここから彩雲寮まで、ナパームで焼やき払はらうんです。石器時代に戻して構かまいません！」


　彼女は手を伸ばし、前方を指し示すと、左から右へ大きく振った。


「できるわけないだろ」


　デイジーがぼやく。


「ここらへんを全部、大きい駐ちゆう車しや場じようにしちゃえばいいんです！　ガソリンの匂においは勝利の匂いです！」


「問題どころじゃすまねえぞ」


「なんのためのヘリボーン戦せん術じゆつですか。リーラたちに目にもの見せてやらなきゃ」


「地ち上じよう支し援えん機きまで持ちこんでねえよ。重火器もあまり積めなかったんだ。あたしだって時間をかけたくない……」


　その時、前方で重々しいエンジン音がした。


　ガソリンエンジン特有の唸うなり声と、鉄てつ片へんが擦こすれる金きん属ぞく音おん。地面がえぐれるときに起こる震しん動どうまで伝わってきた。


　正面から小山のような車しや輌りようが姿を見せた。


　デイジーがうめき、サングラスを外した。


「タイガーだ！　情報にないぞ」


　角かく張ばった納な屋やのようなシルエットと、太く長い砲身、ダークイエローに塗ぬられた車体は、まぎれもなく旧きゆう独どく軍ぐんのタイガー戦車であった。


　砲ほう身しんが正面を向き、車体が停てい止しした。発はつ砲ぽう。


　甲かん高だかい音と同時に88ミリ弾だんが付近に着弾し、街がい路ろ樹じゆを粉こな々ごなに吹き飛ばした。デイジーの部下たちが、慌あわてて後こう退たいする。


「虎とらがなんだって言うんです！　将しよう校こうは対たい戦せん車しや戦せん闘とう用よう意い！」


　夕菜があおる。しかしデイジーは彼女に構かまわず、通信兵を呼び寄せた。


「キャサリン、そっちはどうだ。……タイガーと……キングタイガーまで出たのか！　こいつは負けだな」


　状じよう況きよう把は握あく後ごのデイジーは素す早ばやかった。続けて無線機に告つげる。


「ランディングゾーンまで引ひき揚あげろ。こっちも後退する」


　彼女は部下に命じた。


「撤てつ退たいだ。ヘリに乗れ。あたしとダリルの部隊で援えん護ごする」


「逃げるなんて論ろん外がいです！　リーラを倒すんです！」


「無茶言うな。対戦車火器が不足している。撤退した方が利口だ」


　前方からさらに二台のタイガーが姿を見せた。前方機銃が光る。


　メイドたちが伏せた。夕菜は立ったまま、Ｍ─16を撃ちまくっている。


　デイジーは部下と共に、銃を撃ちまくりながら後退した。


　夕菜だけが踏ふみとどまっていた。


「後退しないでください！　敢かん闘とう精せい神しんがあれば戦車なんか倒せます！　待てー！　逃げるなー！」


　だがデイジーたちはあっという間に下がっていった。やがて、公園から何機も、ヘリコプターが飛び立つのが見える。


　そして夕菜のところには、戦車とリーラの部下たちが、じわりじわりと接近していた。


「くっ……うがーっ!!」


　彼女は臆おくせず、銃を乱らん射しやした。





　和樹は気き絶ぜつしているヘルガとメラニーを介かい抱ほうすると、すっかり静かになった彩雲寮へ戻ろうとした。


　途と中ちゆう、メイドの一人に呼び止められた。なんでも「唯ゆい一いつ抵てい抗こうしている敵」がいるらしい。リーラもいるというので、そっちへ行く。


　寮から少し離れた場所だった。突とつ出しゆつしていたため、取り残されたらしい。


　たったひとりの相手に、メイドたちと戦車が何重にも囲んでいる。リーラはタイガー戦車の砲塔に乗り、車長となにか話していた。和樹の姿を発見すると、下りてくる。


　リーラは「マルグリット、わたしの合図があるまで発砲するな」と命じると、和樹に敬けい礼れいをした。


「こちらへ。どうにも分からず屋の敵がおります」


　その「敵」は、いまだ銃を持って戦おうとしていた。


「降伏を、奥様」


　リーラが冷ややかな声で言う。


「くっ……」


　夕菜は悔くやしそうな顔をした。Ｍ─16を向けようとしたが、他のメイドたちは引き金に指をかけている。


　あきらめて銃を捨すてた。鈍にぶい音がして、自動小銃が地面に落ちた。


　リーラは満足げになった。


「結構です。はじめからこのように素す直なおであれば、ここまで面めん倒どうなことにならずにすんだものを」


「……勝手に和樹さんを奪うばおうとしておいて、なんて言い草です」


「ご主人様に忠誠を尽くしているだけです」


「こんな忠誠がありますか！」


　拳こぶしを振り上げる夕菜。恐る恐る和樹は声をかける。


「あのさ夕菜、仲直りしたら？　毎度こんなんじゃ、いくら命があっても……」


「嫌いやです！」


　彼女は遮さえぎるように大声を出した。


「他のどんな人に頭を下げても、リーラだけはごめんです！」


　怒いかりをぶつけてくる。和樹はついひるんだが、リーラは顔つきを変えなかった。


「なら仕方ありません」


　タイガー戦車の砲塔が回転する。大きな砲口が夕菜に合わせられた。


「これで後こう顧この憂うれいを断たつことができるでしょう。さようなら」


「待った待ったリーラ！」


　和樹は慌あわてて言った。


「いくらなんでもそれは駄目！　そんなことは絶対に駄目だ」


　リーラの前に立ちふさがるようにして言う。


　彼女は少しだけ、眉まゆを動かした。


「……ご主人様がそうおっしゃるのであれば」


　リーラが手を振った。戦車は後退し、メイドたちが包ほう囲いを解とく。
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「命いのち拾びろいをしましたね」


「……ふん」


　夕菜はそっぽを向いた。


「ご主人様のご命令ですから、今日のところは見み逃のがします。ですが、今度相まみえることがあったら、容よう赦しやはしません。では……」


　リーラも残っていた部下たちに言い、寮へ引き揚あげていった。


　土囊の積つまれた交差点に、和樹と夕菜だけが残った。


　和樹は夕菜の肩に、そっと手を置いた。


「さ、もう帰ろうよ。こんな騒さわぎはこれっきりにして」


「……嫌です。寮はリーラの支し配はい下かです。あの女の下につくってことじゃないですか」


「いいじゃないかそんなこと」


「いいえ、あり得ません。メイドなんかに負けるなんて、こんな屈くつ辱じよく、許せません」


　彼女は拳を握りしめ、目を充じゆう血けつさせた。


「絶対に、絶対にリーラに復ふく讐しゆうしてやるんですから！」


　和樹はため息をついたが、夕菜の絶ぜつ叫きようは収まらない。


　その声は戦場となった住宅街に、どこまでも響くのであった。




第三章　メイドの要塞



　　　　～THE GUNS OF MAID～











　宮みや間ま夕ゆう菜なは白い息いきを吐はいた。


　日に本ほん列れつ島とうを覆おおおうとしている低てい気き圧あつのせいか、今日は朝から気温が低かった。さっきから響ひびいている天てん気き予よ報ほうによると、今の季き節せつにしては寒すぎるらしい。空そら模も様ようもあまり良くなかった。


　どんよりとした雲と灰はい色いろにくすんだ空気。六月のノルマンディーそっくりだと夕菜は思った。行ったことはないけれど。


　もう一度体内の息を外がい気きに散ちらし、夕菜はラジオのスイッチを切った。気き象しよう予よ報ほう士しは週明けの天てん候こうを言わないまま予報を止やめた。


　彼女は腰こしをかがめてラジオを戻もどした。中には服ふくや教科書が積み上がっている。かなり狭せまいがいい加か減げん慣なれた。ターフが髪かみの毛けに当たるのも気にならない。鍋なべとまな板、包ほう丁ちようを外に出す。


　問題は薪まきだ。マッチはあるが薪はない。また集めてこなければならないのかしらと考える。花も恥はじらう女子高生が枯かれ枝えだを拾ひろうのは、かなり異い様ような光景だ。携けい帯たいコンロとボンベはあるが、まだ使いたくはなかった。いずれ本当に使うときが来る。ここでへこたれ屈くつするわけにはいかない。あの連中に頭を下げるのはお断ことわりだった。


　夕菜は自分の住んでるテントを眺ながめた。使い込まれ、いい感じにくたびれている。長年コンビを組んだ戦友のようだ。あらためて、長期戦への意い欲よくが湧わいてきた。


　隣りん接せつする建物の玄げん関かん扉とびらが開いた。


「ねーえ、夕菜」


　自分の愛あいする男、しかし敵てきの手に落ちている悲ひ運うんの良人おつと、式しき森もり和かず樹きだった。


「戻もどってきたら？　そこじゃ寒いし風か邪ぜひくよ」


　夕菜は首を振った。


「戻りません。あの女どもがいなくなるまで、どんな天気にも粗そ食しよくにも、耐たえてみせます」


「でもリーラたちだって、入っていいって言ってるんだよ」


「そんな手には引っかかりません。どんな目にあわされるか」


「でもさあ」


「いいんです！　わたしはここで暮くらしますから！」


　夕菜はテントの入り口を、荒あら々あらしく開けた。そして「徹てつ底てい抗こう戦せん」と書かれた幟のぼりを取りだし、地面に突き立てる。


「メイドどもがいなくなるまで、わたしの戦いは終わらないんです！」


　墨すみで黒々と描えがかれた幟は、曇くもり空にへんぽんとひるがえっていた。





　和樹はこの日何度めかの説せつ得とくを諦あきらめ、玄関から引っ込んだ。


　後ろには、メイドのリーラが控ひかえていた。


「やはりうまくいきませんでしたか」


　とメイド長はいった。


「宮間様はかなり意地を張られています。しばらくは無理かと思われます」


　夕菜はメイドへの抗議のために、寮の庭にテントを張って暮らしていた。いきなりのサバイバル生活はさぞかし辛つらいはずなのだが、もう何日も続けている。寮の住人も、テント出現に仰ぎよう天てんこそしたものの、今はその風景にも慣なれ、すっかり日にち常じようと化していた。


「リーラは夕菜が寮に戻ってもいいの」


「本来なら、『お部屋はありません』とお断りするところですが、式森様と宮間様がそうおっしゃるのであれば、拒こばみません。それがメイドのつとめでございます。もちろん、寮内の規き則そくに従したがってもらうことになりますが」


　つまり「厳げん重じゆうな監かん視し下かに置くことになる」ということである。やはり自由にさせるつもりはないのであった。


　リーラと部下のメイドたちは、現げん在ざい彩さい雲うん寮りようを占せん拠きよしていた。もっとも「占拠」というのは夕菜が使っている言葉で、メイドたちは「屋や敷しきに仕つかえている」のであり、寮生たちもそう思っている。なにしろ寮内の徹てつ底ていリフォームに加くわえ、かゆいところに手が届とどく献けん身しんぶりである。新しん鮮せんなメイドライフを満まん喫きつしていた。


「あのままじゃ、夕菜倒れちゃわないかな」


「どうにかして食料を調ちよう達たつしているようです。たくましい方です」


「夜も寒いだろうし」


「寝ね袋ぶくろも毛もう布ふもあります。問題ないかと」


　結構見てるんだなと和樹は思った。彼女なりに夕菜の状じよう態たいは把は握あくしているらしい。それでも言動が素そっ気けないのは、敵てき視ししているからだろうか。


　和樹はリーラに言った。


「なにか食べるものを作ってよ」


「ご朝食でしたら、用意はすんでおります」


「夕菜の分。運ぶから」


　リーラの顔が、かすかにこわばった。


「そのようなことを……式森様のお手をわずらわせるわけにはまいりません」


「でもリーラが運んだら夕菜受け取らないよ」


「いえ。わたしたちでおこないます」


「『毒どくが入ってます！』とか騒さわぐと思うんだけど……」


「きちんと説得いたします。式森様からの差し入れとだと伝えれば、警けい戒かいも解とくでしょう」


　声こわ音ねこそ柔やわらかかったが、和樹にはさせたくないようなニュアンスであった。


　和樹は「分かった」と言い、リーラに任まかせた。


「朝食は、食堂？」


「はい。寮生のみなさんもお待ちです。お部屋がよろしければ、ただちに運ばせます」


「下でいいよ」


「みなさんお並びになっておりますので、混こん雑ざつしています」


「じゃあ、少ししたら食堂に行く」


　リーラたちが来てから、寮内の食事は劇げき的てきに変わった。和わ洋よう中ちゆう華かが取りそろえられ、プラスチックのトレーでのセルフサービスではなく、配はい膳ぜんから片かたづけまで全すべてメイドがおこなうのである。これには寮生たちも大満足で、食事の時間を心待ちにするものが続出するほどであった。


　和樹は食事前に顔でも洗あらおうと、自室へ戻った。





　リーラはふうっと息を吐ついた。そこに部下のネリーが近づいてきた。


「リーラ様、食事を運ぶ用意をいたしますが、よろしいのですか」


「式森様がお望みだ。仕方あるまい」


「ご自分で運ぶとおっしゃってましたが……」


「式森様の身になにが起こるか分からん。わたしたちがやる」


「サンドイッチでよろしいですか」


「それこそ毒だなんだと騒ぎ立てられる。缶かん詰づめでも与あたえてやれ」


　ネリーは敬けい礼れいして、厨ちゆう房ぼうへ向かおうとした。


「まて。ベルギーの方はどうだ」


「セレン中尉ハウスメイドからの報告では、今しばらく再編制に時間がかかるとのことです。補ほ充じゆう兵へいに質しつのいいものが少ないらしく」


「分かった。急がせる必要はない。じっくりやらせろ」


「伝えます」


「もうひとつある」


　リーラは小声で、あることを告げた。





　薪まきはどうにか調ちよう達たつできた。町内で燃もえそうなものを集めている女子高生はやはり異い様ように映うつったらしく、近所の人が奇き異いな目で眺ながめていた。


　夕菜は石を組んだ手て製せいのかまどに鍋なべを載のせると、水を張はった。


　すると人の気配がした。慌あわててテントの中に入る。内部に散ちらばっているものを、急いで鞄かばんの中にしまう。


　何事もないふりをして外に出た。


　メイドが一人立っていた。


　ネリーである。両手に大きなダンボール箱を抱かかえていた。


「宮間様」


　なにが「様」だか、と考えながら、夕菜は返事をする。


「なんです。朝っぱらから」


「お食事です」


　ダンボール箱を差し出してくる。


　夕菜は怪け訝げんな顔をしながら受け取った。ずいぶんと重い。


　開けると、中にはサバ缶がぎっしり詰まっていた。


「……これが食事？」


「保ほ存ぞんの利きくものがよろしいかと」


「栄えい養ようがかたよったらどうするつもりです」


「ご不要でしたら」


　ネリーが手を伸のばそうとするより早く、夕菜はダンボール箱をテントの中にしまった。


「もらっておきます。でも、わたしはあなたたちに屈くつしたわけじゃありません」


　リーラの部下はなにも言わず、ただ頭を下げて帰っていった。


　寮内に引っ込むのを待ち、食事の準じゆん備びを再さい開かいする。念ねんのため、鞄の中身を確かく認にん。


　なにもなくなっていない。ネリーに見られてもいないはず。この不自然なふくらみから中を察さつせられたりすると、非ひ常じように困こまるのだ。


　まだしばらくは訓くん練れんに励はげむ必要がある。それまではテント生活を続け、せいぜい意い地じっ張りなふりをしよう。サバ缶だって拒こばみはしない。


　彼女は鍋の水を確かめ、マッチを擦すった。





　　　　○





　表面上は平和な葵あおい学がく園えん。


　彩雲寮のメイド集しゆう団だんも、さすがに校こう舎しやまではやってこない。また学校側も多た額がくの寄き付ふ金きんを前に喜んで口をつぐんでいた。そのため、学園生活はつつがなくすんでいた。


　昼休み、夕菜を呼び止めたのは風かぜ椿つばき玖く里り子こだった。彼女は手に弁べん当とうを持っていた。


「夕菜ちゃん、お昼、一いつ緒しよにどう？」


　玖里子は弁当箱を二つ見せ、「夕菜ちゃんの分も作ってきたんだけど」と続けた。メイド相手の持じ久きゆう戦せんで、昼食どころではないことを気づかってくれているのだろう。


　ありがたかったが、夕菜は首を振ふった。


「さっき食パンを食べました。結けつ構こうです」


「夕菜ちゃんご飯はん党とうでしょ。飽あきちゃわない？」


「いいんです。わたしはのんびりしてられませかんら」


「あのメイドたちのせい？　睨にらみ合ってるんだから、もう少し休養のメリハリをつけないと、まいっちゃうわよ」


「休んでる暇ひまはありません」


　夕菜は断だん言げんした。


　玖里子は「そうなの……」と呟つぶやき、夕菜の全身を眺めていた。


「どうしたんですか、玖里子さん」


「んー……」


　彼女が変な顔をするのも無む理りのないことかもしれない。夕菜は授じゆ業ぎようでもないのに体育用のジャージを着て、大きなナイロン製せいのリュックを背せ負おっているのだ。


「引っ越しでもするの？」


「違います。今月だけ山さん岳がく部ぶに入部したんです」


「山岳部？」


　玖里子の頭には疑ぎ問もん符ふがいくつも浮かんでいた。確かに葵学園には山岳部がある。地味だが昭和初期からの伝でん統とうがあり、冬山登山にも挑ちよう戦せんする本ほん格かく派はだ。そんなバリバリの体育会系と夕菜は、ほとんど接せつ点てんがないはずなのだ。


「大丈夫なの？　なにする気？」


「登山です。山岳部ですから」


「そりゃそうだろうけど」


「わたしには登山技ぎ術じゆつが必要なんです」


　言葉に力がこもっている。


「そ、そう」


「今のわたしに気を使わないでください。集中しなきゃ」


「分かったわ。ご自由にどうぞ」


　玖里子が手をひらひらさせる。夕菜は背を向けて歩きかけ、また振り返った。


「玖里子さん、もうすぐ準じゆん備びも終わります。三日後の夜八時、凜りんさんと一緒にわたしのテントまで来てください」





　　　　○





　そして三日後。


　この日の天気は相変わらずの曇くもりだった。気温も低く、寒気が全身に染しみこむ。だが夕菜には好こう都つ合ごうだった。


　曇りは月明かりをなくし、人の影かげを消す。文明社会で真の暗くら闇やみはあり得ないが、光こう量りようはかなり低下する。そして寒さは人間の判はん断だん力りよくを鈍にぶらせるのだ。


　夕菜はランタンの明かりを極きよく力りよく小さくした。テントの中でじっと待つ。


　やがて、玖里子と神かみ城しろ凜がやって来た。


　テントの入り口を開け、周囲にメイドがいないことを確認すると中に入れる。


　二人は寒さのためか、顔面がこわばっていた。


「よく来てくれました」


　夕菜も、言葉では歓かん迎げいしたが硬い顔だった。ただしこっちは寒いからではない。緊きん張ちようのためだ。


　座すわるよううながす。テント内は大きな荷物に毛もう布ふがかけられ、かなり狭せまい。二人は寄より添そうようにして腰を下ろした。


「こんな時間、ここに来てもらった理由は分かると思います。和樹さんの救きゆう出しゆつです」


　夕菜は二人を見回した。


「もはや猶ゆう予よはなりません。救出作戦をおこないます。和樹さんを助け、おごるメイドどもに一ひと泡あわふかすのです。皇こう国こくの興こう廃はいはこの一戦にあります」


　二人はまだピンときていないようであった。いきなり呼び出されてこれでは、無理もないが。


　凜が小さく手を上げた。


「方法はどうするのですか。私と玖里子さんは寮りよう内に入れますが、夕菜さんはそうもいかないのでは」


　凜と玖里子は夕菜と違い、引き続き寮内に住むことを許ゆるされていた。行動の自由もある。ただし部屋から廊ろう下かから、「お世話をするメイド」という名の監かん視しがついていた。
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「それにこの寮全体もメイドによる監視下にあります。昼間は見張りを立て、夜や間かん巡じゆん回かいもおこなっていますから、夕菜さんは侵しん入にゆうも難むずかしいと思います」


　メイドたちは外がい敵てきの攻こう撃げきに備そなえ、警けい戒かいを解といていない。自じ動どう小しよう銃じゆうを構かまえたメイドが庭でも巡回しているのだ。二人がテント内にいることすら、相当危き険けんなのである。


「考えてあります」


　夕菜はテントの床ゆかに地図を広げた。


「わたしはここしばらく、テント生活をしながらずっと寮を観察してきました。特に歩ほ哨しようの配置、巡回経けい路ろと時間を注意深くチェックしました。確かに水も漏もらさぬ警戒でしたが、一か所だけ穴があります」


　寮のところに指で丸を作る。


「屋や根ねの上です。ここから侵入します」


「屋根？」


　玖里子が疑ぎ問もんを呈ていした。


「彩雲寮の屋根は尖とがっているわよ。足がかりもないんじゃない」


「そこなんです。メイドもそう思っているはずです。でも、外から見れば尖っているんですが、わずかに平らな部分もあるんです。朝霜寮とくっついたときに、平へい坦たんになったんです」


　かつて彩雲寮と朝霜寮は別の建物だったのだが、和樹の魔ま法ほうによって一体化したのである。そのときの名残なごりであった。


「これを使います。ここを足場にして寮内に侵入します」


「どうやんの。ヘリでも呼ぶ？」


「そんなことをしたら、一キロも先からばれちゃいます。隣となりの建物を使うんです」


　夕菜は寮の隣にあるマンションを指さした。


「まずここに侵入します。屋上に上がり、そこからロープを張って寮の屋根に移うつるんです。幸いここ数日の天気は曇りで月が出ていません。地上から発見される可か能のう性せいは相当低いです」


「でもロープを張って綱つな渡わたりなんて、そんな危険な」


「まかせてください。わたしは山岳部でずっと特とつ訓くんを重ねました。綱渡りどころか雪山の縦じゆう走そうからフリークライミングまで、一通りできるようになったんです」


　彼女は袖そでをめくった。そこには無数の細かい傷きず痕あとがついていた。


「準備だって怠おこたりありません」


　毛もう布ふをめくる。そこには侵入用の道具がずらりと並ならんでいた。


　特とく殊しゆ部ぶ隊たいが着るようなノーメックス製のアサルトスーツ。空くう気き圧あつで打ち出すロープ銃じゆう。夜や間かん暗あん視し装そう置ち。他にもロープやらブーツやらナイフやら。


　火器こそないが、まるで兵へい隊たいの個こ人じん装そう備びか銀ぎん行こう強ごう盗とうの見本市であった。


「ミリタリーの即そく売ばい会かいで売り出したら良い値ねがつきそうね……」


　玖里子は感心したようにうなずいた。


「三人分あります。これでメイド共に復ふく讐しゆうするんです！」


　凜と玖里子は「げっ」と呟つぶやいた。


「私たちの分まで？」


「あたしもやんの？」


「当然です！　和樹さんの危機なんですよ、全員が協力しないでどうするんですか！　イギリスでもやったじゃないですか！」


「でもここは日本だしねえ。和樹も捕まってるわけじゃ……」


「メイドと一緒はイコール捕まるです！」


「あたしたちはロープを渡ったり、クライミングの訓練は受けてないわよ」


　困ったように玖里子が言う。


「事じ故こでも起こったら目も当てられない……」


「事故がなんです！　わたしがサポートするから平気です。和樹さんをなんとしても救出するんですから！　これをわたしたちのジョナサン作さく戦せんにしてみせます！」


「イーグルクロー作戦にならなきゃいいけどね」


　玖里子が嘆なげいた。前者はイスラエルの特殊部隊がエンテベ空港で成功させた救出作戦。後者は失敗に終わったアメリカのイラン大使館救出作戦である。


　もちろん夕菜はそんなことは聞いていない。スーツを二人に押しつける。


「さあやりますよ。着き替がえてください」


「今からやんの!?」


「そうです。メイドどもはわたしがサバイバルに忙いそがしいはずだと油ゆ断だんしています。それに天気も良くありません。こんな機会を逃のがしてなるもんですか！　出動です！」


　夕菜はぐっと拳こぶしを握った。


　玖里子と凜は顔を見合わせると、深々とため息をついた。





　彩雲寮の隣のマンションは、かなり以前に建けん設せつされたものだった。そのため管かん理り人にんはいるもののオートロックではない。おかげで夕菜たちは楽々入り込めた。


　壁かべを乗り越こえたのではなく、正面玄げん関かんから堂どう々どうと入る。不自然なくらい大きい荷物を抱かかえているものの、女の子三人組のためか、管理人はとがめなかった。


　エレベーターで最上階まで昇のぼる。そこから非ひ常じよう階かい段だんを使った。好こう都つ合ごうなことに、屋おく上じようへ通じる扉とびらには鍵かぎがかかっていなかった。


　屋上の風は冷つめたい。夕菜は腰こしをかがめ、早歩きで端はしまで行く。そこからは彩雲寮がうかがえた。


　彩雲寮の屋根は、目線よりも下にあった。


　着地予定地点の真下には、ひとつだけ窓があった。そこは廊下の突き当たりに位置する。日ひ頃ごろは閉しめきってあり、使われていない。屋根に降り立ったあとは、ここを利用して寮内に忍しのび込こむ計画であった。


　手て招まねきをして残る二人を呼び寄せる。凜と玖里子は、同じように腰をかがめて寄ってきた。


「あれです。分かりますか？」


「……分かりますが」


　凜が小さい声で答える。


「ずいぶん狭せまいですね」


　彩雲寮の屋根は朝霜寮と合体したせいで、前ぜん衛えい美び術じゆつのようにごちゃごちゃしている。夕菜の指し摘てきした平らな部分は、まさに猫ねこの額ほどの面めん積せきであった。


「あそこに降りるのは、相当骨ほねです」


「なせばなります」


　夕菜はバックを開け、ロープ銃を取りだした。先端に黒く塗ぬられたロープを取りつける。肩かたに担かついだ。


　風が強い。凜は片手を風よけにしていた。


「ロープを引っかけるところがありますか？」


「出っ張りはあるみたいね」


　玖里子が暗視装置つきの双そう眼がん鏡きようをのぞきながら答える。


「でもあそこを狙ねらうには、かなりテクニックが必要だと思うけど……」


「二人とも、離れてください」


　夕菜が狙いをつけた。


　ぼひゅっと音がしてロープが飛び出した。放ほう物ぶつ線せんを描えがいて彩雲寮へ向かっていく。


　屋根に乗った。


　夕菜はロープを引っ張った。何度かたぐり寄せられるがすぐに引っかかり、動かなくなった。鉄てつ製せいの手すりに通して結び、しっかり固定する。


　彼女はハーネスを身につけた。手すりから乗り出し、Ｄ型リングをロープに通す。もう一度引いて、弛ゆるんでいないか確認をした。


「先に行きます。着いたら合図をしますので、手はず通りに」


　ロープにぶら下がろうとする。


　すると彩雲寮の窓に、明かりが灯ともった。





　和樹は廊下の天てん井じようを見上げた。なにか屋根の上に落ちたような音がしたのだ。


（……なんだろ）


　しばらく見ていたがなにも起こらない。頭かぶりを振ふって歩き出す。


　廊下の突つき当あたりまで来る。電でん灯とうを点つけて窓を開けた。


　夜の庭を眺ながめる。しんと静まりかえっていた。夕菜がいるはずのテントも、暗いままだった。


　和樹はため息をついた。


　夕菜のテント生活はもう一か月近くになる。電気も水道もガスもないのだからさぞ不便だろうと思うのだが、驚きよう異い的てきなサバイバル能力で生活を続けている。完全に自じ給きゆうしており、授業も手を抜ぬいていない。風ふ呂ろは銭せん湯とうに行っているらしく、常じよう連れんとも仲良くなったというのだから大したものだ。


　和樹としては「意い地じを張らずに寮に戻ればいいのに」と思うのだが、そうもいかないらしい。メイドの言うとおりになるのはプライドが許ゆるさないというのだ。仲良くなる余よ地ちは薄うすい。


　じゃあリーラはというと、こっちも口では「宮間様を歓かん迎げいします」と言っているものの、とても友好的とは思えない。すっかり邪じや魔ま者ものとして認にん識しきしているらしい。とにかく冷ややかなのである。


　どうにかして和わ解かいさせる方法はないものかと思う。和樹は心しん情じようとしては当然夕菜の味方である。しかし、だからといっていまさらリーラを完全に拒きよ絶ぜつすることもできない。メイドたちの気持ちも、純じゆんではあるのだ。


　メイドがどうして自分なんかに仕つかえたがるのかは謎なぞだ。ロンドンに本部のある協会とやらの方ほう針しんなのだろうか。リーラを筆ひつ頭とうにあれだけできる娘こたちなら、どこへ行っても雇やとい主には困こまらないだろう。


　色々と、結けつ論ろんの出る問題ではない。もっとも、この優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが戦争状態に拍はく車しやをかけているとも言える。


　和樹はなんとなく夜空を見上げた。月も星もない。


（……？）


　変な感じがする。黒い、一本の線が走っているような気がするのだ。向かいのマンションから屋上に伸のびていた。


「なんだろ……？」


「式森様」


「わっ」


　突とつ然ぜん声をかけられ、和樹は跳とび上がった。


　いつの間にか背はい後ごにリーラがいた。


「どうなさったのです。このようなところで」


「い、いや、なんとなく」


「夜風は当たりすぎると身体からだへの毒どくとなります。お気をつけられますよう」


「いや……こう見えてもそれなりに丈じよう夫ぶだから」


　実はかなり修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けている。怪け我がと病気には強い体たい質しつなのだ。もっぱら夕菜の嫉しつ妬とによって引き起こされた修羅場ではあるが。


「そうおっしゃるのでしたら」


　納なつ得とくしきっていない様子ではあったが、止めはしなかった。


「あのさ、リーラ」


「はい」


「その……日本にいていいの？　なんとかって協会に逆さからうことになるんじゃ」


「ＭＭＭのことならお気き遣づかいはいりません。メイドはご主人様に仕えることが全すべてに優ゆう先せんされます。前例もございます」


「でも、僕じゃ仕えがいもないような」


「そんなことはありません。前のご主人様も、式森様のことを高く評ひよう価かしておられました」


　リーラはゆっくり微笑ほほえんだ。


　雲は厚あつく夜空を覆おおっている。夜風は相変わらず冷たかった。


「でもなあ……」


　リーラの目が、わずかに細められる。


「……なにか、わたしたちのことでご不満でもございましたか？」


「ん、なに？」


「いきなりＭＭＭのことをおっしゃるものですから……。もしメイドの誰かにミスがありましたら、わたしがきつく注意をしておきます」


「いやそうじゃなくて……。なんでもないよ」


　慌あわてて和樹は言った。しかしリーラの顔はますます曇る。


「もしわたし個こ人じんの失しつ態たいでしたら……ミスをしないよう心がけてはおりますが、まだまだ未み熟じゆくなメイドでもあります。そうでしたら、ためらうことなく解かい任にんをお命じください。後任を推すい薦せんののち、この地を離はなれます」


　やや青白くなっていたものの、メイド長の表情は真しん剣けんそのものであった。


「式森様にお仕えするのがわたしの役目。もしご信しん頼らいを得られないようでしたら、メイドとしての価か値ちはありません。二度とお目にかかることのないよう姿すがたを消す所しよ存ぞんでございます。どうぞ遠えん慮りよなく……」


「そうじゃない、そうじゃないって」


　和樹は手を振った。


「ちょっと考えごとをしていただけなんだ。そんなに深しん刻こくにならなくていいよ」


「そう……ですか」


　ほっとしたらしい。表情が軟やわらかくなっていた。


「申し訳ございません。思い込みが過ぎたようです」


「いや、リーラもそういうところがあるんだなって思うけど……」


「しかし式森様、なにかお悩なやみでも」


「悩みってほどでもないんだけどね」


「……できることでしたら」


　リーラがすすっと近づいた。


「できることでしたら、わたしにご相談ください。カウンセラーとしての訓練も受けております。式森様の健けん康こう状じよう態たいを把は握あくするのも大切な役目です」


「それほどでも……」


　曖あい昧まいな返事をする。しかしリーラは心配になったか、和樹のことを覗のぞき込むようにした。


　薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみが接せつ近きんする。じっと見つめられ、和樹はどきどきした。なんだかんだ言いながらも、リーラは大変な美人なのだ。


「……お顔が赤くなっています。熱があるのかもしれません」


「違ちがうんじゃないかな……」


　リーラが和樹の手を取る。手首を指で押さえ、脈みやく拍はくを計はかった。


「……早いようです」


「それはそうかも」


「もしご病気でしたら、一いつ刻こくも早く療りよう養ようされませんと」


　彼女の手のひらが、和樹の額ひたいに触ふれた。


　柔やわらかな肌はだの感かん触しよくがした。





「あーっ、あんなことしてる！」


　夕菜が怒ど声せいを上げた。窓まど内うちの人ひと影かげは小さかったが、彼女は驚きよう異い的てきなやきもち能力でなにをしているのか捉とらえていた。


「和樹さんの熱なんか計っちゃって、リーラ、許しませんよ！」


　ロープにしがみつき、一刻も早く向かおうとする。そこを玖里子と凜が必死で抑おさえた。


「待ちなさいよ。そんなに怒ってちゃ、事じ故こ起こすわよ」


「もう少し冷静に……」


「だってあんな、恋こい人びと同士みたいに！　恋人って言うか、夫ふう婦ふって言うか、患かん者じやと看かん護ご婦ふって言うか、とにかくくっつきすぎです！」


　再びロープを摑つかもうとする。


「だからまだ駄目だって」


　玖里子と凜は、無理矢理引っ張ってロープから引き剝はがした。


「離してください！」


　夕菜は暴れ続けた。





　注意深くしていれば、和樹にも隣のマンション屋上での騒そう動どうを見つけられたかもしれないが、あいにくそんな余よ裕ゆうはなかった。


「……熱はないようです」


　リーラが手を引っ込め、和樹はほっとした。


「風か邪ぜをひかれてはいないようですが、やはり夜風にはお気をつけください」


「そうするよ……いや、実は夕菜のことを考えていたんだ」


　和樹は正直に言った。


「宮間様、ですか」


「うん。なんていうか、君たちと仲直りできないかなあって」


「……それは構かまいませんが」


　今度は声が硬かたくなっていた。さすがに悪口を言ったりはしない。


「宮間様がどうお思いになるかにもよりますので」


「うん。そうなんだけど、なにかいい方法があるんじゃないかってね」


「宮間様がお考えを変えるのなら、わたしたちはいつでも歓迎いたします。ですが、あの方はわたしたちを排はい除じよすることを目標とされております」


「そうなんだよねえ……」


　夕菜のモットーは「全てのメイドに神の鉄てつ槌ついを！　地じ獄ごくの業ごう火かで焼やき尽つくせ！」なのである。心の底からメイドが嫌きらいなのだった。


「それに、宮間様を奥おく様とお呼よびするのは、やはりためらいがございます」


「別に呼ばなくても」


「式森様がそうであっても、宮間様は伴はん侶りよであると主しゆ張ちようなさるでしょう。それを女としての感情が許さないのです」


「……えっ？」


　つい訊きき返す和樹。しかしリーラは深々と頭を下げた。


「失礼いたしました。愚おろかなメイドの独ひとり言ごとです。どうかお忘わすれになってください」


「いやよく聞こえなくて」


「さ、夜も更ふけて参まいりました。夜風が障さわります。お部屋にお戻りください」


　リーラが窓を閉しめた。


　和樹は軽くうなずくと、部屋へと戻った。本当に寒くなってきたので、早く暖だん房ぼうにあたりたかった。


　彼は後ろを振り向かなかった。そのため、リーラが携けい帯たい電でん話わで誰かを呼びだしていることに気がつかなかった。





　窓が閉まってほっとしたのは玖里子と凜であった。なにはともあれ、夕菜が暴あばれるのを止めたためである。


　しかし口では文もん句くを言い続けていたりする。


「リーラ、和樹さんと二人きりになるなんて！」


「叫さけんだって聞こえないわよ。ていうか、聞こえちゃまずいんでしょ」


「許さないったら許さない」


　それでも玖里子がなだめたおかげで、夕菜はようやく冷静になりつつあった。


「ああもうリーラめ……。一刻も早く和樹さんを助けないと」


　あらためてロープを握にぎる。Ｄ型リングをつけ直した。ハーネスには別のロープを取りつけた。


　そして手すりを越こえ、ぶら下がる。


　地面まで相当な高さがあった。しかも暗いので、かなりの恐きよう怖ふ感かんをともなう。


　だが夕菜はためらわない。ぶら下がりながらも、ロープを摑んで身体を引き、着実に彩雲寮まで進んでいく。


　やがて屋根に到とう達たつした。周囲を確かく認にんし、ハーネスにつけてあったロープを屋根の突とつ起きにに結びつける。


　これでロープが二本になった。夕菜はペンライトで合図をした。


　やがて補ほ助じよ器き具ぐに支ささえられた玖里子がやって来た。続いて凜。


　三人も乗ると、屋根上の平へい坦たん部ぶはいっぱいになっていた。


　次はそこから下の窓に移る。やはり夕菜が先頭だ。


　窓にはひさしが張りだし、ちょっとしたオーバーハングになっていた。彼女は山岳部での特とつ訓くんを生かし、支えもなしで楽々乗り越える。


　小さな突起に手をかけ、くるりと回転。片手でぶら下がったまま、ガラス切りを取りだした。窓に穴あなを開けて、鍵かぎを外した。


　そっと侵しん入にゆう。電気の消された廊下は静かであった。素す手でで床ゆかを触さわる。


（まだ暖あたたかい……。それにリーラの残のこり香がが……くっ）


　さきほどのことを思い出し、怒りがぶり返してきた。


　上から縄なわばしごが下ろされる。夕菜が窓まど枠わくに固定。それを伝って玖里子と凜は降りてきた。


　三人は無ぶ事じ寮内への侵入に成功した。


（これからどうするのです）


　凜が囁ささやく。


（もちろん和樹さんを助けます）


（助けたあとはどうします）


（玄げん関かんから正しよう面めん突とつ破ぱです！）


　夕菜ははやる心を抑えつつ、ゆっくりと足を踏ふみ出した。和樹の部屋はもっと下だ。そこにつくまでは慎しん重ちようになる必要があった。


　ほどなく階かい段だんが見えた。


　彼女は立ち止まって耳を澄すませた。凜を手招きした。


（凜さん、聞こえますか）


　こつ、こつと足音がしている。


（メイドですか）


（巡じゆん回かいです）


（私がやりましょうか）


（いえ、わたしが行きます。なにかあったら援えん護ごしてください）


　彼女は大きく息を吸った。床を勢いきおいよく蹴ける。


　まるで滑すべるように階段を駆かけ下おりた。メイドの後ろ姿が見える。なにごとかと振り返ろうとしていた。だがそれより前に、夕菜の手がかかる。


　身体を摑つかみ、手で口を塞ふさいだ。なにか言おうとするのを押さえつけると、強ごう引いんに階段まで引っ張る。


　侵入に使ったロープで縛しばり上げる。凜と玖里子の前に転ころがした。


　そして腰こしからナイフを抜き、メイドの首くび筋すじに当てた。


「大声を出したら……分かりますね」


　メイドは返事をしなかった。だが逆さからうそぶりは見せなかった。


「いい子です。聞きたいことがありますから、答えてもらいます。和樹さんは自分の部屋にいますか？」


　メイドは答えようとしなかったが、ナイフの重みを感じたか、渋しぶ々しぶうなずいた。


「それは好こう都つ合ごう。じゃあリーラはどこにいます」


「……知らん」


「噓うそつかないでください」


「噓などついていない。あの方は自室で休まれないのだ。休んだところを見たものは誰だれもいない。夜中といえど、リーラ様はひとところに落ち着かれないのだ」


「疲つかれ知らずのスーパーメイドってことですか。でも今はどこかにいるはずですよね」


「知らんと言っただろう」


「絶ぜつ対たいに知っています。あのドイツ人は時間に正せい確かくです。今、なにかをしているはずですし、あなたたちにも伝えているはずです」


　メイドが黙だまる。夕菜はますますナイフに力を込めた。


「沈ちん黙もくは金きんではありませんよ」


「……式森様のお部屋だ」


　無む念ねんそうに、メイドが口を開いた。


「今の時間はお夜食を持っていく。これだけはリーラ様がご自分でおこなう」


「自分でって……和樹さんと二人きりですか！」


「リーラ様と式森様がなにをなされようと、わたしたちは支し持じする」


　メイドはかすかに笑った。


「リーラ様は素す晴ばらしいお方だ。式森様をどれくらい慕したっているか、わたしたちは全すべて承しよう知ちしている。むしろ関係を結むすばれるよう願っているくらいだ」


「……生意気な！」


　夕菜はメイドの口にガムテープを何重にも貼はりつけた。階段の隅すみに蹴けり飛ばす。


「リーラ、許さない！」


　彼女は怒りに身を任まかせ、ダッシュで和樹の部屋へと向かった。





　ノックが聞こえたので、和樹は「はい」と返事をした。ちょうどパジャマに着き替がえようと思っていた時であった。


「失礼します」


　入ってきたのはリーラであった。手には銀ぎん色いろのトレーを持っている。


「お夜食をお持ちしました」


　トレーに載のっているのは、お茶ちやと巻まき寿ず司しであった。


「リーラが作ったの？」


「はい」


　料理が得意だろうとは思っていたが、和食もできるらしい。


「ありがとう。そこに置いて」


　和樹の言うとおりに、彼女はテーブルの上に載せた。


　メイドたちがリフォームしたおかげで、和樹の部屋はヨーロッパの富ふ豪ごうの寝しん室しつみたいになっている。テーブルも、丸く切った樫かしの木でできていた。


　和樹は椅子に座すわった。これも樫の木を組み合わせたものだ。


　巻き寿司をつまむ。美び味みだ。


　変な気分だった。ヨーロッパ風の自室で夜食に寿司を食べている。さぞかし変わった光景だろう。なんにせよ、学校の寮りようとは思えない。


　もっとも寿司の味が不ま味ずくなるわけでもない。和樹は遠えん慮りよなく頰ほお張ばった。


　それをリーラはじっと眺ながめていた。


「……リーラ、座ったら」


「いえ、わたしはここで。式森様と席を共にするのは、メイドとしての職しよく分ぶんを越こえます」


「いいから座ってよ。観かん察さつされているみたいで、具ぐ合あいが悪い」


「しかし……」


「僕がいいって言ってるんだから」


「……そうまでおっしゃるのでしたら」


　彼女は向かい合わせに着席した。


「お茶はいかがですか」


「お願い」


　リーラが急きゆう須すを取り、さっと湯ゆ飲のみに注そそぐ。動きに無む駄だがなかった。


「どうぞ」


　和樹は湯気の立つ湯飲みを手にとって、口につけた。


　お茶もまた、美お味いしかった。思わず「うまい」と呟つぶやく。


　そんな反はん応のうを見て、リーラも満足そうにしていた。


「リーラはなんでもできるんだね」


「メイドとしてのつとめを果たしているだけです」


「どう考えても僕にはもったいないと思うんだよなあ」


「どうしてでしょう」


「だってこれだけの女性なら、別に僕でなくても」


　そう口にしながら、和樹は「でもまた『そんなことはございません』とか言うんだろうなあ」と思っていた。しかし、


「……式森様は、わたしのことがお嫌きらいですか？」


　意外な台詞せりふに、和樹は言葉を詰つまらせた。


「ずっとわたしのことを避さけておいでです。それほど、わたしのことを嫌われているのでしょうか」
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「い、いや、そんなこと……」


「しかし避けておられます」


　彼女の顔は、真しん剣けんそのものであった。


「わたしは未み熟じゆくなメイドでございますし、至いたらないところがあることも分かっているつもりです。指し摘てきしていただければ、直すよういたしますが……」


「そうじゃないって……」


「ご主人様とメイドの間には、なによりも信しん頼らい関かん係けいが重要とされています。式森様との間にそれがなされないのは、やはり……」


「気にしすぎだよ。いや、僕が気にしすぎなのかな。とにかく、リーラのことが嫌いなんじゃないって。満足してる」


　湯飲みの中身を飲のみ干ほそうとした。


「あまり飲まれると、眠ねむれなくなります」


「そ、そうなんだ」


　リーラは湯飲みを受け取り、そっと脇わきに置く。


「嫌いでないと言われるのは嬉うれしいことですが。まだ式森様の信頼を得てはおりません」


「信頼してるっていうか、してないっていうか……」


　なにしろ和樹にしてみれば、メイドを雇やとったのではなく押しつけられたのである。彼女たちは信頼というのとちょっと違ちがったポジションにいる。


「あー、でも、料理とか掃そう除じとかは信頼しているよ。リーラたちは抜ばつ群ぐんにうまいからね」


　安心させようと笑顔を作る。


「ありがとうございます」


「ただその、僕は学生でメイドさんをもてる身分じゃないからさ。やっぱり遠慮しちゃうんだよね」


「お気になさることはありません」


「でも学生っていうのはね。メイドさんってこう『従したがえる』って感じじゃない。若わかい女の人ばかりだし。僕はそういうの苦手なんだよ」


「それは宮間様たちにも、ですか？」


「んー」


　和樹はしばし考えた。


「夕菜たちは違うかな。夕菜も玖里子さんも凜ちゃんも、前は苦手だったけど、今は気楽だね。あまり苦手ってことがないや。……なんでだろ」


「…………」


　リーラが押し黙った。


　じっと視し線せんを和樹から外はずさない。なにか思いつめているようにも感じられた。


　沈黙がずっと続くことになった。


「えーとあの、リーラ……」


「……足りないところをおっしゃってください」


　リーラがぽつりと言った。


「どのようなことをしても、それを埋うめて見せます。式森様の満足のいく存そん在ざいであるように……」


「だから満足してるって」


「宮間様にあって、わたしにないところです」


　はっきりと、聞こえるように彼女は言った。


「え、え……？」


「わたしになにが足りないのかお教えください。それさえ埋まれば、宮間様を越えることができるのですね？」


「えと、えと……」


「式森様との関係が深まるのですね？」


　和樹はおろおろしていた。リーラの台詞が理り解かいできないのだ。いや、本当は理解できているのだが、知りたくないのかもしれない。そもそもこれは、メイドとしての言葉なのだろうか。


　和樹とは対照的に、リーラはしっかりと返答を待っていた。


「式森様……」


　とその時。


「リーラ！」


　轟ごう音おんがして、扉が開いた。


　黒っぽいスーツを着た少女が三人立っていた。先頭は当然夕菜。


「なにをしているんです！」


　彼女はナイフ片かた手てに飛びかかろうとする。だが。


「そこまで」


　こう言ったのはリーラではなかった。


　彼女たちの背はい後ごにいた、ネリーであった。


　いつの間にか、夕菜たちの背後に、ずらりとメイドの集しゆう団だんが並んでいたのだ。全員銃じゆうを構かまえ、ぴたりと狙ねらいをつけている。


「くっ……」


　夕菜は歯ぎしりした。何人かのメイドが近寄って、武ぶ器きや装そう具ぐを取り上げた。


　リーラは椅い子すから立ち上がった。表情を変えずに、三人を眺める。


「夜中にご苦く労ろうなことです」


「リーラ、分かってたんですね」


「見張りを少なくしておきました。侵入しやすいよう警けい戒かいも緩ゆるめました。式森様のお部屋の周囲に人員を配しておけば、それで事足ります。時間も分かっていましたから、これほど楽なこともありません」


「どこでわたしの計画を知ったんです」


　リーラはにやりとした。


「缶かん詰づめです」


「あっ……」


「あの缶詰のうち、ひとつは盗とう聴ちよう器きになっています。今日の打ち合わせなどは筒つつ抜ぬけでしたね」


「よくも！」


　詰め寄ろうとする夕菜。だが全身をメイドたちに押さえられる。


　リーラから近寄った。


「乱らん暴ぼうな女性です。どうして式森様が気にかけるのか分かりません」


「当たり前です。奥おくさんなんですから」


「そう主張しているだけでは」


「和樹さんはわたしのものなんです！」


「ほう」


　リーラはふっと笑った。すうっと、夕菜の耳元に口を近づけていく。


　なにごとか囁ささやいた。


　夕菜がきょとんとした。やがて顔が青くなり、それから真っ赤に変へん貌ぼうしていく。


「こらーっ、リーラ！」


　銀ぎん髪ぱつのメイドは、怒いかり狂くるう夕菜を無む視しした。連れていくよう部下に指し示じする。


　三人は引っ立てられるようにして部屋から連れ出された。


「離してください！　リーラ、リーラ！　よくも言いましたね。よくも、そんなことを！　許しません、絶対に許しませんから!!」


　夕菜の声は小さくなり、やがて聞こえなくなった。


　和樹にはなにも分からない。実はリーラは、夕菜にこう囁いたのだ。


「ならば奪うばってみせよう。式森様はわたしのものだ」と。


　だが今は、二人以外このことは知らない。


　リーラは何事もなかったかのように和樹に向かい、深々と腰を折おった。




第四章　大（メイドからの）脱走



　　　　～THE GREAT ESCAPE（FROM MAID）～











　宮みや間ま夕ゆう菜なの前に立ったリーラは、自分ではなにもしなかった。ただ部下のメイドが身しん体たい検けん査さをしているのを、じっと眺ながめているだけであった。


　夕菜もされるがままであったが、その眼めはしっかりと、リーラの整った、機き能のう美びのような顔をとらえて離はなさなかった。


　やがて検査が終わり、メイドがリーラに軽くうなずいた。


「宮間様」


　リーラが言った。


「武ぶ器きは持っていないようですね」


「リーラ、この前のように奥様と呼びなさい」


「宮間様」


　メイド長ちようは続けた。


「今後、寮りよう内ないにおいてはこの部屋で生活していただきます」


「当たり前です。ここはわたしの部屋です」


　低い声で夕菜は言うが、リーラは意に介かいしていなかった。


「食事以外に室内から出ることは許きよ可かしません。全すべてはここでまかなっていただきます」


「馬ば鹿かなことを言わないでください。お休みの日も、ずっとここにいろと言うのですか」


「そうです」


「わたしは囚しゆう人じんですか！」


　思わず手を振ふり上げる夕菜。


「自由もなにもなしですか!?」


「囚人です。捕ほ虜りよとも言います」


「捕虜ですって！」


　激げつ昂こうした夕菜はリーラに詰つめ寄よった。息がかかるくらい顔を近づける。


「口を慎つつしみなさいリーラ。わたしは和かず樹きさんの妻つまです。これが、夫の召めし使つかいが妻にすることですか」


「……もはやわたしたちは、あなたを式しき森もり様の妻とは認みとめていません」


　わたしたちとは、リーラを長とする第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの全てのメイドたちのことである。


「式森様にまとわりついているただの女ひ性と、と思っています。このままでは式森様に悪い影えい響きようを与あたえかねません。ご主人様に仕えるメイドとして、有ゆう害がいな人物は排はい除じよします」


「ゆ、有害とはなんですか!!」


　摑つかみかかろうとする夕菜。そこを他のメイドたちに取り押さえられる。


「大人おとなしくなさってください」


「これが大人しくしてられますか！　どの口がそんなことを！」


　リーラは薄うすく笑って自分の唇くちびるを指さす。その仕草がまた、夕菜のカンに障る。


「ふざけないで！」


「そうですね。ふざけるのは止やめましょう。わたしもそれほど暇ひまではありません」


　言外に、「いつまでもお前の相手をしていたくない」と語っていた。


　夕菜はリーラの部下によって、強ごう引いんに椅子に座らせられた。拘こう束そくこそされなかったが、二方向からＭＰ40サブマシンガンを突きつけられていた。


　暴あばれることもできず、夕菜はせめてもの攻こう撃げきとばかり、リーラを睨にらみつけた。


　リーラの表情は変わらない。


「なにも命まで取ろうというわけではありません。どうぞ生活なさってください。勉学の邪じや魔まもしたりはしません。節度さえ守れば、不自由はしないはずです」


「……じゃあ和樹さんに会わせてください」


「許可しません」


「それです！」


　夕菜は叫ぶ。


「和樹さんとわたしの仲を裂さくんでしょう！」


「式森様の幸こう福ふくを考えているだけです」


「噓うそばっかり！　こうやってわたしを閉とじこめて、リーラが和樹さんを盗とるつもりです！　そうでしょう!?」


　リーラは肯こう定ていも否ひ定ていもしなかった。代わりに部下のメイドに顎あごで合図をする。


「行くぞ」


　リーラたちは部屋を出ていく。


「ごまかさないで！　リーラ、この卑ひ怯きよう者もの！　ここから出して、出しなさい！　こらーっ!!」


　夕菜の絶ぜつ叫きようも空むなしく、部屋の扉は静かに閉しまった。





　式森和樹は騒さわぎに顔を上げた。


　彼の室内は、メイドたちによって豪ごう勢せいなものにリフォームされていた。扉も窓も、ヨーロッパ製せいの立りつ派ぱなものに替えられ、防ぼう音おんも完かん璧ぺきである。それでも物音が聞こえたのだ。


　和樹は扉を開けて、廊下に顔を出した。


「どうしたの？　騒がしかったけど」


「申し訳ございません。もうすみました」


　リーラは心配をかけないためか、優やさしく微笑ほほえんでいた。


　和樹はリーラたちの背はい後ごの扉を見つめた。


「……また夕菜？」


「……はい」


　多少の逡しゆん巡じゆんがあったようだが、正直にリーラは答えた。


「気が立っておられるようです」


「怒おこってるんだよね？」


「そのようです」


　リーラは和樹のことを勘かん案あんしてか、慎しん重ちようだった。


　またか、と和樹は思った。この二人が仲良くしているところを見たことがない。それどころか、普ふ通つうに話をしたことすらないのだ。もちろん戦争状じよう態たいなのだから友好的ではないだろうが、それにしても刺とげ々とげしすぎた。


「……もう」


　ため息をつき、和樹は出た。


「僕ぼくが会うよ」


「いけません」


　さりげなく、メイド長が和樹の前に立ちふさがる。


「宮間様は興こう奮ふんなさっています。式森様の身に万が一のことがあったら、わたしたちは一いつ生しよう後こう悔かいすることになります」


「僕なら大だい丈じよう夫ぶだよ。夕菜をいつも怒らせているし」


　苦笑いをする和樹。


　リーラはまったく笑わない。


「なおさら、式森様にお願いするわけにはまいりません。宮間様の激げつ昂こうに関しましては、わたしの責せき任にんでもあります。ここは処しよ置ちを任まかせられますよう」


　真しん剣けんに彼女は告げていた。


「……分かったよ」


　と和樹。


「そこまで言うならリーラに任せるよ。夕菜は頭に血を上らせやすいから、気をつけて」


「ご信しん任にん、恐おそれ入ります」


「……ただし、ね」


　ためらったあと、彼は付け加えた。


「夕菜を傷きずつけないことを、約やく束そくして」


「…………」


　リーラの顔が戸と惑まどったものになっていた。


「どうしたの？」


「……式森様の身に危き害がいが及およぶ範はん囲いでなければ……」


「リーラ」


　和樹は念を押すように言う。


「……かしこまりました」


　彼女は頭を下げた。


「宮間様に危害は加えません。誓ちかいます」


「ありがとう」


　ほっとする。ちょっと強く言いすぎたかと思ったが、安心した。やはり夕菜を傷つけさせるわけにはいかないのである。


「じゃあ、頼たのんだよ」


「お任せください」


　和樹は階下へ降りた。





　リーラは無む言ごんだった。メイドの一人が、不安そうに彼女を見ていた。


「リーラ様、よろしいのですか」


「なにがだ」


　リーラは表情を硬かたくして言った。


「式森様のご命令です。傷つけるなと……」


「お前は答えを言っている。命令である以上、絶対だ」


「しかし、宮間様は暴ぼう力りよく的です。現げん在ざいはまだ問題ありませんが、非ひ常じよう時じの想そう定ていも必要です。このままでは我われ々われの被ひ害がいが大きくなるかと」


「命令だ。武ぶ器き使用による攻こう撃げき、反撃はこれを禁きんずる。各隊に伝えろ」


「しかし……」


　リーラは冷たさのこもった声こわ音ねで言った。


「ネリー、我々はなんだ」


「……メイドです」


　小こ柄がらなメイドは答えた。


「そうだ。我々は戦せん闘とう員いんである前に、ご主人様に忠ちゆう実じつなメイドだ。式森様がああおっしゃっている以上、従したがわなければならない。お前は立場を忘わすれ、自分の理り屈くつを優ゆう先せんさせるのか？　宮間様がどうこうではない。我々の本ほん質しつにかかわるのだ」


「分かりました。愚ぐ問もんでした」


　申し訳なさそうに、小さくなるネリー。


「──とはいえ、やりづらくなったのも確かだ」


　リーラはふうっと息を吐はく。


「これでは武器は威い嚇かく以上の意味がない」


「回かい収しゆうしますか」


「それこそ手足をもがれるようなものだ。弾たまはなくとも、今まで通りにしておけ。あとは扉、窓から脱だつ出しゆつできないようにし、監かん視しを強化しろ。できる範はん囲いで全力を尽つくす」


「了りよう解かいしました」


「散さん歩ぽは禁止だが、食事はちゃんと与えておけ。へたな考えを起こさせないようにな」


「はい。この状態はいつまで継けい続ぞくさせますか」


「決まっている」


　リーラははっきりと言った。


「式森様が、あの女を諦あきらめるまでだ」





　　　　○





　寮りようの食堂は見み違ちがえるようになっていた。清せい潔けつではあったものの、素そっ気けない白しろ塗ぬりの壁かべばかりが目立っていたのだが、今は木もく製せいの薄うすい板いたが貼はられてログハウス風にリフォームされ、あちこちに観葉植物が飾かざられていた。目立つところには熱帯魚の水すい槽そうまで置かれて、どこかのリゾートホテルみたいになっていた。


　食事の時間なので混こん雑ざつはしていたものの、秩ちつ序じよは整っている。なにしろメイドが配はい膳ぜん係がかりとして全すべてをやってくれるのである。寮生たちはただ座すわっていればいい。


　夕菜には個こ人じん的にメイドがついていた。真後ろに控ひかえていて運ぶことから片かたづけまでやってくれる。だが特とく待たい扱あつかいではない。監視である。余よ計けいなことをしないよう見張っているのだ。これは一いつ緒しよに食事をとる風かぜ椿つばき玖く里り子こと神かみ城しろ凜りんも同様であった。


　夕菜は鶏とり肉にくをつつきつつ、顔を上げずに言った。


「見張りが強まりました。そちらはどうですか」


「そうね、快かい適てきと言えば快適ね」


　玖里子が返事をする。


「部屋も綺き麗れいに掃そう除じしてくれるし、風ふ呂ろの用意から室温の管理までしてくれて、楽よね」


「私も同じです。不自由はありません」


　と凜。二人とも、厳きびしくはないと言いたげだった。


　夕菜は首を振った。彼女からしてみれば、それがメイドの手なのである。部屋の掃除は禁きん制せい物ぶつ資しの隠いん匿とくをチェックするためで、室温管理はいつでもライフラインを遮しや断だんできるぞというポーズである。首根っこを摑つかんでいるのだ。


「油ゆ断だんは禁きん物もつです。外にも出られないんですから、籠かごの中の鳥です」


「でも夕菜ちゃん。あたしには外出させてくれるし、買い物も自由よ」


「私も制せい限げんはありません」


「え？」


　夕菜は顔を上げた。


「わたしはどこにも行けませんけど……」


「そうなの？　あたし、凜とデパートまで出かけたけど、別になんてことなかったわね」


　玖里子の言葉に、凜がうなずく。


「外から鍵かぎがかけられるとか、窓まどがほとんど開かないとか……」


「ないない」


　玖里子は言った。


　夕菜は歯ぎしりをした。彼女の部屋は廊ろう下か側からロックされるようになっており、窓には太い格こう子しが埋うめ込こんである。おまけに見張りのメイドが頻ひん繁ぱんに覗のぞきに来るのだ。行動の自由どころか、プライバシーも疑うたがわしい。登校も禁きん止しされていて、学校にはいつの間にか「具ぐ合あいが悪くなったので、寮で自じ習しゆうしたい」との届とどけ出がされていた。おまけにまたも多た額がくの寄き付ふ金が贈られており、学校側は目も耳も口もつぐんでいた。


　わざと玖里子、凜より厳しくしているのだ。三人の結けつ束そくを崩くずすためである。もともと夕菜の情じよう熱ねつのみで引っ張っているので、足あし並なみは乱みだれやすい。もちろん二人の外出には監視がついているだろうが、それでも閉じこめられているのとでは天と地ほどの差がある。


　効こう果か的てきな方法だと思わざるを得ない。夕菜と玖里子、凜の間には温度差ができつつある。表情を見ていれば分かる。前から乗り気ではない二人ではあるのだが。


　妥だ協きようしがちな二人を叱しつ責せきするように、夕菜は言った。


「目的を見失っては駄だ目めです。わたしたちは和樹さんを救出しなきゃならないんですから」


「そうだったっけ」


　再ふたたび玖里子。


「そうです！」


　夕菜はテーブルを叩たたいた。


　背後からメイドが寄ってくる。耳元で「他の方の迷めい惑わくになります。もう少し小さな声でお話しされますよう」と囁ささやいた。


　夕菜はそのメイドを睨にらむと「ふん」と鼻を鳴らした。


「とにかく和樹さんを連れてここから脱だつ出しゆつします」


「また？　前もそんなこと言って、こうやって捕つかまっちゃったわよ」


「あきらめたらそこで終わりです」


「どうやるのですか」


　凜が訊きく。


「これから考えます。どんな手しゆ段だんでもいいんです」


「しかし……」


　凜の疑ぎ問もんも分かる。以前と違い、今はメイドたちに捕とらわれているのだ。特に夕菜への監視は厳しい。なにしろ登下校も禁止されているのだ。自室は和樹の部屋の正面だが、接せつ触しよくはまったくあり得ない。


　だが彼女は、なんとかメイドの鼻をあかしてやりたかった。特にリーラには、もはやライバル心では片づけられないほどの対たい抗こう意い識しきを燃もやしていた。


　夕菜は腕うでを組くんだ。眉み間けんにしわを寄せ、小さな声でうなる。玖里子と凜が、まるで機き嫌げんの悪い犬を見るような目つきで眺めていた。


　ふと、目の前のスプーンが目に入った。


　頭にひらめくものがあった。





　　　　○





　それからしばらく、夕菜はおとなしくすごしていた。


　メイドの言うことは無視するものの、反はん抗こうはしなかった。決められた時間は守り、口答えもしない。とにかく静かにしていた。


　寮内でも目立った変化はない。メイドたちが夕菜と共に警けい戒かいしている外部からの攻こう撃げきもない。一度だけ火か災さい報ほう知ち器きが鳴ったことがあったが、誤ご作さ動どうと分かった。


　最初はぴりぴりしていたメイドたちも、夕菜がなにもしないので気を抜ぬいたか、放置するようになってきた。さすがにリーラは注意を怠おこたっていないが、表だって刺し激げきしてはこなかった。
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　このように夕菜はメイドに従っていたのだが、もちろん心には脱だつ走そう計画を秘ひめていた。それを最初に気づいたのは凜だった。


　ある日、夕菜は凜に声をかけられた。


「夕菜さん、土仕事ですか？」


「え……？」


　夕菜は首をかしげた。


「どうしたんです、凜さん」


「いえ、夕菜さんの指が汚よごれているものですから」


「そうですか？」


「はい。爪つめの間が黒くなっています。土が詰つまっているのかと……」


　夕菜は素す早ばやく凜の口を塞ふさいだ。


「静かにしてください。聞かれたらことです」


「むが……」


「『イタチ』は目め端はしが利きくんです。もっと小さな声で」


「イタチですか……？」


　言われたとおり、声を潜ひそめる凜。


「ちょろちょろしているメイドのことです」


　夕菜の視線の先には、さりげないふりをしてこっちをうかがっているメイドがいた。


「なにをしてるか教えてあげます。というか、手伝って欲ほしかったんです」


　彼女はメイドがいなくなるまで待ち、凜を引きずって食堂に入った。とうに夕食は終わっていて、誰もいなかった。


　電気も点つけず、床に凜を座らせた。


「待っていてください。玖里子さんも呼んできます」


　夕菜はメイドに見つからないよう注意しながら、玖里子を自室から連れだした。ずっと静かにしていたためか、警けい戒かいが薄うすくなっていたのが幸いした。


　二人を前に、なるべく声を潜めて話をした。


「凜さんに玖里子さん、わたしがメイドに従したがってることは知ってますね」


　どちらも「それは知ってる」と答えた。


「でもそれはメイドどもを油ゆ断だんさせるためです。わたしの目的は、あくまで脱走です」


「どうやってるのよ」


　玖里子が訊いた。


「説明します。こっちに来てください」


　夕菜は手て招まねきをした。


　音を立てないよう、四つん這ばいになって食堂を這い回る。厨ちゆう房ぼうの中に入った。


　隅すみの、ダンボールが積つまれているところに行く。


「なにするつもりですか」


　凜がささやく。


　夕菜は返事をせず、服の襟えり元もとに手をやった。


　しばらくごそごそして、マッチを取り出す。


「夕菜さん、それはどうしたのです？」


「出入りの業者さんにわけてもらいました」


「そうではなく、夕菜さんはメイドの身体検査を何度も受けていると思いましたが……」


「バラバラにして襟に縫ぬい込んであるんです。こっちへ」


　床の一部に手をかける。力を入れると、ゆっくり持ち上がった。


　その下には、黒い穴あなが口を開けていた。


「夕菜さん、これは……」


「トンネルです。『トム』と呼んでいます」
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　彼女はマッチを擦すると、縦たて穴あなに備そなえつけたランプに近づけた。真っ暗な内部に、薄うすい灯あかりがともった。


　夕菜は二人をうながすと、シーツで作ったロープを伝わって下に降りた。


　かなり深い。内部は三人がようやく立てるくらいのスペースとなっていた。はっきりいって狭せまく、寒さむ気けもした。壁は土であり、湿しめっていた。


　そしてそこから、横穴が延えん々えん伸びていた。


　夕菜は二人に言った。


「これはわたしが準じゆん備びした脱だつ走そう用トンネルです。これを掘ほり進めるんです」


　玖里子と凜は目を丸くした。


「トンネルって……」


「夕菜さんがずっと掘っていたのですか？」


　夕菜は首しゆ肯こうした。


「そうです。わたしはずっと、この作業をやっていました。メイドから目立たないようにしていたのも、そのためです」


　玖里子は横穴をしげしげと眺めていた。


「よく見つからなかったわねえ」


「厨房は生徒が練習で使うことがありますよね。ですから、メイドの監視も緩ゆるいんです。うちの生徒が家庭科の練習をしている時を狙ねらってお金をつかませて、見み逃のがしてもらいました」


「どうやって掘ったのよ」


「これです」


　土の壁に刺ささっていたスプーンを抜いた。もっともスプーンの形を保たもっているのは柄えだけで、先はブリキの板でスコップ状じようになっていた。


「食事中に持ち出して、改かい造ぞうしました」


　その作業量を示しめすかのように、夕菜の指はマメだらけであった。


「魔ま法ほうの力も借かりますけど、基き本ほんはこれで作業します」


「確かメイドって、魔法探たん知ちの機き器きも据すえつけていなかった？」


「だからここまで深くしました。これだけあれば探知も利ききません」


「でも、縦たて穴あなはどうやったのよ。寮の基き礎そってレンガかコンクリートだったと思うけど」


「魔法で一気に打うち抜ぬいたんです。見つかりそうになったので、火か災さい報ほう知ち器きを鳴らしてごまかしました」


　夕菜は淡たん々たんと事実を述のべた。二人は口をぽかんと開けて、その執しゆう念ねんに驚きよう嘆たんしていた。


　凜が恐おそる恐る横穴を覗のぞき込む。


「これは、どれくらい掘るつもりなりですか」


「それほど長くはありません。庭に出るまでです。寮りようの正門のすぐわきで地上に出る予定です。道路は舗ほ装そうされてますから、そこまでが限げん界かいです」


「もしかして……私たちも？」


「そうです」


　夕菜は「当然だ」とのニュアンスを台詞せりふに込こめた。


「全員の協力があればきっと成功します」


　彼女は改かい造ぞうスコップを玖里子に手て渡わたした。


「交代で掘ってください」


「え、あたしが」


「そうです」


　玖里子がうんざりしたような顔をする。横穴は狭く高さがない。這って入らなければならず、不ふ自し然ぜんな姿し勢せいで作業をしなければならないことは明らかだった。それに服や髪かみの毛が汚よごれる。


「あたし閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しようなのよ。暗くて狭いところ駄目」


「ブロンソンみたいなこと言わないでください。さあ、作業開始です」


　夕菜は玖里子を横穴に押しやった。


「凜さんここで待たい機きして、土を避よけておいてください。玖里子さんが疲つかれたら交代です」


　夕菜はそう言っておいて、縦穴を登った。


「夕菜さんはどうするのです？　穴は掘らないのですか」


「手が空あいたら手伝います。他にも作業があるんです」


　彼女は食堂から抜け出た。





　それから穴掘りはもくもくと続けられた。


　メイドの目を盗ぬすまなければならないので、深夜の地味かつ根気のいる作業となった。懐かい中ちゆう電でん灯とうがないため、夕菜の作った手て製せいのランプ（水気をとばしたバターに靴くつひもで作った芯しんが挿さしてあった）を使うのだが、常つねに異い臭しゆうを放っていた。おまけにすぐ土にまみれるため、終了後にシャワーで流さなければならない。


　掘り出した土は少しずつトイレに流された。これは夕菜の役やく目めで、穴掘り以上に慎しん重ちようにならなければならなかったが、彼女は細心の注意を払はらってやり遂とげた。


　夕菜は掘くつ削さくや脱走に必要な道具も揃そろえていった。とにかくメイドはなにも持たせてくれないので、全て自作するのだ。寮生を拝おがみ倒して手に入れた金かねヤスリの破は片へんを使い、鉄片を刻きざんでノコギリ、木を削けずってスコップを作った。トンネル内の酸さん素そが不足する可か能のう性せいもあるので、ごみ箱をあさり空き缶かんを入手し、繫つなげてダクトにした。そして小こ型がた扇せん風ぷう機きを改かい良りようして送風機にした。


　これだけでもたいしたものだが、彼女は睡すい眠みん時じ間かんを極きよく限げんまで減へらして、別の作業もおこなっていた。このことは他の二人にも秘ひ密みつにしていた。


　メイドたちは一連の計画に気づかなかった。まったく知らなかったわけではない。いくらカムフラージュを厳げん重じゆうにしても、夕菜の不ふ審しんな動きは察さつ知ちされていた。だが、それ以上の確かく証しようを摑つかんでいないようであった。


　リーラはときどき夕菜と話をした。だが夕菜は「あなたとは口もききたくありません」ととぼけ続けた。


　無む論ろん、それで引き下がるほどリーラもおとなしくない。


　トンネル掘りをしている最中、夕菜は玖里子から「メイドが寮の一室を改造しているらしい」との話を聞いた。


「なんでいまさら、部屋の改造なんかするんですか」


「知らないわよ。だけど、かなり大がかりみたいよ。タンクローリーまで来てたから」


　玖里子は土を袋ふくろに詰めながら言った。


　それがなにか知ったのは、数日後のことであった。


　その日夕菜は、リーラに呼びだされた。


　メイドの長は一階の廊下の端はしで待っていた。どうしてか窓が塞ふさがれていて、妙みように薄暗くなっていた。


　リーラは深々と腰を折おった。


「これは宮間様。ご足そく労ろうを願い、申し訳ございません」


「嫌いや味みはいりません。なんの用ですか」


「近ごろ宮間様が、なにやら作業に没ぼつ頭とうされていると聞いたものですから」


「わたしは別に」


　彼女はとぼけた。


「もしかして勉強のことですか？　授じゆ業ぎように出られませんから、自習してますけど」


「そうではありません」


　リーラの眼がん光こうが鋭するどいものとなった。


「力仕事のことです」


　厳きびしい視線で全身を睨ねめ回まわしている。夕菜は「なにを言ってるのかまったく分かりません」という顔をした。


「どうしたんです。勉強がそんなにいけないんですか」


「トンネル掘りは勉強なんですか。土木会社に就しゆう職しよくでもなさるおつもりで？」


「わたしは女の子ですよ。そんなことできません」


「ほう」


　リーラが腕うでを組んだ。


「部下から報ほう告こくがありました。女子トイレに、少量ですが土が落ちていたそうです」


「外から帰ってきて、靴くつをちゃんと拭ふかないからです」


「とぼけるのは止やめてください。トンネルを掘ってますね？」


　ドイツメイドの声せい質しつが低いものとなっていく。夕菜はそっぽを向いた。


「言いがかりです。証しよう拠こでもあるんですか」


「寮内からいくつか道具がなくなっています」


「それが？　わたしがなにかしてる現場でも押さえたらどうです」


　やれるものならやってみろ、と夕菜は言った。


「怪あやしいことなんか、わたしはしてませんけどね」


「……そうですか」


　リーラはポケットから、鉄製のごつごつした鍵かぎを出した。背はい後ごの鍵穴に差し込む。


　重そうな扉とびらが開かれた。


　夕菜は覗のぞき込んだ。暗く殺さつ風ぷう景けいな小部屋だった。窓もなにもなく、コンクリートが打うちっ放ぱなしであり、大きさも一いち畳じよう程てい度どしかなかった。部屋と呼べる場所ではない。ここに比くらべれば、刑けい務む所しよですらもっと人じん権けん思し想そうに満みちあふれていた。


「わたしたちはここを『クーラー』と呼んでいます」


　リーラが冷ひややかに言った。


「物分かりの悪い捕虜の頭を涼すずしくするために、改造して作りました」


「ふーん。そうですか」


「宮間様、ここに入りたいですか？」


「馬ば鹿かなこと言わないでください」


　これは現げん代だいの座ざ敷しき牢ろうである。寮の生活が恋こいしくなるように作られているのだ。こんなところに閉じこめられたら、どうかなってしまうだろう。


「そうでしょう。わたしたちも、宮間様がここに入らないことを願っています」


「心にもないことを」


「どうかトンネル掘りなどという無む駄だなことは、お止めになるように」


　リーラはそう告げて、クーラーの扉を閉めた。





　もちろん夕菜は止めなかった。


　彼女の気力はなにものよりも勝まさっているのである。リーラの脅きよう迫はくにあっても、衰おとろえることはなかった。


　ただしは彼女は、いっそう慎しん重ちように計画を進めていった。そして日にちは流れ、トンネル掘りも終しゆう点てんが見えてきた。


「だいたい終わったわよ」


　朝食の席で、夕菜は玖里子から報告を受けた。連日の掘くつ削さく作業で玖里子も凜もやつれ気味になっていた。ただ食事に制せい限げんはないので、体力補ほ充じゆうができることが幸いだった。


「即そく席せきコンパスじゃ測そく量りようもままならないけど、多分門まで到とう達たつしたんじゃないかしら」


　裁さい縫ほう用ようの針はりに磁じ気きを帯おびさせて、コンパス代わりに使っているのである。


「そうですか」


　夕菜は口の中のご飯を嚙かみしめて、うなずいた。


「やっぱり二人でやると早いですね。わたしの方は必要ないかもしれません」


「へ？　夕菜ちゃんもまだやってるの」


「『トム』が完了すればいいんです」


　夕菜は背後のメイドに気取られないよう、何気ない風を装よそおった。


「でしたら今夜決行です。やっぱりトンネル掘りは音がします。そろそろリーラも気づきそうです。チャンスは今しかありません」


「あたしさあ、こんなことしなくても登下校で外に出られるんだけど……」


「玖里子さん」


　夕菜が狂きよう気き一歩手前の目で睨にらむ。


「……はい」


「メイドに復ふく讐しゆうしたくないんですか」


「でもねえ……」


「みんなで逃げることが重要なんです。わたしはリーラが悔くやしがる顔が見たいんです。そうしないと、復讐の意味がありません！」


「んー……」


「やります。決行です！」


　夕菜はそう言って話を終わらせた。


　その日の晩ばんは、月が出ていなかった。夜間の脱走には都つ合ごうがいい。


　夕菜はあらかじめ決められた時間まで待ち、厨ちゆう房ぼうに侵入した。自室は見回りがきてもばれないよう、毛もう布ふと枕まくらで寝ねているように偽ぎ装そうした。


　玖里子と凜も待機していた。なんだかんだ言っていたが、最後まで付き合うつもりらしい。


　蓋ふた代わりの床ゆかを上げる。二人に降りるよう言い、夕菜は最後に滑すべり込んだ。


　横穴を見つめる。灯あかりが届とどいていない。きちんと掘られていた。


「お二人は先へ。わたしは和樹さんを連れてきます」


　そう告げてから、厨房に戻ろうとした。


　すると足音が聞こえてきた。夕菜は慌あわてて身をかがめ、息を潜ひそめた。





　リーラはネリーに案内され、食堂に入った。


「ここか？」


「はい。連日のように不ふ審しんな物音がしていると、報ほう告こくがありました」


　懐かい中ちゆう電灯で照らしながら、ざっと見渡す。どこにも不審なところはなかった。


「変わったところはない……報告はどこから？」


「ヘルガが生徒から聞き込んだそうです。最初はネズミかと思ったそうですが……。土の件は、報告が上がっています」


「知ってる。ここがトンネルか？」


「まだ分からないのですが……」


　リーラはしばし考えた。


「お前の小隊は待機させているか」


「完了しています」


　リーラは食堂を眺ながめたあと、厨房に続くドアを開けた。


　ここもいつもと変わらなかった。わざと足を踏みならして床下を確かめたが、鈍にぶい音がするだけだった。いまいちよく分からない。


　リーラはずっと思し案あんをしていた。ネリーが痺しびれを切らしたように、


「食堂と厨房をしらみつぶしに捜そう索さくしますか？」


「……いや、もっと別の方法をとる。式森様をお連れしろ」


「は？」


「式森様だ」


　ネリーは疑ぎ問もんに感じたようであったが、やがて和樹を連れてきた。


　リーラは自分の主人に向かい、礼をした。


「お手をわずらわし、まことに申し訳わけありません。どうしても式森様にご足そく労ろう願わなければならない事じ態たいになりました」


　和樹はなんだか分からない、というような顔をしていた。


「それはいいけど、なにをするのさ」


「宮間様です」


「夕菜がどうしたの」


「どうかそのままで」


　リーラはすっと、両手を和樹の首に回した。


「リ、リーラ？」


　彼女はぐっと顔を接せつ近きんさせた。和樹が焦あせりだす。


「ちょ、ちょっとリーラ、なにするの!?」


　メイドの長は、和樹に身体からだを密みつ着ちやくさせた。胸むねから腰こしから、ぐっとくっつける。


「申し訳ございません……しばらくこのままで」


　その言葉は、和樹の耳にかかった。


　リーラは和樹とほとんど背せ丈たけが変わらない。そのため真正面から顔を見み据すえるようになっていた。


「式森様……。式森様は綺き麗れいな瞳ひとみをしていらっしゃいます」


「そ……そうなの？」


「はい。こうして見つめていると、引き込まれてしまいそうです。とても魅み力りよく的で、罪つみなお方です」


　ゆっくりと、リーラは唇くちびるを近づけていった。


　なにをされるのか理り解かいしたか、和樹は汗あせを噴ふき出した。


「待って、待ってリーラ！　いきなりどうして──」


「以前、シンシアにも同じことをしておられましたね」


「あれはなにもなかったって」


「わたしにしていただけないのは、卑ひ怯きようだと思います」


「いや……え……は？」


「どうかわたしに、お情なさけを」


「ええーっ!!」


　和樹は暴あばれたが、リーラはがっちり摑つかんで離はなさない。


　薄うすい唇が、ギリギリまで迫せまった。


「リーラリーラ、どうしたんだよ、気の迷まよい!?」


「迷いではありません。式森様が素す敵てきな方ですからいけないのです……。そうですよね、宮間様」


　リーラの台詞せりふは小さなささやきであった。だが、それに呼こ応おうしたかのように、床板の一部が跳はね上がった。


「リーラ、和樹さんになにするつもりです!!」


　縦たて穴あなから顔面を真っ赤にした夕菜が飛び出した。


　そこにメイドたちが寄ってきて取り押さえようとする。夕菜は彼女たちを、怒いかりの一いち撃げきで振ふり払はらう。


　だがメイドたちは、あとからあとから群むらがった。足を払い、ボディプレスのようにのしかかり、呪じゆ文もんを唱となえられないよう口を塞ふさぐ。


　何度か抵てい抗こうしたが、結局夕菜はメイド服の中に埋うもれた。


「宮間様」


　リーラは和樹から離れると、顔だけ出た夕菜を見下ろした。


　冷ひややかに告つげる。


「クーラー行きです」





　　　　○





　独房クーラーでの生活は長かった。玖里子と凜は許ゆるされたが、夕菜は見せしめに叩たたき込こまれた。


　ここは四方がコンクリート張りでざらついている。しかも明かりが差ささない。ゴキブリとネズミはこれ見よがしに這はい回っていて、湿しつ気けは強く不ふ快かい感かんを高めている。食事は一日に一度。


　かつて仏ふつ領りようギアナにあった刑けい務む所しよと同じく、精せい神しんにダメージを与あたえるように作られていた。夕菜はぶつぶつと、数字を数えることですごした。


「二……三……四八……九……」


　まるで、頭のネジが外はずれた理り系けいの少女であった。数字に意味はない。ただ、そうしていないと心が参まいってしまいそうになるのだ。


　閉とじこめられて四日目、夕菜は大声を上げた。


「味方です、撃うたないでください！　境きよう界かい線せん！」


　コンクリートの壁の向こうに、機き関かん銃じゆうを撃ち続ける兵士の姿が浮うかんでいるのであった。その日は一日中、叫さけび続けた。


　七日目。夕菜はコンクリートの粉こなを使い、床ゆかに絵を描えがいた。


「ここがわたしの部屋。ここが和樹さんで、ここが玖里子さん。こっちは凜さん、ここが舞……舞……」


　想そう像ぞうの家で想像の部屋割わりをしていた。そして会ったこともないはずの、ただなんとなく口から出た少女の名を呟いていた。


　十日目。彼女はカウントも絵描きもやめた。日がな一日床に横たわり、ときおり水すい泳えいみたいに手足を動かしていた。


　十五日目。まったく動かなくなったころ、ようやく扉が開かれた。


　外に出された時、彼女はまるで重じゆう病びよう患かん者じやのようになっていた。見張りのメイドは首を振り、「捕虜にありがちなことですが、精神の大事なところが砕くだけたようです」とリーラに報告した。


　夕菜は自室に送られ、ずっと膝ひざを抱かかえて座り込んでいた。


　そこにリーラが様子を見にくる。彼女は「宮間様、お具ぐ合あいはいかがですか」と声をかけた。


「…………」


　夕菜は座り込んだまま、なにも反応しない。


「宮間様、聞こえているはずです」


　リーラが室内に入る。


　夕菜はのろのろと、身体を動かした。


　ただし歩いてはいない。膝立ちのような格かつ好こうで、リーラににじり寄ったのだ。


　そして無表情なまま、ひざまずいた。


　リーラは背後にいるメイドに訊いた。


「ずっとこうか？」


「はい。哀あわれなものです」


「回かい復ふくの見込みは？」


「軍ぐん医いは、ないだろうと言っています」


「そうか」


　リーラはそれ以上の感かん想そうを述のべず、部屋から出ていった。


　誰もが「夕菜はリーラに屈くつした」と思った。おそらく、夕菜自身を除のぞいて。





　ある日の晩ばん、和樹の部屋を誰かが小さくノックした。扉が少しだけ開いた。


　本を読んでいた和樹は、怪け訝げんな顔で扉に近づいた。


「和樹さん」


　廊下の暗がりから声をかけたのは、夕菜であった。


　和樹は目を丸くした。


「どうしたの!?　なんかひどく疲つかれたようになっちゃったって聞いたけど……」


「演えん技ぎです。あれくらいでわたしはくじけません」


　夕菜が和樹を強ごう引いんに引っ張る。


「来てください。脱だつ出しゆつします」


「え？　でもトンネルはバレて埋うめられたって……」


「『トム』がだめでも『ハリー』があります」


「なにそれ？」


「第二トンネルです。このために、わたしは『トム』を掘るのを玖里子さんと凜さんに任せて、『ハリー』に専せん念ねんしてたんです。今はメイドも油ゆ断だんしています。早く」


　夕菜は有う無むを言わせなかった。着き替がえようとする和樹をさえぎり、そのまま連れていく。


　一階に下りて、食堂横にある女子トイレに入った。


　用具入れを開ける。そこにはバケツやモップに隠かくされるようにして、縦穴が開いていた。


「ここ、降りてください。下で玖里子さんと凜さんが待っています」


　和樹はシーツ製せいのロープで穴を降りた。底にはなんとも言えない顔の二人がいた。夕菜の過か剰じような熱意に、感心するというより呆あきれているようだった。


「さあ脱出です。メイドたちは油断しています。チャンスです」


　彼女は狭せまい横穴へ、先頭になって入った。


　穴は四つん這いになる必要があるほど狭かった。内部は例によってベッドの裏うら板いたや使われていない部屋の壁かべ板いたで補ほ強きようされていた。


　しばらく進む。と、寮りようの方からサイレン音がした。


　発見されたのだ。おそらく、夕菜の部屋を確かく認にんしに行ったメイドが警けい報ほうを発したのだろう。


「急ぎます！」


　夕菜は手足を動かした。


　穴の先は斜ななめに上へ向かっていた。夕菜が竹の棒ぼうで土の天てん井じようを何度もつつく。


　ぽろりと芝しば生ふが落ちてきた。


「開きました！」


　まず夕菜が這い出した。続いて和樹。玖里子。凜。


　すぐ正面が寮の門だった。『ハリー』は『トム』の横に出口が掘られていた。


　夜風が顔を叩いた。


「行きましょう」


　同時に、探たん照しよう灯とうがともった。


　四方八方からの光が、四人を浮かび上がらせる。寮の窓が開け放たれ、銃じゆう器きのがちゃがちゃいう音が聞こえてきた。


　和樹は悲鳴を上げた。


「うわーっ、撃たれる！」


「伏ふせてください！」


　夕菜が三人まとめて地面に倒たおす。


　だが、銃弾は飛んでこなかった。


「……撃ってこないわね」


　玖里子が呟いた。


「どうしたのでしょうか」


　凜も怪け訝げんな表情をしている。


「好こう都つ合ごうです。このまま逃にげます」


　夕菜は三人をうながした。
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　女三人男一人は、こうして夜の町へ消えていった。





「……撃うたないでよろしかったのですか」


　窓から見下ろしたままのリーラに、ＭＧ42機関銃を構かまえたままのネリーが言った。


「せめて威い嚇かく射しや撃げきくらいは」


「傷きずつけるなと、式森様がおっしゃられたからだ」


「ですが逃がすのは……」


「くどいぞ」


　リーラは部下の疑問を封ふうじた。


　そしてじっと、和樹たちの消えた方角を眺ながめる。


「……力ずくで、式森様に諦あきらめてもらうわけにはいかないようだ」


「リーラ様？」


「なんでもない」


　それから一呼こ吸きゆうをして、リーラは告げた。


「撤てつ収しゆう準じゆん備び」


　ネリーは驚いた顔を見せたが、リーラは手を振って作業に取りかからせた。




番外編　猫とメイド



　　　　～CAT AND MAID～











　彩さい雲うん寮りようの食しよく料りよう品ひんは通つう常じよう、業者によって運ばれる。数多い生徒の食事をまかなうのだから、いちいち買い出したりはせず、注文も大おお雑ざつ把ぱなものになる。生せい鮮せん品ひんがあるため、業者のトラックは毎日やって来ていた。


　この材料を使って美お味いしい食事を作るのが、メイドの腕うでの見せ所である。経けい験けんが重要であるが、なにしろ料理に関してはエキスパート揃ぞろいである。生徒の間からは文もん句くが出るどころか、「今までの数倍うまくなった」と評ひよう判ばんであった。


　メイドの料理当番は輪りん番ばん制せいだが、唯ゆい一いつ式しき森もり和かず樹きの分だけは違ちがっていた。リーラか、リーラの昔からの部下が作るのである。自分の主人の食事に手をかけるのは、彼女たちにとって当然であった。


　リーラはこのことを和樹に話していない。あまりいい顔をしないからだ。一度だけ話したことがあるが、「そういう差別化って、あまり好きじゃない」と言うのだ。居い心ごこ地ちが悪いらしい。


　だからリーラはそれ以来、和樹に料理のことを語ったことがない。その代わり材料は業者任まかせにせず、自分で買い物に行った。納なつ得とくいくまで、この目で吟ぎん味みすることにしているのだ。そういうところに手を抜ぬかないのが、主人への務つとめだと彼女は考えているのだった。


　その日もリーラは、わざわざ駅近くの商店街まで出向き、材料の購こう入にゆうをした。


「いらっしゃい、リーラちゃん」


　魚屋の主人は、リーラを見つけて声をかけた。最初はメイド服で買い物に来るドイツ人に戸と惑まどっていたものの、今はすっかり慣なれた様子であった。


　この魚屋はスーパーとは違ちがい、主人が直ちよく接せつ市いち場ばまで出向き、納得がいく品物しか仕入れない。リーラはそこが気に入っていた。


「今日はマサバのいいのが入ってるよ」


「ではそれを」


　主人が魚を手て際ぎわよく新聞紙にくるむ。パックされていないところが良かった。代金を支し払はらい、釣つりを受け取る。


　近所の子こ供どもが「リーラだ」と言って手を振った。彼女もにっこり笑って振り返す。商しよう店てん街がいでは有名人なのである。


　さすがに当初、メイド服は奇き異いの目で見られていた。だがリーラの丁てい寧ねいな物もの腰ごしと受け答えによって、あたかも昔から住んでいた人のように、受け入れられたのであった。


　リーラは主人に礼を言って店を出た。


　と、くるぶしがなにやらむずむずする。


「にゃー」


　見ると、猫ねこが足に身体からだを擦すりつけていた。そうしながら、リーラにしきりと鳴いていた。


　戸と惑まどっていると、魚屋の主人が言った。


「あー、その猫はこのところよく見るよ。近くで飼かわれてるんじゃないかな」


　子猫ではなかったが瘦やせていた。背中から首までが白くて、顔はブチ。雑ざつ種しゆだった。


　猫はずっと、にゃーにゃー言っている。


　リーラは無む視しすることにした。帰って食事の支し度たくをしなければならない。


　歩こうとしたら、猫が靴くつの上に乗った。そのままこっちを見上げている。


　なにかを言おうとしているのかは分からない。語学に堪たん能のうな彼女だったが、猫語は習ったことがなかった。


「すみません」


　魚屋の主人に言う。


「なにか魚の切り身はありませんか」


　主人はサバの切きれ端はしを持ってきてくれた。


　リーラはその分の代金も払うと、魚屋を離れた。猫は黙だまってついてきた。


　裏うら道みちに入る。新聞紙を広げて切り身を置いた。


　猫は一声鳴くと、サバを食べ始めた。


　リーラはしゃがんで、その姿をじっと眺ながめていた。


　猫の食事が終わったのを見み計はからうと、新聞紙を畳たたんで立ち上がる。


「明日の分は、他の人に頼たのむのだな」


　今度こそ帰ろうとした。


「にゃー」


　聞こえないふりをして歩く。


「にゃー」


　リーラは足を止め、振り向いた。


　猫がじっと座すわっていた。


　彼女は手を広げた。


「もうないぞ」


「にゃー」


「ないんだ」


　猫も歩き出した。ただし、リーラとは反対方向。


　しばらく行ってから、こっちを見る。


「にゃー」


　リーラは渋しぶい表情をした。


「わたしはそっちではない」


「にゃー」


「行かないぞ」


　猫はとことこ歩く。もう一度止まり、リーラを見てからまた歩いた。


「行かないと言ってるんだ」


　もう猫は振り向かない。そのまま進んでいく。


　リーラはため息をついた。それから猫のあとについていった。





　たどり着いたのは、駅から離れた二階建てのアパートであった。一見して古ぼけており、築ちく二十年はゆうに過ぎていた。マンションに挟はさまれるようにして建たっている。


「ここにお前のご主人様がいるのか？」


　猫は鉄板でできた階かい段だんを上った。リーラも後に続く。


　一番端はしの部屋まで来た。


　ボロボロの扉が少しだけ開いていた。隙すき間まから猫が潜もぐり込む。


　リーラはノックをした。返事がないのでもう一度。


　反はん応のうなし。


　ためらったのちに、扉を開けた。


　六畳じようの室内だった。簡かん単たんな台所とトイレと思われるドアがある。家具はほとんどなくて、テレビとＣＤプレイヤーが置いてあるだけだった。


　畳の中央に猫がいて。「にゃー」と鳴いていた。


「入っていいのか？」


「にゃ」


　許きよ可かされたと解かい釈しやくし、靴くつを脱ぬいで上がる。


「誰だれもいないのだな」


　生せい活かつ臭しゆうはあるのだが、住人がいなかった。流しには食器が放置されていて、部屋のところどころには埃ほこりが積つもっている。


「掃そう除じが嫌きらいなのか、お前のご主人様は」


　猫は無言だ。


「わたしのご主人様もあまり好きな方ではないな。わたしが片かたづけるようにしているが」


　とりあえず換かん気きのために窓を開けた。風が流れ込み、扉とびらから抜ける。


「窓にも鍵かぎがかかってなかったぞ。不用心だ」


　返事をしない。顔の手入れなんぞをしている。


「今度からご主人様から鍵を預あずかっておけ」


　ちろっと猫がリーラを見る。


　彼女は「猫では鍵をかけられないか」と呟つぶやき、網あみ戸どだけを閉しめた。


　眉まゆを顰ひそめる。指に埃がついていた。


　こういうのを見ると、掃除がしたくなる。綺き麗れい好きなのと、メイドとしての本ほん能のうが働いてしまうのだ。


　とはいえ、ここは和樹の部屋ではない。


　リーラは魚の入った袋ふくろを抱かかえると、「ご主人様に掃除をお願いするか、お前が掃除を覚えるんだ」と告げてから部屋から出ようとした。


　靴を履はいて玄関扉を開ける。


「にゃー」


「もうなにもしないぞ」


　リーラは猫に背中を向けたまま言う。


「わたしはこの部屋つきのメイドではないのだ。従っているのは式森様のみ。遺い憾かんだが、自分の世話は自分でしていただきたい」


「にゃー」


「うるさい」


　玄関で荒あら々あらしく靴を踏み鳴らす。


「わたしにも仕事がある。戻って夕食の支度をしなければならんのだ。それとも、式森様をないがしろにしろと言うつもりか」


「にゃー」


「反はん論ろんのつもりか」


　猫はつぶらな瞳ひとみで、じっとリーラを見つめていた。


「かわいげのあるところを見せても無む駄だだ。お前はしょせんは猫。式森様の魅み力りよくに比くらべれば……」


「にゃー」


「分かった分かった」


　彼女は再び靴を脱ぎ、部屋に上がった。


　じろっと猫を睨にらむ。


「簡かん単たんなことしかしないからな」


　それでいいよと言いたげに、猫は喉のどを鳴らした。





　室内を捜さがすと、押し入れからほうきが出てきた。雑ぞう巾きんはなかったので、一番古そうなタオルを使うことにした。


　部屋はそれなりに汚れていた。やはり隅すみに埃が溜たまっている。綿わた埃ぼこりだけでなく、土埃も積もっていた。ざっとほうきではらい、濡ぬらしたタオルで雑巾がけをする。


　リーラにとってこの手の作業はお手のものだ。手早く、かつ正確にすませていく。


　畳を拭ふいたところで、食器に移うつる。油でべとつき、水はどろりと濁にごっていたが、意に介かいさず洗あらい始める。


　しつこい油は紙かみで拭き取ってから、残りを洗せん剤ざいで流す。生ゴミでパイプが詰つまらないように、ときどきゴミ箱に捨すてた。


「お前のご主人様は食器をためて、一気に洗おうとするタイプのようだな」


「にゃー」


「春と秋はいいかもしれんが、夏は大変だぞ。ゴミが腐くさり、ハエだって湧わくかもしれん。そうなったら大事だ。こまめに洗うのが面倒なようで、一番効こう率りつ的てきなのだ」


「にゃ」


「冬は手が冷たくなるから、お湯を使え。水しか出ないのなら沸わかしてポットに溜ためておき、食器洗い用のボウルに注そそぐんだ。熱湯ではなくぬるま湯でいい。洗せん浄じよう力りよくもあがる」


　食器の水を切り、重かさねておく。皿とどんぶりは別。


「食器洗い器は駄目だ。すぐ生ゴミが詰まる上に、専せん用ようの洗剤がいる。そもそもここの部屋には似に合あわない……こら、よく聞いていろ」


　猫は退たい屈くつしたのか、室内をとことこ歩くと、日当たりのいい場所で丸くなった。


「……ま、聞いたところで伝えようがないか」


　そう呟くと、水道の蛇じや口ぐちを閉めた。


　あらかたやることはすんでいた。部屋が狭いのと荷物がないため、あまり面めん倒どうではなかった。


　リーラは押し入れに目をやった。布ふ団とんを干ほそうかと思ったが、夕方なので止めておいた。洗せん濯たく物ものがあるかもしれないと思い、開ける。


　上の段に布団が積まれていた。下は洋よう服ふくが乱らん雑ざつに置かれていて、奥には雑ざつ誌しが押し込まれている。紙袋やダンボール箱もあった。


　洋服を布団の上に置こうとして、いくつか手に取る。


　奥に立てかけられていた紙袋が倒れた。中身が顔を出す。


　リーラはわずかに、目を細めた。


「これは……」


　突とつ然ぜん、玄関扉が大きな音と共に開けられた。


　男が二人、荒々しく入ってきた。


　どちらも人にん相そうは良くない。一人は肩かた幅はばが広く胸むな板いたも厚あつく、髪かみを短く刈かり上げた大男。もう一人は瘦やせぎすで、耳と鼻にピアスをして金きん髪ぱつに染そめていた。


　二人は土ど足そくで上がった。大男が室内を見回す。


「おい、あの野や郎ろうのヤサは本当にここなんだろうな」


「間違いありません。ヒロシにあれだけ殴なぐられて、ようやく吐はいたんです。例のものも……おっ」


　金髪が、後ろ手のまま立っているリーラに気づいた。


「兄あに貴き」


　下げ卑びた笑いを漏もらす。


「女です」


　金髪はいかにも楽しそうであった。


　大男はもう少し冷静だ。威い圧あつするようにリーラに近寄った。


「おいねえちゃん、なにしにここにいるんだ」


　リーラは答えず、じっと見ていた。


「ねえちゃん、口がきけねえのか」


「……掃除だ」


　低い声こわ音ねで告つげる。


「なんだと？」


「掃除。メイドだから当然だ」


　大男は動どう物ぶつ園えんの河か馬ばのように口を開けていたが、やがて笑い出した。


「へっ、ねえちゃんメイドか！　あの野郎にそんだけの金があったのかよ！」


「ここの主人に雇やとわれたわけではない」


　素そっ気けなくリーラは言う。


　大男は彼女の言うことを信じていないらしく、しばらく笑っていた。


　不意に馬鹿笑いがぴたりと止む。


「おい、ここの野郎のことは知ってるな」


「いいや」


「ふざけんな。てめえはあいつの女じゃねえのか！」


　窓ガラスがびりびり震えるほどの怒ど声せいであった。大男の顔面が真っ赤になっている。大きな声と姿で恐きよう怖ふ心を煽あおり、相手を怯おびえさせる職しよく業ぎようのやり方であった。


「知らねえとは言わせねえぞ！」


「……来たのは今日が初めてだ」


「やつがここにブツを運んだことはバレてんだ。隠かくしてんじゃねえ！」


　大男が迫せまる。いつでも暴力に訴うつたえるつもりか、拳こぶしを握にぎっていた。


　リーラは無表情だった。それを恐怖と受け取ったか、今度は金髪が近づいてくる。


「ようよう。びびってねえで、やつが隠したもの、出しちめえなよ」


「…………」


「可愛かわいいねえちゃん、あとでいいとこ連れてってやっからよ。さっさと喋しやべんな」


　金髪がリーラに触ふれようと手を伸ばす。


　ぱしっ。


　彼女は片手で、金髪を払はらいのけた。


「いてっ。このスケ……」


「ケンジ、その女はあとだ。探せ」


　大男が命じる。金髪はリーラをひと睨にらみすると、押し入れに頭を突っ込んだ。


「ここに隠したか……うわっ」


　甲かん高だかい鳴き声。ケンジがのけぞった。


　猫ねこが押し入れから飛び出して、ジャンプをすると流しの上に乗った。威い嚇かくするように、毛を逆さか立だてる。


「引ひっ搔かきやがった。くそっ！」


　金髪が猫に摑つかみかかろうとする。


「やめろ。猫に手を出すな」


　リーラがはっきりと言った。


「その猫も主人に仕えている。当然の行こう為いだ」


「……なに言ってんだてめえ!?」


「ケンジ、早く探せ！」


　大男がいらだったように怒鳴る。かなり立場が違うようで、金髪は怒りに顔をゆがめつつも、作業を続けた。


　入っていた品物を、乱らん暴ぼうに室内へ放り出す。せっかく清掃したところが、見る見る汚よごれていった。


「……兄貴、ありました！」


　やがて金髪がポリ袋を手に、這はい出してきた。


「薬ヤクです。これですよ」


「ようし」


　大男は袋を開けると、数を数えた。納なつ得とくしたのか大きくうなずく。


「あっちはどうした」


「これです」


　金髪が大きな紙袋を見せる。


「どっちもあったな。ならここには用はねえ……と言いたいところだが」


　リーラを見る。


「もう一つやることがあるな」


　大男はゆっくりと喋った。


「ねえちゃん、やっぱり隠してやがったな。ブツはここにあったぜ」


　リーラは相変わらず、後ろ手のまま立っている。


「女のくせにナメやがって。ちいとつきあってもらうぜ。お楽しみといくからよ」


　大男が舌したなめずりをした。爬は虫ちゆう類るいのような舌の動きだ。怯おびえさせるために、わざとやっているのだ。


「ずいぶんと綺き麗れいなねえちゃんだ。あの野郎にはもったいねえ。俺の女にしてやっからよ、風ふ呂ろで働きな」


　リーラの目がすっと細くなる。


「俺の女はみんな風呂で働いてんだ。お前も仲間に入れてやるよ。売れっ子になれるぜ」


「…………」


「さあ、こっちにきな」


　大男がリーラの腕を摑もうとする。その時。


　紙袋を覗のぞいていた金髪が、変な声を上げた。


「兄貴、おかしい。一いつ丁ちようたりねえ」


「なんだ？」


「あいつが言ってたのと数が違う」


「馬鹿野郎、探せ！」


　そこでリーラが口を開く。


「……その足りない一丁というのは、これのことか？」


　後ろに回していた手を振った。そこに握られているのは、ロシア製拳けん銃じゆうトカレフＴＴ33。


　彼女は引き金を引いた。


　腹に響ひびく発はつ砲ぽう音おん。銃じゆう弾だんが金髪の首くび筋すじをかすめる。


　わざと外したのだ。驚きで動けなくなっている金髪の腹に、膝ひざ蹴げりを一発。うめき声を上げて、瘦せた身体が倒れる。


「くそアマが！」


　大男が懐ふところから拳銃を抜ぬこうとした。


　余よ裕ゆうを持ってリーラは撃つ。男の手から、同じトカレフが弾はじかれる。


　銃口を眉み間けんにぴたりと向けた。


「無む駄だなことはよすのだな」


　ひざまずくよう、手で合図をする。大男はうなりながら言うとおりにした。


「……てめえ、なにもんだ」


「メイドだ」


　力を込めて、首くび筋すじにグリップを叩き込む。大男はそのまま畳たたみに倒れ伏ふした。


「ただし、この家に雇やとわれたわけではない」


　彼女は金髪にも同じことをすると、トカレフの安あん全ぜん装そう置ちをかけた。


　ふうっと息をつく。


「にゃー」


　流しの上の猫が鳴いた。


　リーラが苦く笑しようする。


「分かってる。警けい察さつを呼べというのだろう」


「にゃん」


　ご明めい察さつと言わんばかりの鳴き声であった。





　彩雲寮に帰ってきたときは、かなり遅おそくなっていた。リーラは急いで厨ちゆう房ぼうに向かった。


　食堂がなにやら騒さわがしかった。備そなえつけられているテレビの前に、生徒たちが集まっている。ニュースが流れているようだ。


　生徒の一人が振り返った。和樹だった。


「お帰り、リーラ」


　彼女は深々と頭を下げた。


「申し訳ございません。遅おくれてしまいました。ただちにご夕食の用意をいたしますので」


「いいよ。それより、ニュース観みた？」


「なんでしょう」


「近くでヤクザの発はつ砲ぽう事じ件けんがあったんだってさ。なんかヤクザの一人が足を洗あらおうとして、警察に自じ首しゆしようとしてたらしいんだ。組の犯はん罪ざいの証しよう拠こに、麻ま薬やくと拳銃を持っていこうとしてたんだって。だけど見つかって監かん禁きんされちゃって、隠し場所を吐はかされたんだ。それで回かい収しゆうしようとしたヤクザと、別の誰かの間で撃ち合いがあったらしいんだけど……」


　和樹は言葉を切った。


「興きよう味みない？」


「そんなことはございません。監禁された方はどうなったのですか」


「救きゆう出しゆつされたみたい」


「なによりです」


　リーラは部下のメイドを呼び、買った魚を渡した。和樹はまた生徒の輪わの中に入っていった。


　テレビではリポーターが早口で喋っていた。麻薬と拳銃という組み合わせのためか、ローカルニュースにしては大きく扱あつかわれていた。


　カメラがゆっくりアパートをパンする。リーラは生徒の間から画面を眺めた。


　隅すみに見み慣なれた動物が映うつっていた。


　猫はカメラに向かい「にゃー」と鳴いた。


　リーラはくすりと笑うと、厨房に入った。






　あとがき







　うだるような熱ねつ気きが（執しつ筆ぴつ時点では）まだまだ続く今日この頃、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか。私はまあまあです。





　そんなわけでメイド話の続きです。前作は一説によると、いやよらなくても、「これだけ読どく者しや層そうが違う」「平へい均きん年ねん齢れいが上がる」と大変な評ひよう判ばん（？）でした。評判ついでに、なんと第三回ＩＦＣＯＮ賞まで受賞してしまいました。ＩＦＣＯＮ賞とは「その年に出版された、優すぐれた仮想戦記に与えられる賞」だそうです。ファンタジア文庫内でも異い彩さいを放はなってます。ちなみに副賞のワインはその日のうちに飲のみ干ほしました。


　この本は、「仮想」というよりは「仮装」です。メイド服が出てきますので。あと各章のタイトルは戦争映画と冒険小説からとっています（書き下ろしだけ別）。それから分かるように、「メイドは舞い降りた」と「メイドの黙もく示し録ろく」は戦闘シーンがバリバリ出てきています。もちろん夕菜も大暴れです。


　これは「武ぶ装そうメイドと夕菜が戦うとおもしれー」なる理由によるもので、いかに夕菜に物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐はかせるかに重点が置かれていたりします。当初予定では、ここから夕菜の攻撃にメイドたちがどんどん消しよう耗もうしていき、ベルリンあたりに追いつめられる、「末まつ期き」やら「最さい貧ひん」が似に合あいそうな展開になるはずでした。


　が、実際には若干色合いが違い、和樹を巡めぐる夕菜とリーラの戦いになりつつあります。キャラクター小説なのですから、人間関係に重点が置かれるのは当然ではあるのですが、根ね強づよいリーラ人気も大いに関係しています。


　なにしろ「リーラ最高。夕菜？　ヒロインだっけ」とか「リーラをメインにしてください。このさい夕菜の出番が減へってもいいです」とかの意見があるのです。


　さすがに夕菜をヒロインの座から落とすのはどうかと思うので普通に登場しますが、今後はリーラもどんどん前に出てくる予定です。彼女はよりいっそう和樹に忠ちゆう誠せいを誓ちかい、女としての気持ちも現れていきます。もちろん夕菜もヒロインらしく、可愛く（？）暴れます。


　それはそれとして、当初の予定も捨すてがたいので、いつの日かリーラと彼女の部下たちの話を、和樹や夕菜と切り離して書くのもいいかと思っています。いつになるかは不明ですが、そんなことも少しだけ考えている、ということで。


　ではまた。







二〇〇四年八月二四日　築地　俊彦





　初　出





メイドは舞い降りた～THE MAID HAS LANDED～




　　２００２年月刊ドラゴンマガジン11月号増刊




メイドの黙示録～Maid Now～




　　２００３年月刊ドラゴンマガジン５月号増刊




メイドの要塞～THE GUNS OF MAID～




　　２００４年月刊ドラゴンマガジン２月号増刊




大（メイドからの）脱走～THE GREAT ESCAPE（FROM MAID）～




　　２００４年月刊ドラゴンマガジン５月号増刊




猫とメイド～CAT AND MAID～




　　書き下ろし




まぶらほ


～もっとメイドの巻～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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